このたびは、スバル車をお買い上げいただき、 

ありがとうございます。 

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
DDDDDDDDD □□□□□凹 


化読！ドライバーのみなさまへ 


特に重要な事柄です。必ず読んでか5操作、あるいは作業に取りかかってください。これ5を 
守5ないと思わめけがや事故につながったり、車を損傷ずるおそれがあります。 


まをについての表示マーク • その他の表示マーク 


本文中に記載されているマークの意味は下記の通りです。 


么警告 

警告事頃を守6ないと、生命にかかわるけび、おるいは重大な 
けびにつなびるおそれびお0まず。 

么ミ主意 

ミモ意事項を守6ないと、けびや事 K 、 まの破損につなびるおそ 
れびお0まず。 

fe アド"イス 

おまのために守つていたださたい事頃です。 

1オプション/グレード別装備1 

オプション、またはグレードなどによ0、装備のち無の黄なる 
I 頁目でず。 


ご憂車のために 


•車種によって取り扱いち法が異なる場合は、車両型式やエンジン型式を確認したラえで操作 
を行ってください。車両型式、エンジン型式は本書の「ご愛車に関するメモ」にあらかじめ 
記入してお < と便利です。 

•保証および点検•整備については、別冊の「メンテナンスノート」に記載していますので 
お読みください。 

•お車をゆず日れる際は、次のオーナーのために必ず本書を車に付けておいてください。 

-車の仕様変更により、本書の内容やイラストびお車と一部異なる場合びございますびご了承ください。 
•本書は別冊の「メンテナンスノート」ととをに、いつちお車に保管しておいてください。 

•ご不明な点は、ご購入先のスバル販売店（営業スタッフ）におたずねください。 
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ご愛まに関するメ^ 


記入される記写•番号は、車検証、ネームプしートをご覧<ださい。 


ご愛車のメモ 

車名および型式 

車名： 

型式： 

車台番号 


エンジン型式 

K 3 -VE 

総排気量 

1,297 CC 

車体色(番号） 


トランスミッション 

オートマチックトランスミッション 


ネームプしートはエンジンルームに化り巧けしてあります。 
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MEMO 
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m 


巧 


お巨巧 

2 


化読！ドライバーのみなさまへ 

9 


走行する刖じ-10 

エンジンをかけるときは-13 

走しているときは-14 


才ートマチック車について-23 

お子さまを乗せるときは-25 

お車を長持ちさせるには-29 


駐停まするときは-17 こんなときは-31 

ま全な燃料給油のために-19 

SRS エアバッグについて-21 


巧を装備 


35 


ン— 卜 - 36 

シ—トベルト -47 

SRS エアバッグ-56 


ABS 


69 


まを運面する巧に _73 

ま化各部の開閉-74 

ま体各部の調整-96 


まを運面するにあたつて 99 

メ ーターのはたらき-100 才ートマチックまの運転-137 

表示’灯、警告口のはたらき-104 

スイッチの使いかた-115 

運転装置の使いかた-127 

エンジンのかけかた-135 


装備品の巧いかた 149 

空調-150 

才ーディオ-167 

室内装備品-168 

いざというときに 181 

工具類-182 

いざというときの処置-186 

まのお手入れ 221 

まのお手入れ-222 


積雪、寒冷時の取 y 巧い 237 

積雪、寒冷時の取り巧い-238 


サービスデータ 

245 


さくいん 

251 
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給曰巧 


外観 


ブしードの違い、ソーカーオプションち記載しています。 
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® IU わヴ ー I - 85 

② リわワイパ-122 

③ リわウインドゥデフォッガ-123 

④ フ□ントワイパ-121 

⑥電動な納すドァミラ- 96 

⑥ ルーフアンテナ-167 

⑦ フユーエ J レリツド - 90 

⑧ けん引フック-189 

⑨ ドアの開閉- 82 

⑩ ボンネツ I - 88 

⑩タイわ交換- 192 

® タイわの□-テーシ3ン-227 

⑩タイわ チェーツ -239 
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内装 


ブしードの違い、ベーカーオプションち記載しています。 


①②③④⑥ dxz ) ⑧⑨ ⑩ 



* ラゲージルー ム左側面に 
ありまず。 


M 401 F - 0003609〜， M 411 F - 0001144〜 



































① 防腔ルームミラ- 96 

② フ□ントマップラップ-168 

③ サンバイザ-171 

④ バワーウインドウ- 92 

⑥ドアの開閉- 82 

⑥ 車内な5の施錠.目军綻- 83 

⑦ 集中ドア□ック- 84 

⑧ ルームランプ-168 

⑨ シートベルト （3 点す）- 50 

⑩ SRS 力ーテンシールドエアバッグ- 62 

⑩ フユーエルリッドオープナー しバ- 91 

@フ□ントシ ー I - 37 

⑩ SRS サイド’エアバッグ- 62 

®'JP シ ー I - 40 

©シートベルト （2 点す）-日5 

颇力ーゴルームランプ-168 
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インストルメントパネル 


ブしードの違い、ベーカーオプションち記載しています。 


① ②③④⑥ dxz ) ⑧ （ D ® ⑩ 
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① なま席 SRS エアバッグ- 56 

② エア]ツ-1日0 

③ 非常点滅むスイッチ-120 

④ ベータ-100 

⑥ t しク h しバ-139 

⑥ フ□ン h ワイパー•ゥォッシかースイッチ-121 

⑦ リわワイパー-ウォッシわースイッチ-122 

⑧ フ□ントフォブランプスイッチ-124 

⑨ ライティングスイッチ-117 

⑩ 方向指示しバ-120 

⑩光軸調整ダイわル-119 

@発お H -187 

⑩ブ□-ブボックス-172 

@アク tz サ U _ ソクッ I -170 

©カップぶルダ-170 

颇コインボックス-174 

® ワイハ’ーデアイサースイッチ-124 

⑩駐車ブしーキ-133 

® チルトステアリンブしバ- 97 

@運転席 SRS エアバッグ- 56 

@ホーンスイッチ-126 

@エンジッスイッチ-127 

@コインポク、ソト（運起席）-176 

@ボンネットオープナ- 88 

留ドアミラースイッチ- 96 

感リわフォグラップスイッチ-125 

留)イルミネーショッスイッチ-178 

感リわウインドウ デフ オツガー スイツチ-123 
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MEMO 
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巧をのためにぜひず y ましよラ 


么 ■ 

必読！ 

ドライ パーの みなさまへ 

ご巧用の巧に、特に巧つていただきたいこと、 

巧つておいていただきたいことをまとめています。 






警告に値する項目です 

注意に値する項目です 





をけする刖に . 10 

エンジンをかけるときは . 13 

走行しているときは . 14 

，な停まするとさは . 17 

安をな燃料給油のために . 19 

SRS エアバッグについて . 21 

才ートマチックまについて . 23 

おモさまを乗せるときは . 25 

おまを長 i 寺ちさせるには . 29 

こんなとまは . 31 
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化話！ドライバーのみなさまへ 

走巧するおに 


走巧ずる巧に 

お出かけの前になっておいていただきたいこと、お守りいただきたいこ 
とをまとめています。 


日常点検などをかかさず行っ 
てください 

安全で快適な運転をしていただ < ためじ、 
日常点検-定期点検整備を実施すること 
巧ま律で義務付け5れています。 

点検•整備はインテナ ッス タート I こした 
巧って実施して < ださい。 

詳し<は別冊の「ベンテナンスタート」 

をご覧 < ださい。 


各部を正しく調整してくださ 
い_ 

シート、5ラー類の位置を正し<調整し 
て < だちし、。 

(シー1—> 36ぺージ) 
(車体各部の調整一96ページ) 


シートベルトはしっかりと着 
用してください 

走行する前に必す'運転者、同乗者とわ全 
員けシートベルトを着用して<ださい。 

(リわシートでち必す'シートベルトを 
着用して < ださい。） 

シートベルトは正し<着用しないと効ま 
な半減したり、危険な場合巧あります。 
化す正しい着用方まを身に付けて < だち 
い。 

(正しい着用一47ベージ) 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

走巧するおに 


妊娠中の方もシートベルトを 
着用してください _ 

妊娠中の方も下記の要領でシートベルト 
を着用して<だちい。ただし、巧一のと 
き腹部などに強い圧迫を受けるおそれ巧 
ありますので、シートベルトの着用じつ 
いては、医師にご相談のラえ、ミち意事項 
を確認して < ださい。 

•腰ベルトは、むす'腰骨のできるだけ化 
い位置、お腹の膨己みの下に密着ちせ 
て着用して<ださい。腰ベルト巧腰骨 
な5すれていると、衝突したときなど 
に腹部 I こ強い圧迫を受け、け巧をする 
おそれ巧あります。 

•肩ベルトは、お腹の膨5みをちけ化す' 
胸部に着用して<ださい。肩ベルトを 
腹部 I こなけていると衝突したときなど 
に、腹部 I こ強い圧迫を受け、け巧をす 
るおそれ巧あります。 



を除物は持を込まないでくだ 
さい_ 

車内や荷室内じは、ガソリン、むミ由、シ 
ツナーなどの引义物の入った容器やスプ 
し一生類を持ち込まないで<だちい。熏 
発ガスに引义したり容器巧破損するとホ 
常に盾陵です。 



ペダル操作が確実に行える履 
き物を着用してください 

安全な運転をしていただ<ためじ、ペグ 
ル操作巧お実に行える履き物を着用して 
<ださい。ペグル操作巧お実に行えない 
と、思わめ事巧 I こつな巧るおそれ巧あり 
危険です。 


運転席足元に物を置かないで 
ください 

走行中に空生などの動きやすい物を足元 
じ置<と、ブしーキペグルの下に挟まり、 
ブしーキ操作巧できな<なったり、アク 
tz ルペダル巧展5な<なるなどのおそれ 
なあり后険です。 
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化話！ドライバーのみなさまへ 

走巧するおに 


まに合わないフロアマットは 
使用しないでください 

• フ□アマットはペダル I こ引っな好5 
ないよラ、車に合った物を正し<敷い 
て<ださい。また、す'れないよラに固 
定フックなどでむす'固定して < ださし、。 



• フ□アマットを正し<敷なな巧った 
り、重む!て敷<とペダル操作をちまた 
け'、思わめ事®につな巧るおそれびあ 
り危険です。 


タイヤ空気圧の点検をしてく 
ださい 

タイわ空気圧の点おはま的 I こ義務付け白 
れています。 

タイわ空気圧はスペアタイわち含め、最 
低でち月じ1回は点おを行って < ださし、。 
タイわ空気圧巧極端じ低いが態のまま走 
行すると、偏摩耗や早期摩耗します。ま 
た、バースト（破裂）など修理できない 
よラな損傷をタイわじあたえたり、思わ 
め事故につなな'るおそれなあり危険です。 
タイわの点検 I こついては、別冊の「イン 
テナンス y —卜」をご覧<だちし、。 



荷物を積み過ぎないでくださ 

い_ 

•助手席や I 」わシート I こ荷物を積み重 
朽ないで<ださい。視界をちまたげた 
り、ブしーキを巧けたときや旋回して 
いるとき I こ荷物巧巧ひ'出して体にあた 
るなどして、思わめけ巧や事® I こつな 
びるおそれ巧あり后険です。 

• 重い荷物を積み過ぎないで<ださい。 
車両や走行に悪い影響をおよぼし、思 
わめ事故につな巧るおそれ巧あり危険 
です。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

エンジンをかけるとまは 


エンジンをかけるとまは 

エンジンをかけるときになっておいていただきたいこと、お守りいただ 
きたいことをまとめています。 


車両後方に可燃物がないこと 
を確認してください 

エンジン始動前 I こ、車両後ちや排気管の 
周りに可燃物（枯草•紙•木がなど）巧 
ないな確認して<ださい。可燃物巧ある 
と排気管や排気ガス巧高温じなり、义災 
I こなるおそれ巧あり危険です。 



オートマチックまの場合にま 
意していただきたいこと 

駐車ブしーキをなけた状態で tz しクトし 
バーを必ザ回しンジにして、ブしーキぺ 
グルをしつなり踏みエンジンを始動して 
<ださい。 

(エンジンのかけかた一135ぺージ) 


排気ガスには気を付けてくだ 
さぃ_ 

排気方スには無色-巧臭で有喜な一酸化 
炭素巧含まれているため、吸い込むと一 
酸化炭素中毒になるおそれ巧あり后陵で 
す。 

換気の悪い場所（車庫など、周囲巧閉鎖 
ちれた場所）でエンジンを巧けたままに 
しないで<ださい。換気好不十分じなり、 
一酸化炭素中毒事®を起こす后険巧あり 
ます。 

排気管はときどき点検して<だちい。排 
気管の異常または排気音の異常などに気 
付いたときは、スバル販売店で点検を受 
けて<ださい。そのまま走行すると排気 
ガス巧'車巧に侵入するおそれ巧'あり危険 
です。 

車内に排気ガス巧侵入してきたと感じた 
己すく'に換気をし、車内 I こ新鮮な空気を 
入れて<ださい。また、ただちにスバル 
販売店で点検を受けて < ださい。 
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化話！ドライバーのみなさまへ 

走巧しているとまは 


走巧しているとまは 

走行しているときに知っておいていただきたいこと、お守りいただきた 
いことをまとめています。 


走行中はエンジンを止めない 
でください 

走行中 I こエンジンを止めると、下記のよ 
ラな現象巧起こるおそれけあります。 

• ブしーキの倍力装置なはた己巧な<な 
るため、ブしーキの効き巧悪<なり、 

事古かこつな巧るおそれびあり后険です。 
• 各警告なな作用しな < なります。 

• 八ンドル操作巧重 < なります。 

• 幽媒装置を損傷するおそれ巧あります。 


下り坂ではエンジンブレーキ 
を併用してください _ 

フットブしーキに頼ると、ブしーキ巧過 
熱し、ブしーキの効き巧悪<なり、后険 
です。長い下り巧などではシフトダウン 
して、エンジンブしーキを併用しましよ 
う。 

1速す'つシフトグウンして<ださい。急 
激なシフトダウンはタイわを□ックちせ、 
スリップなどの原因となり、事巧につな 
びるおそれ巧あり后險です。 

また、めれた路面や、積雪路、凍結路な 
どのスリップしやすい路面では、十分ま 
度を落としてシフトダウンして<ださし、。 


エンジンブレーキ 

エンジン ブ しー キとは、走行中アク tz ル 
ペグル巧己足を離したとき I こななるブし 
ーキ①ことです。化速ギわ I こなる I まどよ 
<効きます。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

走巧しているとまは 


雨、風の強い日には走行にま 
意してください 

雨や風の強い曰は、スピードを控え目に 
しましよラ。特 I こ橋や±手の上、トンネ 
ルの化□、山の切通しの部分など、横風 
の発生しやすい場所では、八ンドルをし 
つなりちち、つピードを落として走行し 
て < ださし、。 


冠水した道路を走行しないで 
ください 

冠水した道路を走巧すると、エンストす 
るだけでな<、電装品のショート、エン 
ジンの破損などの重大な車両巧障につな 
巧るおそれびあります。 

万一、水中に浸けってしまったときは、 
化ザス/りレ販売店で点検を受けて < だち 
し、。 


水たまりを走行したあとはブ 
レーキの効きを確認してくだ 
さぃ_ 

深い水たまりを走行したあとや洗車をし 
たあとは、ブしーキパッド巧しめり、効 
き巧悪<なること巧あります。ブしーキ 
ペグルを軽<踏み、ブしーキの効き具合 
巧正常なを確なめて < ださい。 

効き具合巧悪いときは前後の車 I こ十分を 
意し、ブしーキペダルを軽<踏みな好己 
低速でしば己<走行し、ブしーキのしめ 
りを乾なして < ださい。 



スタック（立ち往生）などし 
たときにはタイヤを高速で回 
おさせないでください 

タイわなバースト（破裂）したり、異常 
過熱 I こより思わめ事故につながるおそれ 
ヴあります。 


高速道路を走行するときにま 
意していただきたいこと 

•燃料、をな水、エンジンオイルの量、 
タイわの空気圧、摩耗状態などの点検 
は特 I こ念入りに行って < ださい。 

• 高速での急ブしーキは特に危険です。 
十分な車間距離を取って走行して < だ 
ちし、。 

• 法定速度を守って走行してくだちし、。 
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化話！ドライバーのみなさまへ 

走巧しているとまは 


正しいシート位置で走行して 
ください 

シートを倒した状態で人を乗せたまま走 
行しないで < ださい。 

また、リわシートの背当てを前倒しした 
が態で荷室に人を乗せての走行ちしない 
で<だちい。急ブしーキをなけたときな 
ど、巧な固をちれす'大を盾陵です。 

人を乗せて走行するときは化す'通常のシ 
ート位置で走行して < ださい。 

(シー1—> 36ぺージ） 


ブレーキペダルに足をのせた 
まま走行しないでください 

ブ しーキ 部品び早<摩耗したり、ブし一 
キ巧過熱し、タカき巧'悪くなるおそれなあ 
し J ます。 


後退するときは子供や障害物 
に気を付けてください 

J レームミラー、ドアミラーなどでは確 
認し I こ<い死角巧あります。安全確認を 
しなび5ゆつ<り後退して<ださい。 


窓から手や顔などを出さない 
でください 

窓巧5身を乗り出したり、手や顔を絶が 
じ化ちないで<ださい。思わめけ巧をす 
るおそれだあります。 



ハンドルの中からの操作をし 
ないでください 

走行中 I こはハンドルの中に手を入れて、 
スイツチなどの操作をしないで<ださい。 
ハンドル操作のちまたげになり、万一の 
ときに大変危險です。 


「急」の付く運転はしないで 
ください 

急激なハンドル操作、急発進、急加速、 
急ブしーキや急激なエンジンブしーキな 
ど「急」の付<運転はちけて<ださい。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

駐停まするときは 


駐停車ずるとまは 

駐停まするときに知っておいていただきたいこと、お守りいただきたい 
ことをまとめています。 


長時間駐まするときにま意し 
ていただきたいこと 

エンジンをむす止妨て駐車して < ださい。 
思わめ事®につな巧るおそれ巧あります。 


駐停まのときは駐車ブレーキ 
をかけてください 

駐車するときは、必す'駐車ブしーキをな 
け、 tz しクトしバーを回しンジ I こ入れま 
す。坂道で駐車するときは、ち5に輪止 
めとなる石などを置いて駐車すると安全 
です。 

停車な長 a < ときは、ブしーキペグルを 
踏んだままで駐車ブしーキを巧け、わし 
クトしバーを回しンジに入れます。 



燃えやすい物のそばにまを止 
めないでください 

排気管や排気ガスは高温 I こなり、可燃物 
(枯草•紙•木がなど）巧あると、义災 
じなるおそれ巧'あり盾険です。車のを方 
じ可燃物びあるときは、車両後端を 
30 cm じし h 離して止めて < ださい。 

陰間巧かないと排気ガス I こよつて変色や 
変形したり、义災 I こなるおそれなあり后 
険です。また、可燃物（枯草•紙-木な 
など）の上で走行したり、車を止めたり 
しないで < だちし、。 


まから離れるときにま意して 
いただきたいこと 

車な5離れるときは、エンジンを止め、 
駐車ブしーキを巧け、必すドアを施錠し 
て < ださし、。 

車巧'動き化したり、車両盜難、貴重品盜 
難のおそれ巧あります。 

また、害し幼児のみを車内 I こ残して車を離 
れないで<ださい。お天下での車内の温 
度は、想像 JiLhI こ高<なり危険です。 
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化話！ドライバーのみなさまへ 

駐停まするときは 


仮旧するときは必ずエンジン 
を止めてください 

エンジン巧ななったが態のままで仮眠す 
ると、無意識 Ctz しクトしバーを動けし 
たり、アク tz ルペグルを踏み込んだりし 
て、車の不意な発進やエンジン過熱じよ 
る义災など思わめ事®につな巧るおそれ 
巧あり盾陵です。 

また、排気管び損傷していた場合、風通 
しの良<ない巧や、風向きじよっては排 
気ガスの侵入により、一酸化炭素中毒事 
巧を起こすおそれ巧あります。 



高速道路で停まするときにま 
意していただきたいこと 

高速道路で、故障などのためやわを得す' 
停車するときは道路の端によせ、むす'停 
止表示板（停止表示む）を置いて<だち 
い。 

ち一のために停止表示板（停止表示む） 
は車に常備しましよラ。高速道路では停 
止表示板（停止表示む）の設置はま律で 
義務付け5れています。 


高ミ互になっている場所には触 
れないでください 

•荷物の積み降ろし時などに、手や足巧 
マフラー I こ目虫れないよラにして<だち 
し、。エンジン巧ななっているときやエ 
ンジン停止直後のマフラーは高温 I こな 
っているため、やけどをするおそれ巧 
あります。 

•タイわ交換時などに、ディスクホイ 
一 J レやブしーキ回りに触れないよラ I こ 
して<だちい。走行を①ディスクホ 
イールやブしーキ回りは局温になって 
いるため、やけどをするおそれ巧あり 
ます。 


まが雪でおおわれたときにま 
意していただきたいこと 

雪巧積ちった場巧や降雪時 I こ駐車すると 
きは、エンジンをなけたままにしないで 
<ださい。エンジンを巧けたが態で車の 
周りに雪な積ちると、排気ガスな車内に 
侵入して一酸化炭素中毒事故を起こすお 
それなあり危険です。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

巧をな燃な給油のために 


ままな燃お給油のために 

七ルフガソリンスタンドなどで、お客様自身で燃料給油する場合にミロ 
つておいていただきたいこと、お守りいただきたいこと、特にミ主意して 
いただきたいことをまとめています。 

よくお読みになり、ま全に給油を行ってください。 


必ず指定燃料をご使用くださ 
い_ 

必)す'、巧組しギュラー方ソリンを使用し 
て < だちし、。 

給ミ由時 I こ、指定ちれている燃料であるこ 
とを確認して < ださい。 

指定 L 乂外の燃料（粗悪なガソリン、アル 
コール系燃料、軽ミ由、むミ由など）を使用 
すると、エンジンの始動性び悪<なった 
り、タツキングや化力の低下など巧発生 
する場合巧あります。また、そのまま使 
用していると、エンジンや燃料系部品を 
損傷するおそれなあります。 



燃料給油時には、必ず下記の 
ことをお守りください 

燃料は引义しやすいため、やけどなど重 
大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 
化す'下記のことをおすり < ださい。 

• エツ ジンはむす止めて < ださし、。 

•車のドア、窓は閉めて<ださい。 
•タバコを D 及ラなど、义気を近付けない 
で < だちい。 
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化話！ドライバーのみなさまへ 

巧をな燃巧給油のために 


• フューエル キゎップを開ける前 I こ、 
むす'車ホまたは給ミ由機などの金属部分 
に晒れて、身ホの静電気除去を巧って 
<だ'ちい。 

身体に静電気を帯ぴていると、放電に 
よる义巧で引义するなどして、やけど 
のおそれ巧あり危険です。 

• 給油中 I こ再け車内のシートに触れたり、 
座ったり、また人や物 I こ融れると再帯 
電する場合けあります。このよラなと 
きは再び給ミ由機などの金属部分に晒れ 
て静電気除ちを巧って < ださい。 

• フューエルキゎップを開けるなどの 
給ミ由操作は、むす'静電気除去を巧った 
方お一人で巧って < ださい。 

• フューエルキゎ、ソプを開ける際は、 
むす'キゎ、ソプのツマミ部分を持ち、ゆ 
っ<りと開けて<ださい。気温巧高い 
ときなどは燃料タンク内の圧力巧高< 
なり、給油□な5燃料巧吹き返すおそ 
れ巧あります。 



• フューエルキゎッ プを少 'し ゆるめた 
ときに「シュー」といラ音巧する場合 
は、それ(上開けす'じ、その音巧'止ま 
るのを確認して巧5ゆつ<りと開けて 
<ださい。 


• 給ミ由中 I こ燃料巧こぽれた場合はただち 
に給ミ由を止ゆ、こぽれた燃料を巧など 
でみき取って < ださし、。 

• こぽれた燃料巧車の塗装面に付着した 
場合は化洗いをおすすめします。付着 
したままで放置すると、塗装面巧劣化 
するおそれ巧'あります。 

• 給ミ由 ni こほなの人を近付けないで < だ 
ちし、。 

•給油するときは、給油□に y ブルを確 
実 I こ挿入して<だちし、また、オート 
スト、ソプ作動後の継ぎ足し給ミ由は行わ 
ないで<ださい。給油□な己燃料巧吹 
きこぽれるおそれ巧あります。 

•給ミ由終3後、 フユーエル キゎップを 
閉める場合「カチ、ソ、カチッ'’’’」と 
音びするまでちじ回し、お実に閉まつ 
ていることを確認して<ださい。 



•指定品のフューエルキわ’ソプな外は 
使用しないで < ださい。 

•その他、ガソリンスタンド内 I こ掲示 
ちれているミち意事項を守って < ださい。 


燃料の気化ガスを吸わないよ 
うにしてください 

燃料には、人体に有富な発ガン性物質を 
含んでいる物もありますので、ごを意< 
だちい。 


20 


M401F- 0003609 M411F- 0001144- 







化読！ドライパーのみなさまへ 

SRS エアバッグについて 


SRS エアバッグについて 

SRS ェアバツグのぺージも併せてお読みください。 


シートベルトを着用してくだ 
さい_ 

SRS エアバッグの効果を発揮ちせるため、 
化す'シートベルトと併用して<ださい。 
いざといラとき効まを発揮しないばなり 
でな<、重大な事故 I こつなびるおそれ巧 
あります。 


修理、分解、取りかしをしな 
いでください 

修理、分解、取り外しなどをお客様自身 
で行わないで<ださい。修理の際は、最 
寄りのスバん販売店 I こご連絡<ださい。 


パッド部、インストルメント 
パネルにステッカーなどを貼 
らないでください 

パッド部、イン；; I トルベントパネルにつ 
テツカーを貼ったりカバーでおおラと、 
いざといラとき SRS エアバッグ巧正常 I こ 
作動しないおそれ巧あります。 



インストルメントパネルに物 
を置かないでください 

インストルベントパネルの上 I こ芳香剤な 
ど物を置いたり傘を立て巧けたりしない 
で<だちい。 SRS エアバッグ巧膨己んだ 
ときの衝撃で巧ばちれたり、 SRS エアバ 
ッブ巧正常に作動しないおそれなありま 
す。 



付きすぎたりしないで<ださい。おすち 
まをインストんベントパネルの前 I こ立た 
せたりしないで<だ'ちし、。 

また、インストルソントパネルにちたれ 
けな5ないで<ださい。 SRS エアバッグ 
な膨5んだときの衝撃で重大な傷喜を受 
けるおそれ巧あり危險です。 
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化話！ドライバーのみなさまへ 

SRS エアバッグについて 


訊 S サイドエアバッグ&訊 S 
力ーテンシールドエアバッ 
グ装着まについて _ 

SRS サイドエアバッグ & SRS 力ーテン 
シールドエアバッグ巧膨己んだときの衝 
撃で重大な傷害を受けるおそれ巧ありま 
すので、下記のことを守って<ださし、。 

• ドア近遇にちたれ巧な5ないで<だち 
い。 

• ドアやその周辺 I こカップホルグーな 
どを取り付けないで < ださい。 

•フ□ントシート側面の SRS サイドエ 
アバッグ展開部をおおラと SRS サイド 
エアバッグ巧正常に作動しないおそれ 
巧ありますので、フ□ントシートに 
SRS サイドエアバッグ専用のスバん純 
正のシートカバー L 乂外は取り付けな 
し、で< ださし、。 

( SRS サイドエアバッグ & SRS 力ーテン 
シールドエアバッグー62ぺージ) 


チャイルドシートは正しく取 
り付けてください 

助手席にチゎイルドシート（ベビーシ 
ート）を取り付けたり、チゎイルドシー 
卜を後ろ向きに取り付けないで<だちし、。 
SRS エアバッブ巧膨己んだときの衝撃で 
重大な傷害を受けるおそれびあります。 
取り付け巧否については、必す'チゎイル 
ドシートの適用ま件をごお認<だちい。 

( SRS エアバッグー56ぺージ） 
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化 読！ドライ パーの みなさまへ 

才ートマチックまについて 


才ート7チックまについて 

才ートマチック車の運おのべージも併せてお読みください。 


オートマチックまの特性や操 
作上でま意していただきたい 
こと _ 

ブートマチック車じは、い<つなの特性 
巧あります。思わめ事® I こつな巧るおそ 
れ巧ありますので、正し<理解し、操作 
する習慣を身に付けて < ださい。 


クリープ現象 

エンジン巧ななっているとき、 tz しクト 
しバー巧回、回しンジじ I 外の位置では、 
動力けつな巧ったが態になり、アク t ル 
を踏まな<てちゆっ<りと車巧動き化し 
ます。 

停車中は平坦路であってち車げ動なない 
ようじブしーキペダルをしっ灯りと踏み、 
必要 I こ応じて駐車ブしーキをなけてくだ 
さし、。 


キックダウン 

走行中にアク tz ルペグルを踏み込わと、 
自動的 I こ低速ギわじ切り會わり、エッジ’ 
ンの回転数好上なり、強<加速します。 
滑りやすい路面やカーブ走行中では、急 
激なアク t ルペグんの操作はちけて<だ 
さし、。 


エンジンをかける前にペダル 
の位置を確認してください 

ペダルの踏み間違えけないよラに、ち足 
でペダルの位置を確認し、化す‘ t しクト 
しパー巧回しンジ'の位置 I こなっているこ 
とを確認して < ださい。 


ブレーキ ペダルは右足で操作 
してください 

ブしーキペダルはアク t ルペグルと同 
じち足で操作する習慣を身 I こ付けて<だ 
ちし、。 
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化話！ドライバーのみなさまへ 

才ートマチックまについて 


スタート するときは ブレーキ 
ペダルを踏んだまま七レクト 
レバーを 操作してください 

tz しクトしバー巧どの位置 I こあるなをべ 
ーター内のインジ'クーターを必す'目で見 
て確認し、化す'ち足でブしーキペグルを 
しつなりと踏んだまま t しクトしバーを 
操作して<ださい。また、アク tz ルペグ' 
ルを踏んでの tz しクトしバー操作はしな 
いで < ださし、。 

(運転のしかた一142ベージ） 



走行中は七レクトレバーを回 
レンジの位置に入れないでく 
ださい 

走行中は t しクトしバーを回しンジじ入 
れると、エンジンブしーキ巧全<効ヴす' 
思わめ事®①原因となります。 

また、下り坂などではむす'シフトグウン 
をして、エンジンブしーキを使って<だ 
ちい。ブしーキペダルを踏み続けること 
はやめて < だ'ちし、。 


坂道などでま意していただき 
たいこと 

坂道などでは、 tz しクトしバーを◎•回 
しツジ'、または因しツジ’ I こ入れたまま惰 
性で後退したり、回しンジ' I こ入れたまま 
惰性で前進することは絶がにやめて < だ 
ちし、。 

エンストを起こし、ブしーキの効き巧悪 
<なったり、 A ンドル巧重<なるなど、 
思わめ事故や故障の原因となるおそれ巧 
あり危険です。 


駐車、停まするときは 

駐車するときは、化す' tz しクトしバーを 
回しンジ①位置にし、しつなりと駐車ブ 
しーキをなけて<だちい。停車中はわし 
クトしバーを画しンジ①位置にし、ち足 
でしつなりとブしーキぺブルを踏んで< 
だちい。 

また、車抒'完全 I こ停止するまで t しクト 
しバーを回しツジには入れないで<だち 
し、。 
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化 読！ドライ パーの みなさまへ 

おモさまを柔せるときは 


お子さまをおせるとまは 


ドアの開閉は、大人がま意し 
ながら操作してください 

ドアを閉めるときなど、特 I こおすちまの 
手や足を挟まないよぅ> ミち意しましよラ。 
開閉、施錠は大人巧行い、安全のために 
もチゎイルドプルーフを使用して<だち 
い。 

(ま体各部の開閉一74ベージ） 



お子ちまのいたす'己 I こよる車の発進、义 
ぶなど思わめ事®巧起こるおそれ巧あり 
后険です。また、お天下での車内の温度 
は想像15^上1こ高<なリ、危睽です。 

化す'おすちまと一緒 I こ車を離れて < だち 
し、。 



お子さまは大人と一緒に後部 
座席にお座りください 

助手席ではお子ちまの動作巧気じなり、 
運転のちまたげ I こなるだけでな<、お子 
ちま巧運転装置 I こ離れて思わめ事巧 I こつ 
な巧るおそれけあります。 

また、万一のとき、お子ちま巧インスト 
ルベントパネルに頭を周つけたり、放り 
止!ちれるおそれ巧あります。 



荷室は、シートの状態に巧なわ己す人巧 
乗る構造 I こなっていないため、絶巧 I こお 
すちまを乗せないで<ださい。急ブし一 
キ時などに、思わめ事巧 I こつなびるおそ 
れ巧あります。 

また、停車中であってもおすちまを荷室 
で遊ばせないで < ださい。 
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化話！ドライバーのみなさまへ 

おモさまを柔せるときは 


お子さまにもシートベルトを 
着用させてください _ 

•おすちまにちむすシートベルトを着 
用ちせて<ださい。急ブしーキ時など 
体巧固定ちれす'大変危険です。 

また、お子ちまをひざ I こ抱いて走行し 
ないで<ださい。ひざの上でおすちま 
を抱いていてち、衝突したときなど十 
分 I こをえること巧できす'、お子ちまな 
重大な傷害を受けるおそれ巧あり危険 
です。 

•シートベルトガ首やあご I こ当たる盾 
合や腰骨 I こなな5ないよラな小ちなお 
子ちまには、チゎイルドシートを使 
用して < ださい。 

通常のシートベルトでは衝突のとき 
首などじ強い圧迫を受け、け巧をする 
おそれ巧あり后険です。 

また、ひとり座りのできない小ちなお 
子ちまはチゎイルドシート（ベビー 
シート）を使用して<ださし、。 

•チゎイルドシートのご購入、ご使用 
に際しては最寄りのスバル販売店ごご 
相談 <だちい。 

選択の目安旧 0 FIX 対あ（テザータイプ） 


取り你ナ状態 

体重 

身長 

参考年齢 

後ろ向きの 

取り付け 

9 kg 未満 

70 cm 未満 

9か月拟下 

前向きの 

取り付け 

9〜18切 
ホ満 

70〜100 cm 
L ソ下 

9か月〜4ホ 


選択の目安旧 0 FIX 対応は外 



体重 

身長 

参考年齢 

チャイルド 
シート 
(ベビ-兼用) 

ベ 

ビ 

13 kg 未満 

85 cm 未満 

0かち 

S 

1ホ半頃まで 

チ 

ヤ 

イ 

ル 

ド' 

9〜 18 kg 
未満 

70〜100 cm 
未満 

9か月〜4才 

ジュニア 

シート 

15〜36均 

95〜150 cm 
心ソ下 

3〜12才 


•チわイルドシートを取り付けたとき 
は、確実 I こ取り付け5れていることを 
お認して<だちい。取り付け要領は、 
それぞれのシートに付属の取扱説 S 月書 
をよ < 読んで < ださし、。 

• おすちまを乗せていないときでちチわ 
イルドシートは、しつな U とシート 
に取り付ける巧、荷室へ収納して<だ 
ちし、。 

シートな己取り外した状態で室内 I こ放 
置すると、ブしーキをなけたときなど 
に乗員や物などじ当たるなどして思わ 
め事故につな巧るおそれなあります。 

•リわシートの左ち席には、 IS ぴ FIX が 
応 ISO FIX 固定バ ー& テヴーアンカー 
が応のチわイルド シートを取り付け 
ること巧できます。 

(ISO FIX 対応 ISO FIX 固定バ ー & 
テザーアンカ ー- >45 ぺージ） 


* ISOI ま International Organization 千 or 
Standardization (国際標準化機構）①略 
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化 読！ドライ パーの みなさまへ 

おモさまを柔せるときは 


シートベルトでお子さまを遊 
ばせないでください 

お子ちまをシートベルトで遊ばせないで 
<ださい。万ーシートベルトな首 I こ巻き 
付いた場合、窒息などの重大な傷喜を受 
けるおそれびあり后険です。 

誤ってそのよラな状態になってしまい、 
シートベルトのバックルも外せない場合 
は、はちみなどでシートベルトを切断し 
て< だちし、。 


チャイルドシートは正しく取 
り付けてください 

助手席にチゎイルドシート（ベビーシ 
ート）を取り付けたり、チゎイルドシー 
卜を後ろ向きに取り付けないで<だちし、。 
SRS エアバッブ巧膨己んだときの衝撃で 
重大な傷害を受けるおそれびあります。 
取り付け巧否については、化す'チゎイル 
ドシートの適用ま件をごお認<だちい。 
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化話！ドライバーのみなさまへ 

おモさまを柔せるときは 


パワーウインドウはお子さま 
に操作させないでください 

パフーウインドウは大変強い力で開閉し 
ますので、開閉するとき、手•腕-頭- 
首などを挟んだり巻き込んだりして、重 
大な傷富を受けるおそれ巧あり后陵です。 
□ツクスイ、ソチを " OFF " にすると、運 
転席ウインドウガラスじ I 外は開閉できな 
<なります。お子ちまを乗せているとき 
は、□ツクスイ、ソチを " OFF " にして< 
だちい。 



お子さまが窓から手や顔を出 
さないようにま意しましよう 

走行中 I こ限5す'、おすちま好窓な5手や 
顔を化ちないよラ I こを意しましよラ。思 
わめけけをするおそれ巧あります。 
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化 読！ドライ パーの みなさまへ 

おまを長持ちさせるには 


おまを長持ちさせるには 

点検整備を行いましょう I I 無鉛ガソリンのみ使用してく 

ださい 


車は日頃の管理び大切です。安全、快適 
I こご使用いただ<ため、化す'実施して< 
だちい。 

• 日常点お 
• 新車時点検 
• 定期点検 

• 定期交換部品の交換整備 
これ己の点検整備はま令で定め5れてい 
るちのと、スバル巧'巧奨するちのに基づ' 
し、ています。 

詳し<は別冊の「ベンテナンスタート」 
をご覧 < ださい。 


エンジン冷が水温がほい間 
は、エンジンに負担のかかる 
運転をさけてください 

• エンジン)ちな水温巧低い間は、急激な 
空ぶなし-急加ま-高ま走行をちけた 
運転でエンジンを暖機ちせて <ださい。 
暖機不足のが態で、急激な空ぶなし- 
急加ま•高速走行をすると、エンジン 
に悪い影響をあたえたり、融媒装置の 
損傷の原因になるおそれ巧あります。 

• 暖機は水温表示む巧消むすれば十分で 
す。 


化す、無鉛しギュラーガソリンを使用し 
て < ださし、。 

給ミ由時に、指定ちれている燃料であるこ 
とを確認して <ださい。 

指定(外の燃料（粗悪なガソリン、アル 
コール系燃料、軽ミ由、む油など）を使用 
すると、エンジンの始動性巧悪<なった 
り、タツキングや化力の低下など巧発生 
する眉合びあります。また、そのまま使 
用していると、エンジンや燃料系部品を 
損傷するおそれ巧あります。 
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化話！ドライバーのみなさまへ 

おまを長持ちさせるには 


まの改造や自己流の調整はし 
ないでください 

• 車の性能や機能 I こ適ちない部品を装着 
したり、自己流のエンジン調整や配線 
などを行わないで<ださい。正常な性 
能を発揮できな巧ったり、巧障や义災 
など思わめ事巧 I こつな巧るおそれ巧あ 
ります。 

• 国±交通皆に届け化をした部品た I 外の 
物を装着すると、違ま改造になること 
なあります。 

• ガラス面 I こ、着色フイルムやステッカ 
一などを貞占り付けないで<だちい。運 
転のちまたげになり盾險です。特じフ 
□ントガラスおよびフ□ントドア左 
ちのガラスへのおり付けはま令で禁止 
ちれています。 

• タイわを交換するときは、指定じ I 外の 
物を装着しないで<ださい。また、ホ 
イール、ホイール取り付けナットを交 
おするときは、この車専用じ I 外の物を 
装着しないで<ださい。性能や機能に 
支障をきたし、安全な走行ができな< 
なります。交換するときは、スパル販 
売店にごホ目談< だちい。 

• 巧線機やスバル指定部品 L 乂外の電装品 
などの取り付け、取り扱いちま巧適切 
でない場合、電子機器部品に悪影響を 
およぽしたり、巧障や义災など思わめ 
事古かこつな巧るおそれびあり后険です。 
ス/ \'ル販売店にごホ目談< だちい。 

• バッテリー端子 I こスバル指定部品し乂外 
の電装品や アース 線を直接つなげない 
で<ださい。バッテリーあ巧りや义災 
など思わめ事® I こつな巧るおそれなあ 
り危険です。 


• お客様自身での/\ンドルの取り外しは 
しないで<ださい。パンドルには SRS 
エアバッグ巧内蔵ちれているため、不 
適切に扱ラと誤作動につな巧り、重大 
な傷喜を受けるおそれ巧あり后おです。 


指定部品を使いましょう 

部品を交換する場合は「スバル指定部 
品」のご使用をおすすめします。 
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化 読！ドライ パーの みなさまへ 

こんなときは 


こんなとまは 

警告なが点灯、点滅したとき 

警告む類巧異常を知5だたとき、そのま 
ま走行すると后険な眉合なあります。安 
全な場所 I こ停車し、正しいの置を行って 
<ださい。 

(警告け一107ぺージ） 


才ーパーヒートしたとさ 

水温警告なな'点滅したときは、ブーバー 
ヒート巧'考え5れます。そのときボンネ 
、ソトな己嘉気び止!ている場合は、絶がに 
ボンネットを開けないで<ださい。 

また、あわてて)ち却化を入□を外ちない 
で<ださい。熱湯巧吹き化し、やけどを 
するおそれ好あります。 

(才ーバーヒートの処置一198ぺージ） 


エンストしたとき 

エンストしたときは落ち着いて操作して 
<ださい。 

ブしーキの倍力装置やパフーつテアリン 
ブ装置巧作動しな<なり、ブしーキの効 
き巧悪<なったり、ハンドん巧重<なっ 
たりします。この場合、制動力などけな 
<なったわけではありませんので、通常 
より力を入れて/\ンドルやブしーキを操 
作して < だちし、。 


パンクしたとき 

走行中にパンクやバースト（破裂）をし 
たときは、ハンドルをしっ巧り持って 
徐々 I こブしーキをなけてスピードを落と 
して<ださい。急ブしーキをなけるとハ 
ンドんを強 < 取5れ危険です。 

(タイヤ交換一192ベージ） 


巧下に強い衝撃を感じたとき 

車体の床下に強い衝撃を感じたときは、 
すく'に安全な場所に車を停車し、下回り 
を点検して < ださい。 

ブしーキ液や燃料の漏れ、損傷など巧見 
つなった場合はそのまま運転すると思わ 
め事®につな巧るおそれ巧あります。ス 
バル販売店で点おを受けて < ださい。 


いつもと違うとき _ 

化面にミ由や液の漏れたあと巧'残っている 
ときや、異臭、異音、振動などじ気付し、 
たときは、車に異常のおそれ巧あります。 
このよ〇なときは、スバル販売店で点検 
を受けて < ださし、。 
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化話！ドライバーのみなさまへ 

こんなときは 


車両の火災につながるおそれ 
があるため、下記の点にま意 
をしてください 

•車巧（特にインストルベントパネル 
の上など）に、ライターなどの発义物 
や炭酸飲料を置なないで<だちい。車 
内巧高温になり义災や爆発につなける 
おそれ巧'あり后おです。 

• ライターを車内（ブ□-ブボックス 
内など） I こ放置したままにしないで< 
だちい。荷物を押し込んだときや、シ 
ートを動なしたときに、ライターの操 
作部巧誤作動し、义災 I こなるおそれ巧 
あり后おです。 



•ウインドウガラス I こは吸盤を付けな 
し、で<ださい。また、インストルベン 
トパネルの上に芳香剤などの容器を 
置なないで<ださい。吸盤や容器巧し 
ンブのはた己きをして、义災じなるお 
それ巧あり后険です。 



• シルバーをなどの金属黒着フイルムを 
曲面ガラスにおった場合は、ドアやウ 
インドウ方'ラスを開けたまま放置し 
ないで<ださい。ドアやウインドウ 
ガラスを開けたまま放置すると、直射 
日光巧曲面ガラスの内側に反射し、し 
ンブのはた己きをして、义災じなるお 
それ巧'あり后おです。 
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化 読！ドライ パーの みなさまへ 

こんなときは 


こんな点にもま意をしてくだ 
さぃ_ 

• お天下での駐車は高温 I こなりますので、 
ベガ'ネなどを車内 I こ巧置したり、小物 
入れなど I こ入れたまま I こしないで<だ 
ちい。お天下では車内巧高温 I こなるた 
め、しンブやフしーム、耐熱性の低い 
物は、をお-ひび割れを起こすこと巧 
あります。 

• 車内のスイッチ I こ飲み物などをこぽし 
たり、雨水など巧なな5ないよラを意 
して<だちし、。インストルベントパ 
ネルやドアなど I こあるスイ、ソチにな巧 
ると、巧障の原因となったり、車両义 
災につな巧るおそれなあり后陵です。 
万一、スイッチ I こ飲み物、雨水など巧 
ななった場合は、すみや巧にスパル販 
売店にご相談 < ださい。 

•イン：: I トル:ントパネルの上 I こ物を 
置いたまま走行しないで<ださい。運 
転者の視界をちまたげたり、発進時や 
走行時 I こ動いて思わめ事巧につなびる 
おそれ巧あります。 

•運転をはハンブフリー L 乂外の自動車 
電話や携帯電話などを走行中 I こ使用し 
ないで<ださい。思わめ事® I こつなび 
るおそれ巧あります。 

•運おちは走巧中、テしビを見たり、力 
ーナビヴーシヨンを操作しないで< 
だちい。思わめ事巧につななるおそれ 
巧あります。 

• I 」わシートの調整およひ'収納が態な 
己元に戻したときは化す□ック巧なな 
ったことを確認して<だちい。□ック 
び巧なっていないが態での走行は思わ 
め事® I こつな巧るおそれ巧あります。 


• タイわは4輪とち指定サイブで、同一 
ヴイブ、同ーベーカー、同一銘柄およ 
ひ'同ートしッドパターン（溝模様） 
の物を装着して < ださい。 

• 摩耗差の著しいタイわは使用しないで 
<ださい。 


ま止めなどにま意をしてくだ 
さい_ 

下記のよラな場合には、スポイラ ー、 大 
型バンパーなどを損傷するおそれ巧あり 
ますので、十分にミち意して<ださし、。 

• 車止めのある場巧への駐車 
• 路肩に沿っての駐車 
• 路肩など段差のある場所への乗り降り 
• 凹凸やわだちのある道路の走行 
• <ぼみ（巧）①ある場所の通過 
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MEMO 
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まを装備 

まを運拓するラえで柔員のををを巧護するための 
装備について説巧しています。 



■ シ ー h 

正しい運転姿勢-36 

フ□ントシー!-37 

リわシ ー I -40 

ソフトフラットシート-43 

ISO 円 X 巧応 ISO FIX 固定バ ー & 

テザーアンカ-4已 

■ シートベルト 

正しい着巧-47 

3,な式 ELR シートベ J レ!-已〇 

プリテッシヨナ ー& 可変□-ド 

リミッター機構付シートベル!-已2 

シートベルトによる 
チわイんドシートの取り付け…- -53 
2点式シートベル!-55 


M 401 F- 0003609〜, 


■ SRS エアバッグ 

SRS エアバッグ-已日 

SRS サイドエアバッグ 8< SRS 力ーテン 

シールドエアバッグ-62 

SRS エアバッグ警告む-66 

SRS エアバッグコンピュータ-67 

■ ABS 

ABS ( EBD 付）-關 


: -0001144 〜 























まを装偏 

シー h 


シ—卜 


正しい運転姿勢 


ま全な運転操作を巧ラため、正しい運転 
姿勢が取れるよラじ、下記のことにを意 
してシートを調整して < ださし、。 

• ペグル類が十分に踏み込めること 
• 背当てな5背中を離すことな<、ハン 
ドル操作ができること 
•シートベルトが正し<着用できるこ 
と 

•ヘッドしスト中央の高ち巧 S ①後ち 
になること 



A 警告 _ 

• 走行中は運転席シートの調整を絶対に 
しないでください。シートが突が動 
き、運転を誤り思わめ事故につながる 
おそれがあります。 

• シートを必要な上に倒して走行しない 
でください。シートベルトの性能が 
発揮されません。正しい運転姿勢を取 
りましよラ。 

• 背当てと背中の間にクッションなどを 
入れないでください。正しい姿勢が取 
れないばかりか、衝突したときシート 
ベルトなどの拘束保護装置の効果が十 
分に発揮されず重大な傷害を受けるお 
それがあり危険です。 

(シートベルトー47ぺージ) 


A 注意 _ 

• シートを調整するときは同乗者や荷物 
に当てないように注意してください。 
同乗者がけがをしたり、荷物をこわし 
たりするおそれがあります。 

•シートの調奮は、指や手を挟まないよ 
うに十分にま意して巧ってください。 

•シートを調整しているときは、シート 
の下や動いている部分に手を近付けな 
いでください。おや手を挟みけがをす 
るおそれがあります。 
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□ントシート 


A 警告 _ 

SRS サイドエアバッグ & SRS 力ーテンシール 

ドエアバッグ 夏着 まの場合 
■フロントシートに専用のスバル指定 
用品 U 外を取り付けないでください。 
フロントシート側面の SRS サイドエ 
アバッグ展開部をおおうと SRS サイド 
エアバッグが正常に作動しないおそれ 
があります。 

また、 スバル純正 SRS サイドエアバッ 
グ専用シートカバー使用時には付属 
の取扱説明書をよく読んで正しく取り 
付けてください。 

•フロントシート表皮の張り替えやフ 
ロントシートの取り付け、取り外 
し、修理などを行わないでください。 
いざというときに作動しないおそれが 
あります。必ずスバル販売店にご相談 
ください。 


シートスライド調整 

▼ 調整を巧ラ前1こ 

A 警告 _ 

• スライド調整は必ず運転前に行い、調 
整後はシートを前後に軽くゆすり、シ 
-卜が確実に固定されたことを確認し 
てください。シートが固定されていな 
いとシートが動き思わめ事故につなが 
るおそれがあります。 


▼調整方ま 

シート下のスライドしパーを引き上げな 
巧ら、 前後 I こシートをスライドします。 



M401F- 0003609 M411F- 0001144- 


37 
















履難 


リクライニング調整 


ヘッドレストの調整 


▼ 調愛を巧ラ前 I こ 

A 警告 _ 

• リクライニング調整は必ず運お前に行 
い、調整後は背当てを軽くゆすり、背 
当てが確実に固定されたことを確認し 
てください。背当てが固定されていな 
いと走行中に背当てが動き思わぬ事故 
につながるおそれがあります。 


▼調隻方を 

リクライニングしバーを引き上げなな己 
背当ての角度を調整します。 



A ま意 _ 

• リクライニングレバーを引き上げる 
ときは背当てにあまリカをかけないで 
ください。背当てに強い力がかかって 
いると急に背当てが倒れ、けがをする 
おそれがあります。 


▼ 調整を巧ラ前1こ 

A 警告 _ 

•ヘッドレストを外した状態で走行し 
ないでください。衝突したときなどに 
重大な傷害を受けるおそれがあり危険 
です。走行前に必ず取り付け、ヘッド 
レスト中央が耳の後方になるように高 
さを調整してください。 

•ヘッドレストを前後逆に取り付けな 
いでください。いざというとき、効果 
を発揮しません。 


▼調整方ま 

そのまま持ち上げて調整します。 

下げるときは固定解除ボタンを押しな巧 
己「カチ’ソ」といラ音巧する位置で固定 
して < だちし、。 

取り外すときは固定解除ボタンを押しな 
ガ5引き抜きます。 



▼背当てを元に戻すときは 

A 注意 _ 

•背当てを元に戻すときは、背当てが急 
に戻るおそれがありますので、必ず背 
当てを手で押さえながら操作してくだ 
さし、。 
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運転席シートリフター 

シート全体の高さ調整を巧ラことげでき 
ます。 


▼ 操作を巧ラ前じ 

A 警告 _ 

• 調整は必ず運転前に行ってください。 
走行中に調整を行うと思わめ事故につ 
ながるおそれがあります。 


▼調隻ちを 

シートリフターしバーを引き上げるご 
とにシート全体び上昇し、巧し下げるご 
とじシート全体な下降します。 



大型アームレスト 

▼ 使巧方ま 

前に倒して使用します。 



堅アドバイス _ 

• 小物入れとして使用することもできま 
す。 

(センターアームレストポケット& 
大型ボックスー175ぺージ) 
• シートのリクライニング調整やスライ 
ド調整を行うと、アームレストも同 
時に動きます。 
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履難 


リヤシート 


A 注意 _ 

•荷室には人を乗せないでください。人 
が乗る構造になっていないため、急ブ 
レーキ時などに思わぬ事故につながる 
おそれがあります。 

•荷物はフロントシートの背当てより 
高く積まないでください。後方視界の 
さまたげになるだけでなく、急ブレー 
キ時などに前方に荷物が投げ出される 
おそれがあります。 


シートスライド調整 

▼調整を巧ラ前に 

A ま意 _ 

• スライド調整は必ず停ま中に行い、調 
整後はシートを前後に磨くゆすり、シ 
-卜が確実に固定されたことを確認し 
てください。シートが固定されていな 
いと走巧中にシートが動き思わめ事故 
につながるおそれがあります。 


▼調整方ま 

シート下のスライドしパーを引き上げな 
巧ら、 前後 I こシートをスライドします。 



fe アドバイス _ 

•シートをスライドさせるとき、左右両 
側のシートが一体で動きます。 
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リクライニング調整 

▼ 調髮を巧ラ前に 

A 注意 _ 

• リクライニング調整は必ず停車中に巧 
い、調整後は背当てを軽くゆすり、背 
当てが確実に固定されたことを確認し 
てください。背当てが固定されていな 
いと走行中に背当てが動き思わぬ事故 
につながるおそれがあります。 


▼背当てを元に戻すときは 

A ま意 _ 

• 背当てが急に戻るおそれがありますの 
で、必ず背当てを手で押さえながら操 
作してください。 



▼調隻方を 

リクライニングしバーを引きな巧5、背 
当ての角度を調整します。 




A ま意 _ 

• リクライニング調整するときは、背当 
てにあまり力をかけないでください。 
背当てに強い力がかかっていると急に 
背当てが倒れ、けがをするおそれがあ 
ります。 


fe アドバイス _ 

• 左右独立してリクライニング調整する 
ことができます。 
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履難 


ヘッドレストの巧り外し 

▼ 操作を巧ラ前じ 

A 警告 _ 

• リヤシートに人を乗せるときは、へ 
ッドレストを外したまま、または下 
げた状態のまま走行しないでくださ 
い。衝突したときなどに、首に大きな 
衝撃が加わり、重大な傷害を受けるお 
それがあり危険です。ヘッドレスト 
は必ず上げた状態で使用してくださ 
い。 

■ヘッドレストを前後逆に取り付けな 
いでください。いざというとき、効ま 
を発揮しません。 


▼ 操作ちま 

取り外すときは、固を解除ボタンを巧し 
な巧己引き抜きます。取り付けるときは、 
「カチッ」といラ音巧する位置で固定し 
て< だちし、。 



背当ての前倒し 

UP シートを操作することで、ラヴージ 
ルームを広<することヴできます。 

A 警告 _ 

• 走行中はシートの操作を行わないでく 
ださい。ブレーキをかけたときや衝突 
したときなどに、生命にかかわる重大 
な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す。 


A 注意 _ 

•シートを操作するとき、または元に戻 
すときは、手や足などを挟まないよう 
に注意してください。 

•背当てを前に倒すときは、背当てが急 
に倒れるおそれがあります。必ず背当 
てを手で押さえながら操作してくださ 
い。 

•倒した背当ての上、または荷室に人を 
乗せて走行しないでください。急ブレ 
ーキ時など体が固定されず危険です。 


fe アドバイス _ 

•背当てを倒すとき、または倒した背当 
てを元に戻すときシートペルトがシ 
ートにかみ込むことを防ぐために、必 
ず格納ホルダーにシートベルトをか 
けてから操作してください。 
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▼ 操作方ま 

/• 巧み込み防止のため\格納ホルダー 
じシートベルトをなけます。 



2. リクライニングしパ'一を引き上げな 
が5背当てを前に倒します。 



▼元じ戻すときは 

A 注意 _ 

• 背当てが確実に固定されたことを確認 
してください。背当てが固定されてい 
ないと、走行中に背当てが動き思わめ 
けがをするおそれがあります。 



フルフラットにするとき 


▼ 操作を巧ラ前 I こ 

A 警告 _ 

• 走行中はシートの操作を行わないでく 
ださい。 ブレーキを かけたときや衝突 
したときなどに、生命にかかわる重大 
な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す。 


A 注意 _ 

• フルフラットにした状態で人を乗せ 
たまま走行しないでください。急ブレ 
ーキ時など体が固定されず危険です。 

•フルフラットにした状態で、シート 
の上を動き回ったりしないでくださ 
い。 

•シートの上を移動するときは、足を踏 
み外すおそれがあり危険です。シート 
の中央を踏んでゆっくり移動してくだ 
さい。 

• フルフラット状態は安全な場所に車 
を止めて休息するときに使用してくだ 
さい。 
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履難 


▼ 操作方ま 

I リわシートのヘッドし:: I 卜を外し 
ます。 

2 . リわシートを後方いっぱいまでスラ 
イドさせます。 

5リわシートの背当てを倒します。 

4. フ□ントシートのへ、ソドしストを 
外します。 

5. フ□ントシートを前方いっぱいまで 
3ライドさせます。 

6. フ□ントシートの背当てをリわシ 
ートと面一 I こなるまで倒します。 



▼元に戻すときは 

逆の手順で操作してください。 
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にぴ FIX 対応 
に 0円 X 固定バ ー & 
テザーアンカー 


UP シート左ち席には、吃0 FIX 巧府 so 
円 X 固定バー&テザーアンカー巧応のチ 
ゎイルドシートを取り付けるための ISO 
円 X 巧応 ISO 円 X 固定パ ー& テザーアンカ 
一が装備ちれています。 

この ISO FIX 巧励 so 円 X 固定パ ー& テザー 
アンカーには、この車専巧の道路運送車 
両①保ま基準に適合するチゎイルドシー 
卜眼〇 FIX 巧応吃0円 X 固定バ ー& テザー 
アンカー対応のスバル純正チゎイルドシ 
-卜）のみ取り付けることガできます。 
詳し <はスバル目反売店にご相談 <ださい。 
fe アドバイス _ 

•シートベルトで固定するタイプのチ 
ャイルドシートの取り付け方法とは 
異なります。 

(シートベルトによるチャイルドシート 
の取り付け一53ページ） 


▼ 取り付け位置 

向定パー I 

シートクッシヨンと背当ての間 I こありま 
す。 




テザーアンカー 

リわシート後ろ側下部にあります。 

•前（上）側デッキボードを引き下げ 
ます。 



Interna 甘 onal Organiza 甘 on 千 or 
Standardization ( 国際標準化機構）の略 
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履難 


▼ 取り巧け方ま 

/. ISO 円 X 》が回 so FIX 固定バ ー& テヴー 
ァン カーの位置をお認 します。 

之適合するチゎイルドシートの取り付 
け金具を ISO FIX が脑 SO FIX 固定バー 
&テヴーァンカーじ連結して取り付 
けます。（取り付け方まは、商品 I こ 
付属の取扱説巧書をよ<読んで<だ 
ちい。） 

3 . 取り付けたチゎイルドシートを軽< 
ゆすり、確実 I こ取り付け5れている 
ことを確認します。 

A 警告 _ 

•取り付け、取り外し要領は、チャイル 
ドシートに付属の取扱説明書をよく 
読んで、確実に取り付けてください。 

•チャイルドシートを取り付けるとき 
は 、 ISO FIX 対応に0 FIX 固定バ ー& テザ 
-ァンカー周辺に異物がないこと、 
シートベルトなどのかみ込みがない 
ことを確認してください。 

異物やシートベルトなどをかみ込む 
とチャイルドシートが固定されず、 
衝突したときなどに重大な傷害を受け 
るおそれがあり危険です。 


A 警告 _ 

•チャイルドシートを取り付けるとき 
は、リヤシートのヘッドレストを上 
げてから、テザーアンカーに固定し 
てくださし、。 

ヘッドレストを下げたままだと、チ 
ヤイルドシートがヘッドレストと干 
徒したり、テザーベルトがヘッドレ 
ストに当たってたるみ、衝突したとき 
などにチャイルドシートが動いて重 
大な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す。 



•チャイルドシートを取り外したまま 
室内に放置すると、ブレーキをかけた 
ときなどに人や物に当たるなどして、 
思わめ事故につながるおそれがあり危 
険です。 


fe アドバイス _ 

•チャイルドシートを長時間使用しな 
い場合は、荷室に収納するか、車両か 
ら外して保管してください。シートに 
取り付けたままにしておくと、シート 
が変色したり、型くずれするおそれが 
あります。 
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をを装偏に 

シートベルト^ 


シートベルト 


正しい着用 


運起者は車を運転する前に、下記のこと 
にミち意してシートベルトを着巧し、化す' 
同乗者じち着用ちだて<ださい。シート 
ベルトは正し < 着用しないと効果が半ミ咸 
したり、后険な場合ガあります。 

シートベルトの使用方ミ去を十分に巧おし、 
正しい取り扱いなたを身にがけて<だち 
し、。 



• シートを調整し、上がを起こし深<腰 
なけて座ること 

•シートベルトにねじれガないこと 
•シートベルトガ肩に十分なかってい 
ること、また化す腰骨のできるだけ低 
い位置じ密着ちせること 


A 警告 _ 

•シートベルトの着用は腹部をさけ、 
必ず腰骨の位置にしてください。衝突 
したときなどに腹部に強い圧迫を受 
け、シートベルトによりけがをする 
おそれがあります。 

•シートベルトの肩にかかる部分を脇 
の下に通して着用しないでください。 
シートベルトが肩に十分かかってい 
ないと衝突したときなどに体が前方に 
投げ出されるおそれがあります。 

•シートベルトの経路をさまたげる荷 
物の積みかたはしないでください。衝 
突したときなどに効まが十分発揮され 
ません。 


正常な経路 異常 


• リヤシートベルトの格納ホルダーは 
背当てを前に倒したときにシートべ 
ルトを固定するための物です。シート 
ベルト着用時には格納ホルダーから外 
して使用してください。 
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に 7) をを装偏 

^シートペルト 


A 警告 _ 

• 1人で座ることのできない乳幼児の場 
合はスバル純正のチャイルドシート 
(ベビーシート）（別売）を使用し 
てください。大人がシートベルトを 
してから抱くことは絶対にしないでく 
ださい。衝突時などインストルメント 
パネルやフロントシートの背当てと 
の間に押しつぶされるおそれがありま 
す。 

•お子さまもシートベルトを着用させ 
てください。ただし、シートベルト 
が首やあごに当たる場合や腰骨にかか 
らないような体の小さなお子さまの場 
合は、衝突したときなど強い圧迫を受 
け、シートベルトによりけがをする 
おそれがあります。 

スバル純正のチャイルドシート（別 
売）を使用してください。 

•妊娠中の方もシートベルトを着用し 
てください。ただし、万一のとき腹部 
などに強い圧迫を受けるおそれがあり 
ますので、シートベルトの着用につ 
いては、医師に相談のうえ、ま意事項 
を確認してください。 

•腰ベルトは、必ず腰骨のできるだけ化 
い位置、お腹の膨らみの下に密着させ 
て着用してください。腰ベルトが腰骨 
からずれていると、衝突したときなど 
に腹部に強い圧迫を受け、けがをする 
おそれがあります。 

•肩ベルトは、お腹の膨らみをさけと、ず 
胸部に着用してください。肩ベルトを 
腹部にかけていると衝突したときなど 
に、腹部に強い圧迫を受け、けがをす 
るおそれがあります。 


A 警告 _ 

• シートベルトは1人用です。2人 J；Lh 
で1本のシートベルトを使用しない 
でください。衝突時にシートベルト 
が正常に動かず、けがをするおそれが 
あります。 



• シートの背当てを必要 JU 上に倒して走 
行しないでください。衝突時に体がシ 
-トベルトの下にもぐり、ベルトが 
腰骨にかからず腹部にかかることにな 
り、シートベルトによりけがをする 
おそれがあります。 

• ハンドルやメーターに必要に I 上に近付 
いて運転しないでください。衝突した 
ときなどシートベルトの効まが発揮 
されません。 

•シートベルト使用時、洗濯ばさみや 
クリップなどでたるみをつけないでく 
ださい。衝突時など効まを発揮しなく 
なります。 
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をを装偏に 

シートベルト^ 


A 警告 _ 

• シートベルトが巧れた場合は中性洗 
剤を使用してください。ベンジンなど 
の有機;容剤を使用すると、シートベ 
ルトの性能が落ち、十分な効まを発揮 
できません。同様にシートベルトの 
脱色や染色もやめてください。 

■シートベルトを着用した状態で万一 
事故にあった場合は、スバル販売店で 
シートベル!式を交換してくださ 
い。シートベルト自体が損傷してい 
る場合があり、性能を十分発揮できな 
いおそれがあります。 

•常にシートベルトにほつれや、擦り 
切れなどの異常がないかを点検してく 
ださい。異常がある状態で使用をする 
と衝突時に正常にはたらかず、性能を 
十分発揮できないおそれがありますの 
で、スバル販売店で交換してくださ 
い。 

• バックルや巻き取り装置の内部に異物 
などを入れないようにしてください。 
また、シートベルトの改造や取り付 
け、取り外しをしないでください。衝 
突時に十分な効まを発揮できないおそ 
れがあります。 
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に巧まを装偏 

^シートペルト 


3点式 ELR シー 


リヤシート中央席なか 


長ち調整の I 必要はありまだん。通常は体 
①動きに合わせて伸縮します巧、緊急時 
には□ックし、がを固定します。 


▼着用するとき 

/. 正しい運転姿勢け取れる位置じシー 
卜を調整します。 

2. プしートをつなんでゆつ< り引き出 
し、ベルト巧村じれていないことを 
確認したのち、バックルの中 I こプし 
ートを「カチツ」と音巧するまで差 
し込みます。 



A 警告 _ 

• 3 点式 ELR シートベルトは、脇の下に 
通して着用しないでください。ベルト 
が十分肩にかかっていないと十分な効 
まを発揮しません。 


A ま意 _ 

•プレートを差し込むとき、プレートで 
バックルを巧 i 里にこじらないでくださ 
い。 


fe アドバイス _ 

• ベルトがロックし引き出せない場合 
は、ベルトをゆるめてからゆっくり引 
き出してください。それでも引き出せ 
ない場合は、一度ベルトを強く引いて 
からベルトをゆるめ、もう一度ゆっく 
り引き出してください。 

•運転席-巧手席シートベルトは、シ 
-トベルトを着用していない状態 
(警告口が点滅状態）で、約 20 km/h 
LU 上で走行すると、ブザーが約2分間 
鳴ります。 

(シートベルト警告な 
一110ぺージ ） 


3 . 腰部ベルトは化す腰骨のできるだけ 
低い位置にななるよラにし、肩部べ 
ルトを引いて腰部 I こ密着ちせます。 



▼ かすとき 

バックルのポタンを巧します。ベルトは 
自動的に収納ちれますので、〇じれや引 
つ ななりなどなないなをお認します。 



50 


M401F- 0003609 M411F- 0001144~ 











をを装偏に 

シートベルト^ 


アジヤスタブ V レシート 
ベルトアンカー 

シートベルトが肩に十分なかるよラに、 
シートベルトの高ちを調整することがで 
きます。シートベルトが首に当たったり、 
肩か己かれて腕にななってしまラときに 
使用します。 


▼シートベルトを下げるとき 
/. y ブの側面をつまみな巧己引き、 □ 
ックを解除します。 

之シートベルトを「カチ'ソ」といラ音 
巧する位置まで下げます。 



▼シートベルトを上げるとき 
そのまま持上げます。 



fe アドバイス _ 

•4 段階に調奮できますので、最適な位 
置で固定してください。 
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に巧まを装偏 

^シートペルト 


プリテンシヨナ ー& 

可変□-ドリミッター機構付 
シートベルト 


フロントシート 

A 警告 _ 

•プリテンシヨナー及可変口ードリミッ 
ター機構付シートベルトは絶巧に取 
り外さないでください。また、分解、 
改造もしないでください。 

• 下記のような場合は必ずスバル販売店 
にご相談ください。お客様自身で行う 
と、プリテンシヨナー機構が思いがけ 
なく作動するおそれがあるほか、故障 
や思わめ事故につながるおそれがあり 
ます。 

•車両前部を修理するとき 
.無線機を取り付けるとき 
• 廃車にするとき 


可変□-ドリミッター機構 

前方な5の強い衝撃を受けた場合、シー 
トベルトじある一定①荷重がかなつ 
たときに作動し、それじ I 上荷重がなな5 
ないよラにする機構で、乗員の胸に加わ 
る力を減かさだます。 

A ま意 _ 

•可変口ードリミッター機構付シート 
ベルトは一度作動すると巧使用できま 
せん。最寄りのスバル販売店で交換し 
てください。 


プリテンシヨナー機構 

前ちな5①強い衝撃を受けるとプリテン 
シヨナー機構が作動し、シートベルトを 
瞬時に引き込み、上体をシートにしっ巧 
りと固定してシートベルトや SRS エアバ 
ツグの効果をいっそラ高めます。 

A ま意 _ 

•プリテンシヨナー機構付シートベル 
卜は一度作動するとち使用できませ 
ん。最寄りのスバル販売店で交換して 
ください。 


fe アドバイス _ 

• プリテンシヨナー機構はシートベル 
卜を着用していなくても前方からの強 
い衝撃を受けると作動します。 
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をを装偏に 

シートベルト^ 


シートベルトによる 
チャイルドシートの取り付け 


▼チわイルドシートを取り付ける前に 

A 警告 


M401F- 0003609 M411F- 0001144~ 53 么 


•満6歳未満のお子さまは、お子さま専 
用シート（チャイルドシート）の着 
用が法律で義務付けられています。 


•チャイルドシートは様々なタイプの 
物があります。取り付け要領はタイプ 
により異なりますので、必ず十分に確 
認したうえで取り付けを行ってくださ 
い。万一のとき効果を発揮しないおそ 
れがあります。 

•お子さまをシートベルトで遊ばせな 
いでくださし 、。乃ーシートベルトが 
首に巻き付いた場合、窒息などの重大 
な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す。 

誤ってそのような状態になってしま 
い、シートベルトのバックルも外せ 
ない場合は、はさみなどでシートべ 
J レトを切断してください。 


A ま意 _ 

• 標準装備のシートベルトは大人用で 
す。肩ベルトに首がかかるような小さ 
なお子さまにはシートベルトの着用 
はさけ、スバル純正のお子さま専用シ 
-卜の使用をおすすめします。取り付 
けはお子さま専用シートに付属の取}及 
説明書をよく読んで、確実に取り付け 
てください。 

•シートベルトに損傷をあたえないよ 
う、取り付けにあたっては十分;主意し 
てください。 


fe アドバイス 









に巧まを装偏 

^シートペルト 


▼チ ゎイ ルド シー ト’の取りがけなち 
/. チゎイルドシートを I 」わシートに 
置きます。 

2. プしートをつなんでゆつ< り引き出 
し、ベルト巧ねじれていないことを 
確認してなら、チわイルドシートの 
中に通します。 



5バックルの中 I こプしートを「カチ 
、ソ」と音巧するまで差し込みます。 

A ま意 _ 

•プレートを差し込むとき、プレートで 
バックルを無理にこじらないでくださ 
い。 


4 . チゎイルドシートにシートベルト 
の固定装置抒'付いていない焉含は、 
□、ソキンブク IJ 、 ソプを使用して固定 
します。 



fe アドバイス 


• ロッキングクリップの取り付けは、 
お子さまま用シートに付属の取扱説明 
書をよく読んで、確実に取り付けてく 
ださい。 

また、ロッキングクリップの購入に 
ついては、スバル販売店にご相談くだ 
さい。 


5. チゎイルドシートを軽<ゆすり、確 
実じ固定ちれていることを確認して 
<ださい。 

A 注意 _ 

•チャイルドシートを固定したあと、 
シートベルトでチャイルドシートが 
ロックされていることを必ず確認して 
ください。万一のとき効果を発揮しな 
いおそれがあります。 


'イラストは説明のための物であり、実際のチ 
ゎイルドシートの形がとは異なります。 
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をを装偏に 

シートベルト^ 


2点式シートベルト 


リヤシート中央席 
▼ 着用するとき 

/. プしートとベルトを直角にして、ベ 
ルトの長さを調整します。 



2 . ベルトなむじれていないことを確認 
したのち、バックルの中にプしート 
を「カチ、ソ」と音びするまで差し込 
た^ます。 



3. ベルトは必す'腰骨のできるだけ低い 
位置に巧巧るよラ I こし、ベルトを引 
いて腰部に密着ちせます。 



▼ かすとき 

バックルのボタンを押します。 



•シートベルトを使用していないとき 
は、プしートをバックルに差し込んで 
おいて < ださし、。 


A 注意 _ 

•プレートを差し込むとき、プレートで 
バックルを無理にこじらないでくださ 
い。 
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jgl 巧を装偏 

^ SRS エアバッグ 


SRS エアバッグ 



SRS エアバッグは、車両前ちな己の強い 
衝撃により、 tz ンサーが一定 JjLt の衝撃 
(重大な危害がおよぶよラな強い衝擊） 
を感知すると瞬時に膨5みます。 


運転席 SRS エアバッグ 

シートベルトで体を拘束するはた5きと 
併せて、運起者の頭や胸への衝撃をやわ 
5げる装置です。 



助手席 SRS エアバッグ 

シートベルトで体を拘束するはた5きと 
併せて、助ま席同乗者の頭や陶への衝撃 
をやわ5げる装置です。 



A 警告 _ 

•シートベルトは必ず着用してくださ 
い。 SRS エアバッグはシートベルトと 
併用して効まが出る装置でシートべ 
ルトの代わりではありません。 

•シートベルトを正しく着用してくだ 
さい。シートベルトを着用していな 
いと、急ブレーキなどで放り出される 
と同時に SRS エアバッダが膨らんだ場 
合、強い衝擊を受け危険です。 

(正しい着用一47ぺージ) 

• シートを正しい位置に調整してくださ 
い。シートを正しい位置に調整しない 
と、 SRS エアバッグの効まを発揮させ 
ることができず、衝突したときなど重 
大な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す。 

• 正しい姿勢でシートに座ってくださ 
い。正しい姿勢で座らないと SRS エア 
バッグの効まを発揮させることができ 
ません。また、運転席 SRS エアバッグ 
はハンドルに近付きすぎると、 SRS エ 
アバッグが膨らんだときに重大な傷害 
を受けるおそれがあります。 

•ハンドル、インストルメントパネル 
は、絶対に取り外したり、分解しない 
でください。また、強い衝撃もあたえ 
ないでください。いざというときに作 
動しないおそれがあります。 


Supplemental Restraint System (ヴノリインタ 
ルしストしイツトシステム）の略で、乗員 
保護巧助装置の意味です。 

巧 M 401 F - 0003609 M 411 F - 0001144~ 





















まを装偏 ca 

SRS エアバッグ的 


A 警告 _ 

• SRS エアバッグは、絶対に改造や分解 
をしないでください。 

• SRS エアバッグが膨らんだあとに、そ 
の構成部品に触れないでください。非 
常に熱くなっているのでやけどをする 
おそれがあります。 

• 助手席 SRS エアバッグについては必ず 
下記のミ主意事項をお守りください。 

•シートの前端に座ったり、インストル 
メントパネルにもたれかかったりし 
ないでください。また、お子さまをイ 
ンストルメントパネルの前に立たせ 
たり、ひざの上に抱いたりしないでく 
ださい。 

助手席 SRS エアバッグは瞬時にま室内 
に大きく膨らみますので、 SRS エアバ 
ッグが膨らんだときの強い衝撃で重大 
な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す。 



A 警告 _ 

•お子さまはリヤシートに座らせて、 
必ずシートベルトを着用させてくだ 
さい。 

•シートベルトを正しく着用できない 
小さなお子さまは、チャイルドシー 
卜をリヤシートに装着して使用して 
ください。 

•助)手席にチャイルドシート（ベビー 
シート）を取り付けたり、チャイルド 
シートを後ろ向きに取り付けないでく 
ださい。チャイルドシートの背面 
が、 SRS エアバッグに近すぎるため、 
SRS エアバッグが膨らんだときの強い 
衝撃で重大な傷害を受けるおそれがあ 
り危険です。 


が 
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jgl 巧を装偏 

^ SRS エアバッグ 


A 警告 _ 

•チャイルドシートの取り付け可否に 
ついては、必ずチャイルドシートの 
適用条件をご確認ください。 

• SRS エアバッグの展開部にステッカー 
を貼ったり、 カバーを付けないでくだ 
さい。いざというときにパッド部が開 
かず SRS エアバッグが作動しないおそ 
れがあります。 

•インストルメントパネルの上にジュ 
-スや物を置かないでください 。 SRS 
エアバッグが膨らむときの衝撃でけが 
をするおそれがあります。 



•ステアリングパッド、インストルメ 
ントパネルの上など SRS エアバッグ展 
開部は、強くたたくなど過度の力を加 
えないでください。 

SRS エア バッダが正常に作動しなくな 
るなどして、重大な傷害を受けるおそ 
れがあり危険です。 


A 警告 _ 

• SRS エアバッグの効力を十分に発揮さ 
せるため、下記の事項を必ず守ってく 
ださい。 

• サスペンションを改造しないでくださ 
い。車高が変わったり、サスペンショ 
ンの硬さが変わると SRS エアバッグの 
誤作動につながるおそれがあります。 

•ま両前部にグリルガードなどを装着 
する場合は、最寄りのスバル販売店に 
ご相談ください。 

•無線機の電波などは、 SRS エアバッグ 
を作動させるコンピューターにお影響 
をあたえるおそれがありますので、巧 
線機などを取り付けるときは、スバル 
販売店にご相談ください。 

• SRS エアバッグはが常に速いま度で膨 
らむため、 SRS エアバッグとの接触に 
よりすり傷、やけど、巧撲などを受け 
ることがあります。 
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まを装偏 ca 

SRS エアバッグ的 


A ま意 _ 

• SRS エアバッグが作動すると作動音と 
ともに白い煙のようなガスが発生しま 
すが、火災ではありません。このガス 
を吸うと、喘息などの呼吸器系を患っ 
た経緯のある方は、呼吸がちしくなる 
ことがあります。 

この場合は、乗員がま外に出ても安全 
であることを確認して、車外に出てく 
ださい。なお、車かに出ることができ 
ない場合は、窓やドアを開けて新鮮な 
空気を入れてください。 

また、 SRS エアバッグ作動時の残留物 
(カスなど）が目や皮膚に付着したと 
きは、できるだけ早く水で洗い流して 
ください。巧膚のおい方は、まれに巧 
膚を刺激する場合があります。 

• 衝突時などに助手席 SRS エアバッグが 
膨らむことによって、車両のフロント 
ウインドゥガラスが破損することが 
あります。 

• SRS エアバッグは一度作動すると再使 
用できません。必ずスバル販売店で交 
換してください。 


A ま意 _ 

• 下記のような場合は必ずスバル販売店 
にご相談ください。 

お客様自身で行うと、 SRS エアバッグ 
が思いがけなく作動し、故障や思わぬ 
事故につながるおそれがあります。 

• ハンドルを取り外すとき 
• ま両前部を修 S するとき 
• 車や SRS エアバッグを廃童するときは 
必ずスバル販売店にご相談ください。 
SRS エアバッグが思いがけず作動し、 
けがをするおそれがあります。 

• SRS エア バッグが収納されているパッ 
卜部に傷が付いていたり、ひび割れが 
あるときは、そのまま使用せずスバル 
販売店で交換してください。衝突した 
ときなどに SRS エア バッグが正常に作 
動せず、けがをするおそれがありま 
す。 


fe アドバイス _ 

SRS サイドエアバッグ &SRS 力ーテンシール 

ドエアバッグ装着まの場合 
• SRS エアバッグと SRS サイドエアバッ 
グ &SRS 力ーテンシールドエアバッ 
グは、作動判定時における衝撃の方向 
が異なるため、下記のような作動をす 
ることがあります。 

• SRS エアバッグのみ作動 

• SRS サイドエアバッグ &SRS 力ーテン 
シールドエアバッグのみ作動 

•SRS 力ーテンシールドエアバッグの 
み作動 
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jgl 巧を装偏 

^ SRS エアバッグ 


作動する場合 

SRS エアバッグは車両前ちな5フ〇ット 
バンバーに強い衝擊を受けたとき作動し 
ます。また、同時 I こプリテンシヨナー機 
構ち作動します。 

走巧中 I こお面などな5車両下部に強い衝 
撃を受けたときは、まれに SRS エアバッ 
ブが作動すること巧あります。 

• 高まで縁石などに衝突したとき 


縁石など 



• 深い巧や溝に落ち込んだとき 

深い巧や溝 



作動しない場合 

下記のよラに前ちか己の衝撃が弱い場合 
や、衝擊ヴ車体によ U 十分吸収ちれた場 
合など、車両の損傷ヴ大き<てち作動し 
ないことがあります。 

• コンク1」ートの壁 I こ約 25 km / hL ツ下の 
ま度で正面衝突したとき 



• 電柱などポール状の物 I こ正面衝巧した 
とぎ 



• ジ'わンプして地面に衝奕したとき 





み 


• 前方約301ツ上の角度でコンクリート 
の壁やガードしールなどじ衝突した 
とぎ 
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• SRS エアバッブ警告む点む時 



•大型トラックのを部荷台下にちく'り込 
んだとき 



下記のよラなときち作動しないことガあ 
リタカ果を発揮しまだん。 

• 側面や後方巧己衝撃を受けたとき 


まを装偏 CTI 

SRS エアバッグ的 

• 車両巧横転、転覆したとき 



下記のよラなときは、 SRS エアバッグが 
作動しません。 

•エッジン スイ、ソチな " LOCK " 、 
" ACC " の位置のときに衝奕したとき 
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jgl 巧を装偏 

^ SRS エアバッグ 


SRS * サイド I アバ ツグ & 

SRS 力ーテンシールドエアバッグ 


オプション/グレード別装備 
SRS サイドエアバッグ & SRS 力ーテッシ 
ールドエアパッグは、車両側ちな5の強 
い衝擊じより、 t ンサーヴー定上の衝 
撃（重大な危害がおよぶよラな強い衝 
撃）を感知すると瞬時に膨5みます。 


SRS サイドエアバッグ 

シートベルトで体を}旬まするはた5きと 
併せて、運転者や助ま席同乗者の胸部や 
上がへの衝擊をやわ己げる装置です。 


SRS 力ーテンシールドエアバッグ 

シートベルトで巧を拘束するはた5きと 
併せて、運転者-助ず席同乗者 • リわシ 
ート左ち席同乗者のおちに頭部への衝撃 
をやわ5げる装置です。 




Supplemental Restraint System (ヴゾリ ンタ 
ルし：:^卜しイントシ：テム）①略で、乗員 
保護補助装置の意巧です。 
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まを装偏 ca 

SRS エアバッグ的 


A 警告 _ 

•シートベルトは必ず着用してくださ 
い。 SRS サイドエアバッグ & SRS 々一 
テンシールドエアバッグはシート 
ベルトと併用して効まが出る装置でシ 
-トベルトの代わりではありませ 
ん。 

•シートベルトを正しく着用してくだ 
さい。シートベルトを着用していな 
いと、急ブレーキなどでがり出される 
と同時に SRS サイドエアバッグ &SRS 
力ーテンシールドエアバッグが膨ら 
んだ場合、強い衝撃を受け危険です。 

(正しい着用一47ぺージ) 

• シートを正しい位置に調整してくださ 
い。シートを正しい位置に調整しない 
と、 SRS サイドエアバッグ & SRS 々一 
テンシールドエアバッグの効まを発 
揮させることができず、衝突したとき 
など重大な傷害を受けるおそれがあり 
危険です。 

• 正しい姿勢でシートに座ってくださ 
い。正しい姿勢で座らないと SRS サイ 
ドエアバッグ & SRS 力ーテンシール 
ドエアバッグの効まを発揮させるこ 
とができません。また、ドア近辺にも 
たれかからないでください。 SRS サイ 
ドエアバッグ & SRS 力ーテンシール 
ドエアバッグが膨らんだときに重大 
な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す。 



A 警告 _ 

• SRS サイドエアバッグ & SRS 力ーテン 
シールドエアバッグは、絶対に改造 
や分解をしないでください。 

• SRS サイドエアバッグ & SRS 力ーテン 
シールドエアバッグが膨らんだあと 
に、その構成部品に触れないでくださ 
い。非常に熱くなっているのでやけど 
をするおそれがあります。 

•お子さまはリヤシートに座らせて、 
必ずシートベルトを着用させてくだ 
さい。 

•シートベルトを正しく着用できない 
小さなお子さまは、チャイルドシー 
卜をリヤシートに装着して使用して 
ください。 

• SRS サイドエアバッグ & SRS 力ーテン 
シールドエアバッグの展開部にステ 
ッカーを貼ったり、カパーを付けない 
でください。いざというときにパッド 
部が開かず SRS サイドエアバッグ 
& SRS 力ーテンシールドエアバッグ 
が作動しないおそれがあります。 

•フロントシート表皮の張り替えをし 
たり、フロントシート、フロント- 
センタ—. リヤピラ—、ル—フサイ 
ド部を取り外したり、分解しないでく 
ださい。また、強い衝撃もあたえない 
でください。いざというときに作動し 
ないおそれがあります。必ず、スバル 
販売店にご相談ください。 
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jgl 巧を装偏 

^ SRS エアバッグ 


A 警告 _ 

•フロントシートに SRS サイドエアバ 
ッグ専用のスバル純正シート カパー 
JU 外は取り付けないでください。フロ 
ントシート側面の SRS サイドエアバ 
ッグ展開部をおおうと、 SRS サイドエ 
アバッグが正常に作動しないおそれが 
あります。 

• ドアやその周辺に専用のスバル指定用 
品な外を取り付けないでください。 
SRS サイドエアバッグ &SRS 力ーテン 
シールドエアバッグが膨らんだとき 
に飛ばされたり、 SRS サイドエアバッ 
グ &SRS 力ーテンシールドエアパッ 
グが正常に作動せず重大な傷害を受け 
るおそれがあります。 



リヤドアガラス、フロント•センタ 
-•リヤピラー、ルーフサイド部） 
にアクセサリー、 ハンズ フリーマイ 
クなどを付けないでください。 SRS 力 
-テンシールドエアバッグが膨らん 
だときに飛ばされたり、 SRS 力ーテン 
シールドエアバッグが正常に作動せ 
ず重大な傷害を受けるおそれがありま 
す。 


A 警告 _ 

•フロントシート側部、フロント•セ 
ン タ—.リヤピラ—、 ル—フサイド 
部など SRS サイドエアバッグ &SRS 力 
-テンシールドエアバッグ展開部 
は、強くたたくなど過度の力を加えな 
いでください。 

SRS サイドエアバッグ &SRS 力ーテン 
シールドエアバッグが正常に作動し 
なくなるなどして、重大な傷害を受け 
るおそれがありを険です。 

• SRS サイドエアバッグ &SRS 力ーテン 
シールドエアバッグの効力を十分に 
発揮させるため、下記の事項を必ずず 
ってください。 

• サスペンションを改造しないでくださ 
い。車高が変わったり、サスペンショ 
ンの硬さが変わると SRS サイド エア 
バッグ &SRS カーテンシールド エア 
バッダの誤作動につながるおそれがあ 
ります。 

• 無線機の電波などは、 SRS サイドエア 
バッグ &SRS 力ーテンシールドエア 
バッダを作動させる コン ピューターに 
悪影響をあたえるおそれがありますの 
で、巧線機などを取り付けるときは、 
スバル販売店にご相談ください。 

• SRS サイドエアバッグ &SRS 力ーテン 
シールドエアバッグは非常に速いま 
度で膨らむため、 SRS サイドエアパッ 
グ &SRS 力ーテンシールドエアバッ 
グとの接触によりすり傷、やけど、巧 
撲などを受けることがあります。 
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まを装偏 ca 

SRS エアバッグ的 


A ま意 _ 

• SRS サイドエアバッグ & SRS 力ーテン 
シールドエアバッグが作動すると作 
動音とともに白い煙のようなガスが発 
生しますが、火災ではありません。こ 
のガスを吸うと、喘息などの呼吸器系 
を患った経緯のある方は、呼吸がまし 
くなることがあります。 

この場合は、乗員がま外に出ても安全 
であることを確認して、車外に出てく 
ださい。なお、車かに出ることができ 
ない場合は、窓やドアを開けて新鮮な 
空気を入れてください。 

また、 SRS サイドエアバッグ & SRS 力 
-テンシールドエアバッグ作動時の 
残留物（カスなど）が目や皮膚に付着 
したときは、できるだけ早く水で洗い 
流してください。巧膚の弱い方は、ま 
れに皮膚を刺激する場合があります。 

• SRS サイドエアバッグ & SRS 力ーテン 
シールドエアバッグは一度作動する 
と再使用できません。必ずスバル販売 
店で交換してください。 

• 下記のような場合は必ずスバル販売店 
にご相談ください。 

お客様自身で行うと、 SRS サイドエア 
バッグ & SRS 力ーテンシールドエア 
バッグが思いがけなく作動し、故障や 
思わぬ事故につながるおそれがありま 
す。 

•シート、フロント•センター•リヤ 
ピラー、ルーフサイド部を取り外す 
とぎ 

• 車両側部を修理するとき 


A ま意 _ 

• 車や SRS サイドエアバッグ & SRS 々一 
テンシールドエアバッグを廃童する 
ときは必ずスバル販売店にご相談くだ 
さい。 SRS サイドエアバッグ & SRS 力 
-テンシールドエアバッグが思いが 
けず作動し、けがをするおそれがあり 
ます。 

• SRS 力ーテンシールドエアバッグが 
収納されているフロントシート、フ 
ロント.センタ—.リヤピラー、ル 
-フサイド部に傷が付いていたり、 
ひび割れがあるときは、そのまま使用 
せずスバル販売店で交換してくださ 
い。衝突したときなどに SRS 力ーテン 
シールドエアバッグが正常に作動せ 
ず、けがをするおそれがあります。 


fe アドバイス _ 

• SRS エアバッグと SRS サイドエアバッ 
グ & SRS 力ーテンシールドエアバッ 
グは、作動判定時における衝撃の方向 
が異なるため、下記のような作動をす 
ることがあります。 

• SRS エアバッグのみ作動 

• SRS サイドエアバッグ & SRS 力ーテン 
シールドエアバッグのみ作動 

• SRS 力ーテンシールドエアバッグの 
み作動 
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jgl 巧を装偏 

^ SRS エアバッグ 


作動する場合 

SRS サイドエアバッグ & SRS 力ーテッシ 
ールドエアパツグは車両側ちか己強い衝 
撃を受けたとき作動します。 


作動しない場合 

下記のよラな衝擊ガ弱いときには、作動 
しないことがあります。 

• 側面 I こ斜めち向な己、あるいは客室部 
(外の側面に衝突ちれたとき 



SRS エアバッグ警告な 


ベーター内に警告ちれます。 

が 

• エッジンスイッチを " ON " ①位置に 
すると点むし、数秒後に消むします。 
•エンジンスイッチガ " ON " の位置で、 
下記のシステムに異常がおると点なし 
ます。 


▼ 異常巧あると点なするシステム 

• SRS エアパッブ 

( SRS エアバッグー56ぺージ） 

• SRS サイドエアバッグ & SRS 力ーテン 
シールドエアバッグ（オプシヨッ） 
( SRS サイドエアバッグ & SRS 力ーテン 

シールドエアバッグー62ぺージ） 

• プリテンシヨナー機宿 
(プリテンシヨナー機構一52ぺージ） 

A ま意 _ 

点けした場合 

• 車両にできるだけショックをあたえず 
に走行し、ただちにスバル販売店で点 
検を受けてください。 
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まを装偏 ca 

SRS エアバッグ的 


SRS エアバッグ 
コンピューター 


SRS エアバッグを制御する装置です。 



A ま意 _ 

• SRS エアバッグコンピューターは、絶 
巧に取り外したり、分解しないでくだ 
さい。 

SRS エアバッグ、 SRS サイドエアバッ 
グ & SRS 力ーテンシールドエアバッ 
グ（オプション）が誤って展開した 
り、いざというときに作動しないおそ 
れがあります。 

• SRS エアバッグコンピューターには、 
水、ジュースなどをかけないようにを 
意してください。 

• SRS エアバッグコンピューターおよび 
その近くを強くたたいたり、織ったり 
しないでください。 

• SRS エアバッグが一度作動すると再使 
用できません。スバル販売店で交換し 
てください。 


SRS サイドエアバッグ & SRS 力ーテン 
シールドエアバッグ七ンサー 

オプション/グレード別装備 
SRS サイドエアバッグ & SRS 力ーテンシ 
-ルドエアバッグ t ッサーはフロント 
シ—卜.リわ シート左ち両側 I こ取り巧け 
5れています。 
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jgl 巧を装偏 

^ SRS エアバッグ 


A ま意 _ 

• SRS サイドエアバッグ & SRS 力ーテン 
シールドエアバッグセンサーは、絶 
巧に取り外したり、分解しないでくだ 
さい。 

SRS サイドエアバッグ & SRS 力ーテン 
シールドエアバッグが誤って展開し 
たり、いざというときに作動しないお 
それがあります。 

• SRS サイドエアバッグ & SRS 力ーテン 
シールドエアバッグセンサーおよび 
その近くを強くたたいたり、槪つたり 
しないでください。 
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をを装 偏に 
ABS 的 


ABS 


ABS * ( EBD 付) 


急制動時や滑りやすい路面における制動 
時には、車輪が□ックして方向安定性と 
操航能力が低下することが’あ U ます。 
ABS は、このよラな状況下に発生する車 
輸□ックを防止して操胳能力を確保しよ 
ラとする装置です。 

また緊急制動時など、ブしーキペダルが 
強<踏めすブしーキ性能を十分に発揮で 
きない場合に、運転者のペダル踏力を増 
加さだて、制動力を確保する下記の装置 
を備えています。 

• ベカニカル2段アシスト機能付 
ブ しー キ 

▼ 距 D 

曰 ec か onic Brake force Distribution [電ゴ 
制動力配分制御）の略で、車両の走行状 
態や積載状態に応じて最適な制動力配分 
をなラ機能です。積載時のブしーキの効 
きを確保することヴできます。 


A ま意 _ 

• ABS を過信しないでください。 ABS が 
作動した状態でも車両の方向を定性や 
操お性の確保には限界があり、思わぬ 
事故につながるおそれがあります。 

• 下記の場合などには ABS の付いていな 
い車両に比べ、制動距離が長くなるこ 
とがあり、事故につながるおそれがあ 
ります。速度を控えて十分に車間距離 
を取ってください。 

•砂利道、新雪路を走行しているとき 
•タイヤチェーンを装着しているとき 
• 道路の継ぎ目などの段差を乗り越える 
とさ 

• 凹凸道などの悪路を走行しているとき 
• タイヤ空気圧が適正空気圧より高いと 
きに荒れた路面を走行したとき 


* ABS は、 Anti-lock Brake System (アンチ□'ソ 
クブしーキシステム）の略です。 
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履 li 鞭 


fe アドバイス _ 

• ほま（約 lOkm / hJU 下）では、 ABS は 
作動せず、普通のブレーキと同じ作動 
になります。 

•エンジンスイッチを " ON " の位置に 
すると、メーター内の ABS 警告口が点 
なし、数抄後に消‘なします。 

• エンジン始動後に ABS 警告‘なが数秒間 
点なしても、その後、消'なすれば異常 
ではありません。ただし、同じ現象が 
再度発生した場合は、スバル販売店で 
点検を受けてください。 

• エンジン始動時や始動後の発進直後に 
エンジン ルー ムから モーターなどの 
音が聞こえることがあります。これ 
は、システムの作動をチェックしてい 
るときの音で、異常ではありません。 

• 走行中に ABS 警告灯が点灯した場合、 
通常のブレーキとしての性能は確保さ 
れていますが （ ABS としての作動はし 
ません）、スバル販売店で点検を受け 
てください。 

• ABS の作動中および作動後は、ブレー 
キ ペダルが奥に入り込むことがあり 
ます。また、 ABS が正常に作動してい 
るときは、ブレーキペダルを踏むと 
ペダルがこきざみに動き「カタカタ」 

と作動音がすることがありますが、シ 
ステムの異常ではありません。 

•雨の日にマンホールのふた、橋の継ぎ 
目などの滑りやすい場所でブレーキを 
踏むと ABS が作動しやすくなります。 

•急ブレーキ時は、ブレーキペダルを 
強く踏み続けてください。ブレーキを 
ゆるめると ABS が効まを発揮できませ 
ん。 


fe アドバイス _ 

• 急ブレーキ時にポンピンク' ブレーキ# 
はしないでください。ポンピングブ 
レーキをすると制動距離が長くなりま 
す。 


プしーキペダルを数回に分けてこきざみじ 
踏むブしーキのけけ巧た 
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MEMO 瞧 
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MEMO 
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車を運起ずる前に 

まを運おする前に化要なさ SB の開閉、調壁、点巧 
について説巧しています。 


■ 車体各部の開閉 

キ-74 

キーしスアク tz ス-7已 

ドマの開閉-82 

チわイ J レドプ J レーフ-84 

集中ドア□ツク-84 

キー巧き忘れ警告ブヴ-8已 

リわヴ ー I -8已 

ボンタツ I -88 

フユーエルリツド-90 

パフー ウインドゥ-92 

■ 車体各部の調整 

防目玄ルーム ミラ -96 

電動格納式ドア ミう -96 

チルトステアリンブ-97 
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まを運起する巧に 

ま化さ SB の開閉 


ま化さ部の開巧 


キ— 


キーはエツジンの始動や停止のほなに、 
ドアの施結、解錠など車を操作するため 
にな<てはな5ない物です。大切に管理 
して <だちし、。 



A 注意 _ 

• メカニカルキーは、必ずアク七スキ 
一に格納しておいてください。アクセ 
スキーは電池の消'耗などにより、突 
が使用できなくなることがあります。 


fe アドバイス _ 

• キーはアクセスキー（メカニカルキ 
一内蔵）とメインキーを用意してお 
ります。メインキーは、大切に保管 
しておいてください。 

•キーを紛失されたときは、再登録が必 
要となります。スバル販売店にご連絡 
いただければ、指定キーを作ることが 
できます。 

なお、メインキーと、アクセスキー 
はそれぞれ最大4枚（合わせて8枚） 
まで設定することができます。 

キーナンパーについて 
• お客様 iU 外にキーナンバーがわから 
ないように、キーではなくプレートに 
キーナンバーを巧刻してあります。 



• キーナンバープレートを車両 LU 外の 
場所に大切に保管してください。 

万一、キーを紛失したときに、キー 
ナンバーをスバル販売店にご連絡いた 
だければ、指定キーを作ることができ 
ます。 

耐空機に乗るときは 

•航空機にアクセスキーを持ち込む場 
合は、航空機内で " LOCK " 、 
" UNLOCK " のボタンを押さないでく 
ださい。また、かばんなどに保管する 
場合でも、簡単にボタンが押されない 
ように保管してください。ボタンが押 
されると電破が発信され、航空機の運 
巧に支障をおよぼすおそれがありま 
す。 
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車を運拓する巧に巨石 

ま巧さ SB の開閉 ra 


キーレスアク七ス 


アンテナか己発する電波をアクわスキー 

ガ感知することによって、下記の操作を 

巧ラことができます。 

•運転席ドア/\ンドルのスイッチを巧 
すことで、ドア①施錠-解錠ができま 
す。 

• キーの差し込み操作なしでエンジンの 
始動、停止巧できます。 

(エンジンスイツチー127ぺージ) 

• イ亡ビライザー機能（車両盗難防止機 
自目）を備えています。 

(イ t ビライザー機能一132ページ) 

fe アドバイス _ 

•アクセスキーは必ず運転者が所持 
し、管理してください。エンジン回転 
中は通信を停止するため、特にキーを 
紛失しやすくなります。また、メイン 
キーは大切に保管しておいてくださ 
い。 

• アクセスキー-メインキーを紛失し 
た場合は、再登録が必要になります。 
スバル販売店にご相談ください。 

• アクセスキーの電池寿命は、使用状 
況によりますが、約1〜3年程度で 
す。（全く使巧していなくても電池は 
消'耗します） 


fe アドバイス _ 

• アク七スキ ー■ メインキーには精密 
な電子部品が組み込まれています。故 
障の原因になりますので、下記のこと 
を守り、取り扱いにはま意してくださ 
い。 

•アクセスキーをズボンなどの後ろポ 
ケットに入れないでください。 

• 直射日光や高ミ品下にち女置しないでくだ 
さい。 

• 強い衝撃や圧力を加えないでくださ 
い。 

• 水にめらさないでください。 

• 分解しないでください。 

• 超音波洗;争機などにかけないでくださ 
い。 

• 磁気を帯びたキーホルダーなどを付 
けないでください。 

• 下記のような強い電波を発するおそれ 
のある機器の近くに、アクセスキー 
を置かないでください。アク七スキ 
一が常時通信が態になり、電ホが著し 
く;’肖耗します。 

■テレビ 
-才ーディォ 
-パソコン 

■携帯電話、コードレス電話 
-電気スタンド 

-低周波;台療器などの医療巧電気機器 
• メイン キー と、アクセス キーは それ 
ぞれ最大4枚（合わせて8枚）まで設 
定することができます。ご購入方法、 

ご使用方法についてはスバル販売店に 
ご相談ください。 
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まを運起する巧に 

ま化さ SB の開閉 


アンテナ 

A 警告 _ 

植込み型ム臓ぺースメーカー.および植这み 

型除細動器を使用されている方へ 

• ま室外アンテナ-ま室内アンテナから 
約22 cmJU 内に近づかないようにして 
ください。電波により、植込み型ん臓 
ぺースメーカー、および植込み型除 
細動器の作動に影響をあたえるおそれ 
があります。 

• ま室外アンテナ-ま室内アンテナから 
約 22 cmJU 内に近づかなければ、電波 
による影響を受けるおそれはありませ 
んが、不要な電波の発信を避けるた 
め、アク七スキーは、おず運転者が 
所持したまま乗ましてください。 

また、電ミせの消'耗などにより、アク七 
スキーで操作できないときは、アク 
セスキーを所持していない状態と同 
じですので、を意してください。 

(アクセスキーで操作できない場合 
一80ぺージ ） 

•植込み型,こ、臓 ぺースメーカー、 およ 
び植込み型除細動器 JU 外の医療用電気 
機器を使用されている方は、電波によ 
る影響について、医療用電気機器製造 
業者などに事前に確認してください。 
電波により、医療用電気機器の作動に 
影響をあたえるおそれがあります。 


fe アドバイス _ 

•アクセスキーを所持していない状態 
では、車室外アンテナは常に電波を発 
しています。 

•アクセスキーを所持していないが態 
で、ドアを開閉すると、ま室外アンテ 
ナ.ま室内アンテナから電波が発され 
ます。この場合、エンジンスイッチ 
にメインキーを差し込むと、電ミ巧の 
発信が停止されます。 

• アンテナから発する電なを停止（キー 
レス アクセスを停止）させることも 
できます。詳しくは、最寄りのスバル 
販売店にご相談ください。 

• アンテナから発する電なを停止させた 
とき、エンジンの始動■停止は、キー 
の差し込み操作なしで行うことができ 
なくなります。（電波式リモコンド 
アロックによるドアの施錠-解錠は 
行えます） 
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車を運拓する巧に巨石 

ま巧ち SB の開閉剧 


▼ 車室かアンテナ 

運転席ドアハンドルに内蔵ちれています。 



▼ 車室内アンテナ 

運転席シートクッシヨン内部と左側リわ 
シート足元フ□ア下部にあります。 



アク七スキーの使いかた 

アク tz スキーは下記のよラな場合、ドア 
の施結-解綻やエンジンの始動ができな 
いなど、正常に作動しないことザありま 
す。 

• 近 < に TV 塔や発電巧、放送局、電化揭 
示板など強い電波を発ちする設備があ 
るとぎ 

• お線機や携帯電話などの無線通信機器 
や他車①アク t スキーと一緒に携行 
したとき 

• 本体好を属製の物と接しているとき 
•アク t スキー①電ミ也ガ消耗している 
とぎ 

このよラな場合、アク t つキーに内蔵さ 
れているべカニカルキーを使用してドア 
の施綻-解錠やエンジンの始動を巧って 
<ださい。 

(アク t スキーで操作できない場合 
一80ぺージ） 

A 注意 _ 

• メカニカルキーは、必ずアクセスキ 
一に格納しておいてください。アクセ 
スキーは電池のミ肖耗などにより、突 
巧使用できなくなることがあります。 
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™ ま巧さ SB の開閉 


fe アドバイス _ 

• アクセスキーは、人体に影響しない 
程度の微弱な電波を使用しています。 

■車両のお状により、キーレスアク七 
ス操作-電波式リモコンドアロック 
が作動しにくい場所があります。 

•エンジンスイッチが" ACC " 、 
" ON " の位置のとき、またはいずれか 
のドアが開いている場合は、キーレス 
アクセス操作-電波式リモコンドア 
ロックは作動しません。 

•エンジンスイッチのキー挿入口にメ 
カニカルキ ー 、またはメインキーが 
差し込まれているときは、キーレス 
アクセス操作-電波式リモコンドア 
ロックは作動しません。 

• キーレスアクセス操作-電波式リモ 
コンドアロックにより、ドアロッ 
クが解錠されたあと、ドアの開閉を行 
わなかった場合は約30秒後、自動的 
にすベてのドアが施錠されます。（自 
動ロック機能） 

電あの消’耗について 

• ボタンを巧しても作動しない場合や、 
著しく作動可能距離が短くなった場 
合、またはインジケーターが点滅しな 
くなった場合は、電ミ也のミ肖耗が考えら 
れます。 

(キーの電ミ也交換一217ページ） 


〇キーレスアクセス操作 

アク tZ スキーを所持して作動範囲内に入 
り、運転席ドアハンドルのスイ、ソチを押 
すごとに、すべてのドアの施錠•解錠巧 
繰り返ちれます。 



▼ 作動範旧 

運転席ドア A ンドルか己固旧約70 cmU 
内です。 


アンテナ 



運転席ドア A ンドル占、5 
周囲約 70 cmli (内 
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車を運拓する巧に巨石 

ま巧ち SB の開閉 ra 


堅アドバイス _ 

•周囲の状況により、作動範囲は変化す 
ることがあります。 

•ドアガラスやドアハンドルに近付き 
すぎた場合などは、施錠-解錠されな 
いことがあります。 

•スイッチを早押しした場合、施錠-解 
錠されないことがあります。 

•施錠•解錠するときは、運転席ドア 
ハンドルのスイツチを確実に押して施 
錠-解錠されたことを確認してくださ 
い。 

•アクセスキーが作動範囲内にあれ 
ば、アク七スキーを所持している人 
iU かでも運転席ドアハンドルのスイ 
ッチで施錠-解錠を行うことができま 
す。 

• アクセスキーが作動範囲内にあって 
も、アク七スキーが地面の近くや高 
い場所にあるときは、正常に作動しな 
い場合があります。 

• アクセスキーの持ちかたにより、作 
動しにくい場合があります。 


M 401 F - 0003609〜, 


〇電波式リモコンドアロック 

ドア巧施錠ちれたが態で、アク tz スキー 
の "UNLOCK" ボタンを押すと、インジ' 
クーターび 1 回 点滅し、すべてのドアは 
解錠ちれます。 

"LOCK" ボタンを押すとインジ’クーター 
け1回点滅し、すべてのドアは施錠ちれ 
ます。 



▼ 作動範旧 

車両中/じ、な5周旧約 3 ml ^ l 内です。 
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まを運起する巧に 

ま巧ち SB の開閉 


〇 作動完了の確認方法 
非常点滅むと室内照明により、キーしス 
アク t ス操作-電波すリモコンドア □ 
ックの作動完3を確認することができま 
す。 

▼確認方を 

ドアの施錠•解錠と連動して、非常点滅 
むと室内照明りレームランプはスイッチ 
巧 DOOR 位置のとき）巧下表の通り作動 
します。（アンサーパック） 


これじより、キーしスアク t ス操作•電 
波式 I 」亡コンドア□ック①作動完3を 
確認して <ださい。 


作動 

部位 

アンサーバック 

LOCK 時 

非常点減灯 

1回点減 

室内照明 

減光し、その撒肖灯 

UNLOCK 時 

非常点減灯 

2回点減 

室内照明 

約15秒間点灯 


アク 七スキーで 
操作できない場合 

電池の消耗などじより、アク t つキーで 
操作（ドアの施綻•解錠やエンジン①始 
動）できない場合、アク tz スキーに内蔵 
ちれているべカニカルキーを使用して< 
だちい。 

A 警告 _ 

•電池の消'耗などにより、アクセスキ 
一で操作できない場合でも、アンテナ 
は常に電波を発信していますので、植 
込み型,じ、臓ペースメーカー、および 
植込み型除細動器を使用されている方 
は、車室外アンテナ•車室内アンテナ 
から約22 cmJU 内に近づかないように 
してください。 

(アンテナ^ 76ぺージ） 


A 注意 _ 

• メカニカルキーを使用したあとは、 
必ずアクセスキーに格納してくださ 
し、。アクセスキーは電池の消'耗など 
により、突が使用できなくなることが 
あります。 
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〇メカニカルキーの取り出しかた 
ソカニカルキーはアク t つキーに巧蔵 
ちれています。 

▼取 U 出しなた 

アク tz スキーのタブを矢印の方向にスラ 
イドさせたまま、アク tz スキーな5、ベ 
カニカルキーを引き抜きます。 



〇メカニカルキーの格納のしかた 

▼ 巧納方を 

/. アク tz スキーのタブをち印の方向に 
スライドさせたまま、イカニカルキ 
一を下图のよラに差し込みます。 



2. タブを房して□ツクします。 


〇メカニカルキーによる 
ドアの施錠-解錠 

▼ 操作方ま 

キーを確実に差し込んでな5回します。 
キーを車両前側 I こ回すと施錠ちれ、後ろ 
側 I こ回すと解錠ちれます。 
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まを運起する巧に 

ま化さ SB の開閉 


メイン キー 

アク t スキーを紛失、または破損したと 
きなど、ベカニカルキーち使巧できない 
場合は、付属のベインキーを使用して< 
だちい。 



〇メインキーによるドアの施錠、 

解錠 

▼ 操作ちミ去 

キーを確実に差し込んでな己回します。 
キーを車両前側じ回すと跑錠ちれ、後ろ 
側じ回すと解錠ちれます。 



ドアの開閉 


▼ 操作を巧ラ前じ 

A 警告 _ 

• ドアの開閉は確実に巧ってください。 
ドアが確実に閉まっていないと、走行 
中にドアが開き、思わめ事故につなが 
ったり、運転者や同乗者、または荷物 
が車から投げ出されるおそれがありま 
す。 

• 走行中は絶巧にドアを開けないでくだ 
さい。思わめ事故につながるおそれが 
あります。 

• ドアを開けるときは、周囲の安全を十 
分確認してください。いきなり開ける 
と後続車にぶつかるおそれがあり危険 
です。風が強いときは特にミ主意してド 
アを開けてください。 

•車から離れるときは、法的にも義務付 
けられていますので、必ずエンジンを 
止め施錠してください。無人で車が動 
き出したり、車両盗難のおそれがあり 
ます。 

• お子さまに各ドアの開閉をさせたり、 
いたずらをさせないでください。思わ 
ぬ事故の原因となるおそれがありま 
す。 

• ドアを閉めるとき指などを挟まないよ 
うに注意してください。 


fe アドバイス _ 

• ドアを施錠している場合でも、まを離 
れるときは貴重品などはまの中に置い 
たままにしないでください。 
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まかからの施錠、解錠 


キーを確実に差し込んでな己回します。 
キーを車両前側じ回すと跑錠ちれ、後ろ 
側じ回すと解錠ちれます。 



堅アドバイス _ 

• ドアのキー挿入口は助手席側には設定 
していません。 


ま内からの施錠、解錠 

□ツクしバーを押し込むと施錠できます。 
□ツクしバーを手前に引<と解錠できイ 
ンナーハンドルを引<とドアび開きます。 



ま外からキーを使わない施錠 
fe アドバイス _ 

• キーを車内に置き忘れないようにして 
ください。不ミ主意によリキーをま内に 
閉じ込めてしまう場合があります。 

• キーを使用せずにドアを施錠するとき 
にキーを手に持っていることを確認し 
てからドアを閉める習慣を身に付けれ 
ば、ま内にキーを巧じ込めてしまうこ 
とを防止できます。 

•アクセスキー使用時は、この方まで 
の施錠はできません。 


〇フロントドア 

▼ 操作方ま 

□ツクしバーを巧し込み、ドア A ンド 
ルを引いたままドアを閉めて施錠します。 



〇リヤドア 

▼ 操作方ま 

□ツクしバーを押し込み、ドアを閉めて 
胞錠します。 
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まを運おする巧に 

ま巧ち SB の開閉 


チャイルドプルーフ 


お子ちまのを全のため、チわイルドプル 
-フを左ちリわドア後部に設けています。 
▼ 操作方を 

しバーを"施錠"側 I こしてお<と車内の 
ドア/\ンドんを引いてちドアを開なな< 
すること巧できます。ドアを開けるとき 
は、車外のドアハンドルで操作します。 




運転席ドアの□ツクしバーを操作すると、 
連動して助ま席ドア•左ちリわドア•リ 
わブート巧施結、解錠ちれます。 



A ま意 _ 

• お子さまを後部座席に乗せるときは必 
ずチャイルドプルーフを使用してく 
ださい。 
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キー 抜き忘れ警告 ブザー 


エンジンスイツチにキーガ差し込まれて 
いるとき " LOCK " または " ACC " の位置 
でいす'れなのドアを開けるヒブザー（断 
続音）好鳴り、キーの巧き忘れを警告し 
ます。 


リヤゲート 


▼ 操作を巧ラ前じ 

A 注意 _ 

•リヤゲートを開けたときは、ドアが 
確実に開いていることを確認してくだ 
さい。不十分な開けかたではリヤゲ 
ートが不意に閉まるおそれがありま 
す。特に傾斜した場所では、リヤゲ 
-卜の開閉がしにくい場合がありま 
す。平祖な場所で開閉を巧ってくださ 
い。 

• リヤゲートを閉めるときにほかの人 
の手などを挟まないようにミ主意してく 
ださい。 

• リヤゲートを閉めたときはリヤゲー 
卜端部などを持ってドアを軽くゆすり 
確実にロックされていることを確認し 
てください。走行中にドアが開くと大 
変危険です。また、荷物が道路に落下 
するなど思わぬ事故につながるおそれ 
があります。 

•リヤゲートからの乗り降りはしない 
でください。思わぬ事故の原因となり 
ます。 

• 荷物の積み下ろしでやむを得ずリヤ 
ゲートから乗り降りするときは、ドア 
を支えているステーに手をかけないで 
ください。リヤゲートを支えている 
ステーの巧割を果たさず不意にリヤ 
ゲートが閑まるおそれがあります。 

•エンジンをかけたが態でリヤゲート 
から手荷物の出し入れをするときは排 
気管の後ろになたないようにしてくだ 
さい。衣服が巧れたり、排気ガスによ 
り体に悪影響をおよぼすおそれがあり 
ます。 
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まを運起する巧に 

ま巧ち SB の開閉 


A ま意 _ 

•リヤゲートにはリヤゲートを支える 
ためのダンパーステーが取り付けら 
れています。ダンパーステーの破損 
や作動不良、また手の巧み込みを防ぐ 
ため、下記のことをお守りください。 

•ステーを持ってリヤゲートを閉めた 
り、ぶら下がらないでください。手を 
挟んだり、ステーが破損するなどし 
て、思わぬ事がにつながるおそれがあ 
ります。 

• ステーに手をかけて乗り降りしたり、 
横方向に力をかけないでください。ス 
テーが曲がり、リヤゲートが開閉で 
きなくなるおそれがあります。 

• ビニール片■ステッカー-姑着材など 
の異物がステーのロッド部（メッキし 
てある棒部）に付着しないようにして 
ください。また、繊維などの付着を防 
止するため、ロッド部を軍手などで触 
れないでください。異物が付着する 
と、ステーが円滑に動かなくなった 
り、開けたときの保持力が損なわれる 
おそれがあります。 



•リヤゲートにスバル}旨定用品な外の 
アクセサリーを取り付けないでくださ 
い。リヤゲートの重量が極端に重く 
なると、開けたときにステーが支えら 
れなくなるおそれがあります。 


車内からの施錠、解錠 

〇リヤゲート連動集中ドアロック 
運転席ドアの□ックしバーを操作すると、 
連動してリわブートが施結、解結ちれま 
す。このとき度)ま席ドア、リわドアち同 
時に施錠、錠ちれます。 

▼ 拖結方ま 

運転席ドアの□ックしバーを押し込おと 
飽錠できます。 


▼ 蹈捉方ま 

運転席ドアの□ックしバーを手前 I こ弓|< 
と角军錠できます。 
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まかからの施錠、解錠 

キー操作により施結、醉錠することがで 
ぎます。 

▼ 陶お方ミ去 

キーを差し込み、ち I こ回すと施錠できま 
す。 


▼ おお方を 

キーを差し込み、左 I こ回すと解錠できま 
す。 



リヤゲートの開閉 


▼開けるとき 

解綻したあとでキー挿入□を押すと、ド 
ア巧開きます。 



▼ 閉めるとき 

リわヴートを静な I こ手で押ちえ、そのま 
ま閉めます。 


〇リヤゲートストラップバンド 
UP ヴートを下げるときに便利です。 
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まを運起する巧に 

ま巧ち SB の開閉 


ボンネッ 


▼ 操作を巧ラ前に 

A 警告 _ 

•エンジンルームは大変高温になって 
いることがあるため、下記のことをお 
守りください。 

• やけどをするおそれがありますので、 
点検するときは、十分に;令めてから行 
ってください。 

•点検したあとは、エンジンルーム内 
に工具やホを置きをれていないことを 
確認してください。点検や清掃に使用 
した工具やホなどをエンジンルーム 
内に置き忘れていると、故障の原因と 
なったり、車両火災につながるおそれ 
があり危険です。 


A ま意 _ 

• ボンネットを閉めたあとは、ボンネッ 
卜が確実にロックしたことを確認して 
ください。ボンネットが確実に閉まっ 
ていないと、走行中に開くおそれがあ 
り大変危険です。 

• ボンネットを開けているとさ風にあお 
られるとステーがかれボンネットが不 
意に閉まるおそれがあります。特に風 
の強い日はごを意ください。 

• お子さまにボンネットの開巧はさせな 
いでください。ボンネットは大変重 
く、開閉中うっかり手を離すと思わめ 
けがにつながるおそれがあります。 


開けかた 

▼ 操作手順 

/. インストルベントパネルち下のオー 
プナーを手前 I こ引<と、ボンネット 
前部巧みし淳き上巧ります。 



2 . ボンネット前部中央にあるキゎッチ 
フックのしバーを矢印の方向 I こ引き 
上げ、ち ラーち の手でボンネットを 
ちち上げます。 



A 注意 _ 

•エンジン回転中や停止後は、レバーが 
熱くなっていることがあります。やけ 
どや思わめ事故につながるおそれがあ 
りますので、レバーを持つ前に必ず確 
認してください。 
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3ボンネットをステーで確実に支えま 
す。 



A ま意 _ 

•エンジン回転中や停止直後は、ステー 
が熱く なっていることがあ ります。 や 
けどや思わめ事故につながるおそれが 
ありますので、ステーを持つ前に必ず 
確認してください。 

• ステーを確実に固定巧に差し込んでく 
ださい。ステーがかれると大変危険で 
す。 


fe アドバイス _ 

• ワイパーを起こしたままでボンネット 
を開けると、ワイパーがボンネットに 
当たり傷付くことがあります。 


閉めかた 

▼ 操作手順 

/. ボンネットを片手で支えて、ステー 
を元の位置へ房します。 



之ボンネットを静な I こ下げ、手で押ち 
えるよラ I こして閉めます。 

fe アドバイス _ 

•ボンネットを閉めるとき、手で強く押 
さえすぎないでください。 
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まを運起する巧に 
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▼ 操作を巧ラ前に 

A 警告 


•が料は引火しやすいため、下記のこと 
を守らないと火災につながり、やけど 
など重大な傷害を受けるおそれがあり 
危険です。 

. エンジンは必ず止めてください。 

•まのドア、窓は閉めてください。 

•タバコを吸うなど、火気を巧付けない 
でください。 

•フューエルキャップを開ける前に、 
必ずま体または給油機などの金属部分 
に触れて、身体の静電気除ちを行って 
ください。身体に静電気を帯びている 
と、が電による火巧が引火するなどし 
て、やけどのおそれがあります。 

• フューエル キャップを開けるなどの 
給油操作は、必ず静電気除ちを行った 
方お一人で行ってください。 

• 給油中に再び車内のシートに触れた 
り、座ったり、また人や物に触れると 
再帯電する場合があります。このよう 
なときは再び給油機などの金属部分に 
触れて静電気除ちを行ってください。 

•フューエルキャップを開ける際は、 
必ずキャップのツマミ部分を持ち、ゆ 
っくりと開けてください。気溫が高い 
ときなどは燃料タンク内の圧力が高く 
なり、給油口から燃料が吹き返すおそ 
れがあります。 


A 警告 _ 

•フユーエルキャップを少しゆるめた 
時に「シユー」という音がする場合 
は、それ jy 上開けずに、その音が止ま 
るのを確認してからゆっくりと開けて 
ください。 

• 給ミ由中に燃料がこぼれた場合はただち 
に給油を止め、こぼれた燃料をホきれ 
などでふき取ってください。 

• こぼれた燃料がまの塗装面に付着した 
場合は水洗いをおすすめします。付着 
したままで放置すると、塗装面が劣化 
するおそれがあります。 

• 給ミ由口にほかの人を近付けないでくだ 
さい。 

• 給ミ由するときは、給油口にノズルを確 
実に挿入してください。また、才ート 
ストップ作動後の継ぎ足し給油は行わ 
ないでください。給ミ由口から燃料がか 
きこぼれるおそれがあります。 

•給ミ由終了後、 フユーエル キャップを 
巧める場合「カチッ、カチッ」と音が 
するまで右に回し、確実に閉まってい 
ることを確認してください。 

•スバ ル} 旨定 フユーエル キャップ jy 外 
は使用しないでください。燃料漏れな 
どを起こすおそれがあり危険です。 

•その他ガソリンスタンド内に掲示さ 
れているを意事項を守ってください。 

• ’燃料には、人体に有害な発ガン性物質 
を含んでいる物もありますので、燃料 
の気化ガスを吸わないようにごを意く 
ださい。 
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車を運拓する巧に巨石 

ま巧さ SB の開閉剧 


A ま意 _ 

• 指定燃料は無鉛レギュラーガソリン 
です。 

•給油時に、指定されている燃料である 
ことを確認してください。 

• 指定 U 外の燃料（粗悪なガソリン、ア 
ルコール 系燃料、軽油、灯油など）を 
使用すると、エンジンの始動性が悪く 
なったり、ノッキングや出力の低下な 
どが発生する場合があります。また、 
そのまま利用していると、エンジンや 
燃料系部品を損傷するおそれがありま 
す。 


フユーエル リツドの開閉 


fe アドバイス 



▼開けるとき 

運転席足元ち側にあるフューエルリツド 
オープナーしバーを引き上げます。 



▼ 閉めるとき 

リツドを巧して閉めます。 
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まを運起する巧に 

ま巧ち SB の開閉 


フユーエル キャップの開閉 

▼開けるとき 
左に回して外します。 



▼ 閉めるとき 

「カチツカチ、ソ」といラ音巧するまで、 
ちじ回して閉めます。 


フユーエル キャップハン ガー 

給 ミ 由中は、外した フユーエル キ ゎ、 ソプを 
フユーエルリッ ド裏側にある ハンガーじ 
なけてお < ことびできます。 


パワ-ウイン 


スイッチ操作じより運転席、助手席、後 

席のウインドウの開閉ができます。 

▼ 操作を巧ラ前 I こ 

A 警告 _ 

•パワーウインドゥは大変強い力で開 
閑しますので、開閉するときは、ほか 
の人の手■腕■頭-首などを挟んだり 
巻き込んだりしないようま意してくだ 
さい。重大な傷害を受けるおそれがあ 
り危険です。 

•お子さまにパワーウインドゥの操作 
をさせないでください。開閉すると 
き、手-腕■頭-首などを挟んだり巻 
き込んだりして、重大な傷害を受ける 
おそれがあり危険です。お子さまを乗 
せているときは、ロックスイッチを 
" OFF " にしてください。 
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車を運拓する巧に巨石 

ま巧さ SB の開閉剧 


fe アドバイス _ 

• 運転席スイッチとほかのスイッチを同 
時に逆方向へ動かさないでください。 
故障の原因となるおそれがあります。 

• ウインドゥを完全に開閉したが態でス 
イッチを押し続けると故障の原因とな 
りますので、操作完了後はすぐに手を 
離してください。 

•パワーウインドゥの開閉はなるべく 
エンジン回転中に行ってください。エ 
ンジン停止時に行うと、バッテリーあ 
がりの原因になります。 

• ガラスが凍りついて固着したような状 
態でウインドゥスイッチの"開"ま 
たは"閉"を連続操作しないでくださ 
い。故障の原因となります。 

•エンジンスイッチを " ON " の位置に 
すると、運転席ウインドウスイッチ 
のマークが点なします。 


運転席ドア側スイッチ 


エンジンスイツチヴ " ON" の位置のと 
き、使用できます。 



〇運転席ドアウインドウスイッチ 
(AUTO) 

▼ 操作方ま 

スイ、ソチを軽<押し下げている間ウイン 
ドウ方'ラスは開き、軽<引き上げている 
間ウインドウガラスは閉まります。 

手を離すと、その位置で止まります。 

「カチ、ソ」と音巧するまで押し下げる、 
または引き上げるとウインドウガラスは 
自動的に全開、全閉します。途中で止め 
るときは、軽<逆方向にスイ、ソチを操作 
します。 


〇お!手席ドアウインドウスイッチ 

▼ 操作方ま 

スイ、ソチを押し下げている間ウインドウ 
ガラスは開き、引き上げている間ウイン 
ドウガラスは閉まります。 

手を離すと、その位置で止まります。 
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まを運おする巧に 

ま化さ SB の開閉 


〇リヤドアウインドウスイッチ 

▼ 操作方を 

スイッチを押し下げている間ウインドウ 
ガラスは開き、引き上げている間ウイン 
ドウガラ;:: U 3 閉まります。 

手を離すと、その位置で止まります。 

〇 ロックスイッチ 

▼ 操作ちま 

スイ、ソチを押すと " OFF " I こなり、運転 
席ウインドウガラスじ I 外は開閉できな< 
なります。 

ちラー度押すとお除ちれます。 


fe アドバイス 



助手席-リヤドア側スイッチ 

エッジッスイッチが "ON" ①位置のと 
き、使田できます。 

▼ 操作方を 

スイッチを押し下げている間ウインドウ 
ガラスは開き、引き上げている間ウイン 
ドウガラ;:: U 3 閉まります。 

手を離すと、その位置で止まります。 
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車を運拓する巧に巨石 

ま巧ち SB の開閉 ra 


ウインドウ反転機構（運転席） 

運転席ウインドウガラスを閉めるときに、 

窓枠とウインドウガラスの間に異物の挟 

み込みを感知すると、ウイツドウガラス 

①上昇を停止し、自動的にウインドウガ 

ラス巧下降します。 

fe アドバイス _ 

•ウインドウ反転機構は下記のときに作 
動します。 

•運転席ウインドウガラスの開閉をス 
イッチにより自動 （AUTO) で閉めて 
いるとぎ 

•特に小さな物を挟み込んだとき、ウイ 
ンドウ反転機構が作動しないことがあ 
ります。 

•環境や走行条件により、異物を挟み込 
んだときと同じ衝撃がウインドウガ 
ラスに加わると、ウインドウ反転機構 
が作動することがあります。 


初期設定 

パッテリー交換やヒューブ交換などで、 
バッテリーとの接続が断たれたときは、 

I の- ウイッドウの初期設定をして<だ 
ちい。 

I '{つー ウイッドウの初期設定ガちれてい 
ないと、下記の機能は作動しません。 
•運転席ウインドウガラスの自動開閉 
• ウインドウ反転機構（運転席） 

▼ 操作手順 

/. エンジンスイ、ソチを " ON " の位置 
にします。 

之運転席ウインドウスイッチを引き上 
げ続け、ウインドウガラスを全閉し 
ます。 

3. 全開後そのままのが態で約2秒間ス 
イ、ソチを引き上げ続けます。 
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a まを運起する巧に 

ま巧さ SB の調整 


ま化さ部の調壁 


防眩ルームミラー 


▼ 操作を巧ラ前に 

A ま意 _ 

• 調整は化ず走行前に行ってください。 
▼調隻①しなた 

手でルーム5ラーの角度を調整します。 



▼夜間まぷしいときは 

夜間走行中など、後続車のランプ巧5ラ 
一に 映って まぷしいとき、 しバーを 手前 
I こ引 < とランプ①反射巧弱 < なります。 



A 注意 _ 

•視界の調整をするときは、レバーを前 
方に押したが態で巧つてください。 


電動な納式ドアミラー 


5ラーの巧納、角度調整をスイッチの操 
作で巧ラことができます。 

エンジンスイツチが " ACC " または 
"ON" ①位置のときに使用できます。 

▼ 操作を巧ラ前1こ 

A ま意 _ 

• ミラーの操作を行う際は、ドアとミラ 
-の間に手を挟まないようにま意して 
ください。 

• ミラーを倒したまま走行しないでくだ 
さい。ミラーによる後方確認ができず 
事故につながるおそれがあります。 


▼巧おのしなた 

ミラー格納スイツチを押すと、ミラーを 
格納すること巧できます。もラー度押す 
と元 I こ戻ります。走行するときは、化す' 
元 I こ戻して < ださい。 
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車を運拓する巧に巨石 

ま巧さがの調整 


▼調隻①しなた 

/. 左ち切り替えスイッチを調整する側 
に合わせます。 

2. 調整スイ、ソチで、5ラーの角度を調 
整します。 



A ま意 _ 

• 調整は必ず走行前に行ってください。 


fe アドバイス _ 

•調整するとき iU 外は、左右切り替えス 
イッチを中立（中央）の位置に合わせ 
ておいてください。 


チルトステアリング 


/\ンドルの位置を調整することヴできま 
す。 

▼調整のしなた 

しバーを巧し下げ、"ンドルを上下 I こ動 
けし適切な位置 I こ調整します。そのが態 
でしパーを引き上げると固定ちれます。 



A 警告 _ 

• 走行中はハンドル位置の調整をしない 
でください。運転を誤り思わめ事故の 
原因となるおそれがあり危険です。 

•ハンドル位置の調整をしたあとは、確 
実に固定されていることを確認してく 
ださい。固定が不十分だとハンドル位 
置が突が変わり、思わめ事故の原因と 
なるおそれがありを険です。 
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MEMO 
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車を運技ずるにあたって 

まを運面するラえでのさ SB のはたらき、装置の 
巧いかた、運おの方法について説巧しています。 


■ ベーターのはた 5 き 


■ 運範装置の使いなた 


乂 9 - 

100 

てンジンスイツチ - 

-127 



駐車ブしーキ - 

-133 

■ 表示な、警告なのはた 5 き 


4WD 車 - 

-134 

表の口 - 

警告口 - 

104 

107 

■ エンジンのなけなた 




ブトマチック車 - 

-135 

■ スイッチの使いなた 


■ スートマチック車の運転 


スイッチの名称 - 

11 己 


フイ 了 イング：イ、ソチ - 

117 

オートマチックトラン;コミッション- 

-137 

光軸調整グイトル - 

119 

tz しク h しバーの操作 - 

-139 

ち向指示しバ - 

120 

運転のし。た - 

-142 

非常点滅ロスイッチ - 

120 



ワイパ ー• ウォッシわースイ、ソチ - 

121 



' JP ウインドウデフォッ方' — 
スっ、ソチ - 

123 



ワイバーデアイサースイ'ソチ--- 

124 



フ□ントフォブラップスイッチ---- 

124 



リわフォブランプスイ、ソチ--一 

12 己 



ホ ンスイ、ソ^ - 

126 
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S まを運起するにあたつて 

夕一夕一のは fc らき 


夕一夕一のはたらま 


メーター 


ブしードの違い、オプシヨツち含まれています。 


セレクトインジケーター 



▼ ソーター照明 

ライティング：イツチを" •" または " iD " の位置じすると点むします。 

(ライテイングスイッチー117ページ) 
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まを運おするにあたつてにミ! 

ターターのは たらき csu 


自発光式 メーター 


セレクトインジケーター 



時刻調整スイッチ 


オド メーター/ トリップ メーター 

オド/トリップ表示切り替え-リセットスイッチ 


▼ ベーター照明 

• エンジンイッチげ " LOCK " の位置で、いすれ巧のドアを開けると、パ'、ソクライ 
卜が約15秒間点むします。約15秒政内 I こすべてのドアを閉めると、消むします。 

• エンジンスイ、ソチを " LOCK " 巧5 " ACC " の位置 I こすると、バックライトげ約6 
秒間点打します。 

•エンジンスイ、ソチを " ON " の位置じすると、バックライトととも I こ指針好'点なし 
ます。 

• (ーター照明好'点なしているとき I こ、車幅むを点むちせると、^ーター照明が減光し 
ます。 

• エンジンスイ、ソチを " ON " ねら " ACC " の位置 I こすると、消なします。 

fe アドバイス _ 

•ライトの点な-消'なの確認は、ライティングスイッチ表示灯で行ってください。 

(ライティングスイッチ表示灯一105ページ) 
• メーター照巧の照度は調整することができます。また、ま幅灯を点‘なさせたときに、 
減光しないようにすることもできます。 

し喝度調整一102ページ) 
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S まを運おするにあたつて 

夕一夕一のは fc らき 


スピードメーター 

走巧速度を km/h で表示します。 


オドメーター/ 

トリップクーター 

エッジッ スイッチが " ON " ①位置のと 
き、表示ちれます。 

〇オドメーター(積算距離計） 
走行した総距離を表示します。 

〇トリップメータ—（区間距離計） 

リ t ットした化点か5①走巧距離を表示 
します。 

トリップベーターは、同時に2つの区間 
①走行距離を表示することができます。 

〇オド/トリップ表示切り替え- 
リ七ットスイッチ 
▼表示を切り營えるには 
スイッチを押すごと I こ、表示巧切り會わ 
U ます。 


_照度調整_ 

自発光式メータ^ 

照度調整表示中、オド/トリツプ表示切 
リ营え • リ tz 、 ソトスイツチを約1秒1^1上 
巧し続けている間、ベーター照 B 月の B 月る 
ち巧下表のよラに変わります。 


明るさ 

表示 

照度レベル 

巧るい 

—— ニニ 

レベル 1 



— 

レベル 2 



- 

レベル 3 




レベル 4 

暗い 


レベル 5 


fe アドバイス _ 

•エンジンスイッチが " ON " の位置 
で、ま幅灯が点灯しているときのみ、 
照度調整を表示させることができま 
す。 

• "レベル 1" に設定すると、車幅灯を 
点灯させたときに、メーター照明が減 
光しません。 


積算距離計110 DO >1 

♦ 

トリップ メータ ー A itripaI 

トリップ メータ _B [trip B h 

♦ 

照度調整* 斗 

* 自発光式メーターで、車幅なが点打してい 
るときに表示されます。 

▼ トリップイーター表示をリ b ットするには 

• I 」 tz ' ソトするトリップイーター （ A ま 
たはのを表示ちせ、スイ、ソチを巧し 
続けると、表示巧' "0.0" じなります。 


燃料計 

エンジンスイッチ巧 " ON " の位置のと 
き、燃料残量を表示します。 

燃お残量が約8 (4 WD 車は 7) 下に 
なると、一番下の目盛りが点滅します。 

(燃お残量警告む^111ページ) 

A ま意 _ 

燃料計の一番下の目盛りと燃料巧量警告けが 

点滅した場合 

• ただちに燃料を補給してください。 

’燃料切れを起こすと、突が走行不能と 
なり危険です。 
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まを運おするにあたつてにミ! 

ターターのは たらき d 


タコメーター 時計 

1分間当た U のエンジン回転数を表示し エンジンスイッチヴ " ON " の位置のと 

ます。 き、時刻を表示します。 

A ま意 

〇時刻調整スイッチ 
▼ "分"表示を r : 00」 I こする I こは 
スイッチを押して、す<1こ手を離します。 
•"分"表示巧巧〇」モ満の数字のとき 
は、"時"表示の数字巧をわりません。 
例えば、10:20は10:00になります。 
•"分"表示巧「30」 Jil 上の数字のとき 
は、"時"表示の数字巧1つ増えます。 
例えば、10:45は11:00になります。 

▼ 時計の調整方ま 

/. スイ、ソチを約1砂じ(上押し続けると、 
"分"調整ハードになります。 

之"分"調整亡ードで、スイ、ソチを巧 
すごとじ、"分"表示巧1つす'つ大 
き <なります。 

3 . "分"調整 t ー ドで、約5抄間何ち 
操作を行わないと、"時"調整亡一 
ドになります。 

4. 1寺"調整 t ー ドで、スイ、ソチを巧 
すごとじ、"時"表示巧1つす'つ大 
き <なります。 

5 . "時"調整 t ー ドで、約5抄間何ち 
操作を行わないと、時計表示 I こ房り 
ます。 


•指針がホ色表示域（エンジンの許容回 
転数を超える範囲）に入らないように 
運転してください。 

ホ色表示域に入ると、エンジンが損傷 
するおそれがあります。 
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ra まを運おするにあたつて 

W 表示な、警ち巧のはたらき 

表巧巧、警ま W のはたらき 


表示な 


車両のちまざまなが態を;>< ーター内に表 
术します。 

A ま意 _ 

•表示なによっては、点な（または点 
滅）したまま走行すると、思わぬ事故 
を引き起こしたり、車両が損傷するお 
それがあります。 

この場合、それぞれの表示なの項目に 
したがい、処置を行ってください。 
•点な操作を行っても、表示なが点灯し 
ないときは、スバル販売店で点検を受 
けてください。 


方向指示器表示な 

〇方向指示器表示な 
エッジッスイッチが " ON " ①位置で、 
ち向指示むを点滅ちせると、同時に点滅 
します。 

〇が常点滅表示灯 

エンジンスイッチの位置に関係な<、巧 
常点滅むを点滅ちせると、同時に点滅し 
ます。 

fe アドバイス _ 

点滅する間隔が異常にまくなった場合 
• 方向指示’灯（非常点滅な）の電球切れ 
が考えられます。すべての方向指示な 
が点滅するか確認してください。 


八イビーム/パッシング表示な 



エンジンスイッチの位置に関係な <、へ 
ッドランプを上向きのが態にすると点む 
します。 


フォグランプ表示な 

〇フロント 

ミ0 

エンジンスイッチの位置に関係な<、フ 
□ントフォブランプを点むちせると点 
むします。 

(フ□ットフォブランプスイッチ 
一124パージ) 

〇リャ 

オプション/グレード別装備 

0幸 

エンジンスイッチの位置に関係な<、リ 
わフブブラップを点むちせると、糧を 
に点むします。 

(リわフォブランプスイッチ 
一125パージ) 
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まを運おするにあたつてにミ! 

表示な、警告巧のはたらき W 


ライティングスイッチ表示な 

水温表示灯 

オプション/グレード別装備 

エンジンスイツチが " ON " の位置で、 
エツジン冷却水温げ低いときに点むしま 
す。 

A を意 

夕を 

エンジンスイッチの位置に関係な<、車 
幅むが点なしているときに点むします。 


• エンジン;令な水温が低い間は、急激な 
空ぶかし、急加速、高速走行はしない 
でください。 


fe アドバイス 


• エンジン冷ま P 水温が異常に高くなった 
ときは、水温警告灯が点滅します。 

(水温警告灯一110ぺージ） 
暖機を十分続けていても、点なしたままの場 


么 

• 水温センサー等の異常が考えられま 
す。 

ただちにスバル販売店で点検を受けて 
ください。 
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ra まを運おするにあたつて 

W 表示む、警まなのはたらき 


七キュリティ表示な 



•エンジンスイツチを " ACC " か5 
" LOCK " ①位置にして、イ亡ビライ 
ザー機能を作動ちだると点滅します。 

•エンジン スイッチを " LOCK " な己 
•• ACC " の位置にして、イ亡ビライザ 
-機能を瞄除すると消打します。 

(イモビライザー機能一132ページ) 

A ま意 _ 

• アクセスキーによリエンジンを始動 
した場合、エンジンスイッチが 
ACC " 、または " ON " の位置で、下 
記のことを行うと、表示灯が高まで点 
滅し、警告ブザ ー( 「ピピピ」という 
音）が鳴ることで、アクセスキーの 
持ち出しを警告します。 

•運転席ドアを一度開けて、アクセス 
キーをま室内アンテナの作動範囲外に 
移動させ、ドアを閉めたとき。 

(作動範囲一128ぺージ) 

• また、アクセスキーをま室内アンテ 
ナの作動範囲外に置いたまま、運転席 
ドアを一度開けてから閉めたときも、 
同様の警告が行われることがありま 
す。 


fe アドバイス _ 

エンジンスイッチを押すと、高まで点滅した 

場合 

• アクセスキーがま室内アンテナの作 
動範囲外にあることが考えられます。 
運転をはアクセスキーを身に付けて 
ください。 

それでも消‘なしない場合、電ミ也が消'耗 
しているおそれがあります。 

(キーの電池交換一217ぺージ） 


七レクトインジケーター 


[円呪 〔 N ] 田]田] [ L ] 



•エッジンスイッチザ " ON " ①位置の 
とき、使用中の tZ しクトしバーの位 
置好点むします。 

• 回しンジにすると、枠（[指の巧点滅 
します。 
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まを運おするにあたつてにミ! 

表示な、警告巧のはたらき W 


0 /D OFF 表示灯 

0/D 

OFF 

エンジンスイッチが " ON " ①位置で、 

才ーバードライブを " OFF " ①状態じす 
ると点むします。 

(オーバードライブスイッチ 
一141パージ) 

A ま意 _ 

点滅した場合 

•オートマチックトランスミッション 
システムの異常がちえられます。 
ただちにスバル販売店で点検を受けて 
ください。 


警告な 


ちまざまなシステムの異常や、ま全運転 
に関わる項目をイーター内に警告します。 

A ま意 _ 

•警告なが,ちな（または点滅）したまま 
走行すると、思わめ事がを引き起こし 
たり、車両が損傷するおそれがありま 
す。 

この場合、それぞれの警告灯の項目に 
したがい、処置を行ってください。 

• エンジンスイッチを " ON " の位置に 
しても警告なが点な（または点滅）し 
ないときは、スバル販売店で点検を受 
けてください。 


_エンジン警告灯_ 

C3 

• エンジンスイツチを " ON " ①位置に 
すると点むし、エンジンを始動すると 
消むします。 

• エンジツガ回転中で、エンジン電子制 
御システムに異常があると点む、また 
は点滅します。 

A ま意 _ 

点灯-点滅した場合 

• ただちにスバル販売店で点検を受けて 
ください。 
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ra まを運おするにあたつて 

W 表示む、警まなのはたらき 


オイルプレッシャー警告な 



• エンジンスイッチを " ON " の位置に 
すると点むし、エンジンを始動すると 
消むします。 

• エンジンが回起中で、エンジッ内部を 
潤滑しているエンジンオイルの圧力 
に異常巧あると点むします。 

A ま意 _ 

点なした場合 

•そのまま走行すると、エンジンがが障 
するおそれがあります。 

ただちにスバル販売店にご連絡くださ 
い。 


チャージ警告灯 

ご] 

• エンジンスイツチを " ON " ①位置に 
すると点なし、エンジンを始動すると 
消むします。 

• エンジツザ回転中で、充電系統に異常 
(ベルトののび、損傷など）があると 
点むします。 

A ま意 _ 

点なした場合 

• ただちにスバル販売店で点検を受けて 
ください。 


fe アドバイス _ 

•オイルプレッシャー警告灯は、オイ 
ル量を示すものではありません。オイ 
ル量の点検は、オイルレベルゲージ 
で行ってください。（オイル量の点検方 
法は、別冊の「メンテナンスノー 
卜」参照） 
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まを運おするにあたつてにミ! 

表示な、警告巧のはたらき W 


• エンジンスイッチを " ON " の位置に 
すると点むし、エンジッを始動して、 
駐車ブしーキを完全に酪除すると消む 
します。 

•エンジンスイッチが " ON " の位置で、 
下記の場合に点むします。 

▼ 点打理由 

• 駐車ブしーキ巧完全 I こ解除ちれていな 
いとき 

• ブしーキミをの液量び不足しているとき 
• EBD 制御システム I こ異常巧あるとき 
▼駐車ブしーキヴ瞄除ちれている場合 
エンジンスイッチを " ON " ①位置にす 
ると点打し、数秒後に消むします。 

〇警告ブザー 

駐車ブしーキヴ完全に瞄除ちれていない 
状態（警告むが点むしているが態）で、 

約 5 km / hW 上で走巧すると、ブザーが鳴 
U ます。 

駐車ブしーキを解除すると、ブザーザ鳴 
りやみます。 


A ま意 _ 

• 制動時、常に異音（キーキー音など） 
が発生するときは、ブレーキパッド 
の摩耗が考えられます。 

ただちにスバル販売店で点検を受けて 
ください。 

エンジン回転中.駐まプレーキを解除して 

も，点口したまま;"肖口しない場合 
• ブレーキ液量の不足が考えられます。 
この場合、ブレーキの効きが悪くなつ 
ているおそれがあります。 

効きが悪いときは、ブレーキペダル 
を強く踏み、ただちにを全な場所に停 
車して、スバル販売店にご連絡くださ 
い。 

ABS 警告けと同時に点けした場合 
• 強めのブレーキの際に車両が不安定に 
なるおそれがあります。 

ただちにを全な場所に停まして、スバ 
ル販売店にごま絡ください。 


ブレーキ警告な 

顾 


M401F- 0003609 〜， M411F- 0001144- 


109 









ra まを運おするにあたつて 

W 表示む、警まなのはたらき 


水温警告な 


张 

• エンジンスイッチを " ON " の位置に 
すると点むし、数秒をに消むします。 

• エンジンスイッチヴ " ON " の位置で、 
エンジン冷®水;品巧異常に高 < なると 
点滅し、さ己にか温ヴ高<なると、そ 
のを点むします。 

fe アドバイス _ 

点滅した場合 

• エンジン冷去 P 水温の異常な上昇による 
オーバーヒートが考えられます。 
ただちに安全な場所に停車して、処置 
を行ってください。 

(才ーバーヒートの処置 
一198ぺージ） 


シートベルト警告な 
(運お席-助手席） 

〇運転席 

み 

•エンジンスイ、ソチが " ON " ①位置で、 
運転席側シートベルトを装着してい 
ないと点滅します。 

•シートベルトを着用すると消むしま 
す。 

〇助手席 

PASSENGER>^ 

•エンジンスイ、ソチが " ON " の位置で、 
助ま席シート座面の乗員検知 t ツサー 
巧乗員を検知すると点滅します。 

•シートベルトを着用すると消むしま 


す。 

fe アドバイス _ 

• センサーは助手席シート座面（後ろ半 
分）に、ある一定の重量がかかったと 
きに検知します。このため、荷物など 
を置いた場合にも検知し、警告口が点 
滅することがあります。 

• 助手席シート座面上に座巧田などを敷 
くと、重量が分散され、センサーが乗 
員を検ミ日しない場合があります。 
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まを運おするにあたつてにミ! 

表示な、警告巧のはたらき W 


〇警告ブザー 

シートベルトを着田していないが態（警 
ちむ巧点滅が態）で、約 20 km ルが■上で 
走行すると、ブザーガ約2分間鳴ります。 

fe アドバイス _ 

• 1度警告ブザーが鳴ると、たとえ約 
20 km / hJU 下で走行しても、約2分間 
鳴り続けますので、走行するときは必 
ずシートベルトを着用してくださ 
い。 

• ブザーが鳴り始めてから、約30抄後 
に断続音の早さが変わります。 


半ドア警告な 

エンジンスイッチの位置に関係な<、し、 
すれなのドアを開けると点むし、すべて 
①ドアを完全に閉めると消むします。 

A ま意 _ 

• 警告なが点けしたまま走行しないでく 
ださい。ドアが確実に閉まっていない 
ため、走行中にドアが開き、思わめ事 
故につながるおそれがあります。 


燃料残量警告な 



エンジンスイツチ好 " ON " の位置のと 
き、燃お残量が約8 (4 WD 車は 7) ■glil 
下になると、燃料計の一番下の目盛りと 
燃料残量警告むが点滅します。 

(燃お計一102ぺージ) 

A ま意 _ 

点滅した場合 

• ただちに燃料を補給してください。 

燃料切れを起こすと、突が走行不能と 
なり危険です。 


fe アドバイス _ 

•坂道やカーブなどでは、タンク内の燃 
料が移動するため、警告なが早めに点 
减することがあります。 
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ra まを運おするにあたつて 

W 表示む、警ち巧のはたらき 


ABS 警告な 



• エンジンスイッチを " ON " の位置に 
すると点むし、数秒をに消むします。 

• エンジンスイッチヴ " ON " の位置で、 
ABS に異常ガあると点むします。 

A ま意 _ 

ブレーキ警告けと同時に点けした場合 
• ABS に異常があるだけでなく、強めの 
ブレーキの際に車両が不を定になるお 
それがあります。 

ただちにま全な場所に停車して、スバ 
ル販売店にご連絡ください。 


fe アドバイス _ 

• エンジン始動後に警告なが数秒間点な 
しても、その後、消‘灯すれば異常では 
ありません。ただし、同じ現象が再度 
発生した場合は、スバル販売店で点検 
を受けてください。 

点けした場合 

• 通常のブレーキとしての性能は確保さ 
れていますが （ ABS としての作動はし 
ません）、スバル販売店で点検を受け 
てください。 


SRS エアバッグ警告な 

• エンジンスイッチを " ON " ①位置に 
すると点むし、数秒後に消むします。 

•エンジンスイッチガ " ON " の位置で、 
下記のシステムに異常がおると点むし 
ます。 

▼ 異常けあると点打するシステム 

• SRS エアバッグ 

( SRS エアバッグー56ページ） 

• SRS サイドエアバッグ & SRS 力ーテッ 
シールドエアバッグ（ブプシヨン） 
( SRS サイドエアバッグ & SRS 力ーテン 

シールドエアバッグー62ぺージ） 

• プリテンシヨナー機構 
(プリテンシヨナー機構一日2ぺージ） 

A 注意 _ 

点灯した場合 

• 車両にできるだけショックをあたえず 
に走行し、ただちにスバル販売店で点 
検を受けてください。 
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表示な、警告巧のはたらき W 


オートレべライザー警告な ステアリング制御警告な 

HD ランプ装着ま 


|D 

• エンジンスイッチを " ON " の位置に 
すると点むし、数秒をに消むします。 

• エンジンスイッチヴ " ON " の位置で、 
□-ビームの才ートしべリンブ機能 
に異常巧あると点むします。 

(□-ビーム•才ートしべリンブ機能 
一118ぺージ） 

A ま意 _ 

走行中に点なした場合 

•ただちに安全な場所に停車し、いった 
んエンジンを止めてください。 

再度エンジンスイッチを " ON " の位 
置にしたとき、警告灯が数抄間点灯し 
たあとに消'灯すれば、そのまま走行す 
ることができます。 

消灯しないときや、再び点灯するとき 
は、ただちにスバル販売店で点検を受 
けてください。 


EPS 

• エンジンスイッチを " ON " ①位置に 
すると点むし、数秒後に消むします。 
•エンジンスイッチな’ " ON " の位置で、 
電動パフーステアリンブシステムに 
異常好あると点むします。 

A ま意 _ 

点なした場合 

• ただちにスバル販売店で点検を受けて 
ください。 
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まを運転するにあたつて 

ま巧な、警まなのはたらき 


ゴ 


fe アドバイス _ 

•ハンドル操作を巧ったとき、モーター 
音 （ 「ウイーン」という音）が聞こえ 
ることがあります。 

これは、パワーステアリングモータ 
一が作動しているときの音で、異常で 
はありません。 

• 停車中や微低速走行中にハンドル操作 
を繰り返したり、ハンドルに力をかけ 
たまま保持すると、モーターやコンピ 
ューターの過熱を防止するため、パワ 
-ステアリング制御が制限され、ハ 
ンドル操作が重くなります。 

この場合、しばらくハンドル操作を控 
えてください。 

八ンドル操作をしないまま約10分が 
経過すると、通常の重さに戻ります。 
•下記の場合、警告 I 灯が点なし、ハンド 
ル操作が重くなりますが、エンジンを 
再始動し、走行を開始すれば警告灯は 
消灯し、通常の重さに戻ります。 

•停車中に長時間、エンジンの空ぶかし 
を行ったとき 

• 車輪のロックをともなう急ブレーキに 
より停車したとき 
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まを運おするにあたつてにる 

スイツチの巧いかた^ 


スイツチのほいかた 


ツチの名称 


マニュアルエアコン装着車 


ブしードの違い、オプションち含まれています。 
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3 まを運おするにあたつて 

ご I スイツチの巧いかた 


オート エアコン 装着車 

ブしードの違い、オプシヨツち含まれています。 
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まを運おするにあたつてにる 

スイツチの巧いかた^ 



ランプの点な 


▼ 操作方を 

スイッチを回すと、下表のランプ類な点 
むします。 



A ま意 _ 

• エンジンを停止した状態で長時間ラン 
プ類を点なさせないでください。パッ 
テリーあがりの原因となります。 


ヘッドランプの切り替え 

▼ 操作方ま 

ライテイングスイッチ巧 " iD " の位 
置のときしバーを押すと、前照む巧上向 
きり\イビーム）になり、戻すと下向き 
(□ー ビーム）になります。 



A ま意 _ 

• 巧向まのあるときや巿街化走行のとき 
は、が向まや通行人の迷惑となり危険 
ですので前照灯を下向きにして走行し 
てください。 


▼ 一時の I こ使用する揚合 


fe アドバイス 


ランプの消‘な 

• 前照灯が上向きのときは使用できませ 

▼ 操作方ま 

ん。 

スイ、ソチを " OFF " の位置にします。 

しバーを手前 1 こ引いている間、前照なげ 
上向きに点なします。 


レバー 
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3 まを運おするにあたつて 

ご I スイツチの巧いかた 


ランプ消し忘れ警告ブザー 

ランプを点むしたままで、エンジンスイ 
ツチな5キーを抜き、いす'れな①ドアを 
開けると、ブザー（ま続音）好鳴りラン 
プの消し忘れを巧5だます。 


HD ランプ 

オプション/グレード別装備 
HD ランプは、ランプ管内のガスと金属3 
ウ化物を使って発光ちだ、通常のランプ 
より白い化と伸び、広がりのある配化を 
持つランプです。 

A 警告 _ 

• HD ランプのバルブ■コネクター■電 
源回路-光軸調整部分を分解したり、 
取り外したりしないでください 。 HD 
ランプは高電圧を使用しており、不適 
切な取り扱いをすると、感電するおそ 
れがあり危険です。 

ランプを交換-修理-破棄するとき 
は、必ずスバル販売店にごネ目談くださ 
い。 


fe アドバイス _ 

• HD ランプが点滅を繰り返すようにな 
ると電巧の寿命が考えられます。スバ 
ル販売店で点検を受けてください。 

• 衝突などでランプ周りに衝撃を受けた 
場合は点灯装置も衝撃を受け正常に作 
動しなくなっているおそれがありま 
す。スバル販売店で点検を受けてくだ 
さい。 

• システムの異常により電圧が HD ラン 
プの作動電圧範囲からかれたときは、 
電圧が正常に復帰次第、再点なしま 
す。 

• 点な中に作動電圧範囲から外れたとき 
はミ肖なし、電圧が正常に復帰次第、再 
点灯します。 

• 点な操作をするときに作動電圧範囲か 
ら外れているときは、ライティング 
スイツチを操作しても点‘なしません。 


〇 口ービームオートレべ リング機 
能 

乗員数や積載量などの車両姿勢のを化に 

巧して、ヘッドラップの光軸（化の照5 

す方向）の上下ち向を自動的に調整する 

装置です。 

fe アドバイス _ 

•エンジンを始動して、巧めてヘッド 
ランプを点灯したとき、システムの正 
常な作動をチェックしているため、へ 
ッドランプの光軸が動くことがあり 
ますが、異常ではありません。 

•ヘッドランプの光軸に異常を感じた 
ときは、スバル販売店で点検を受けて 
ください。 
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まを運おするにあたつてにる 

スイツチの巧いかた^ 


光轴調整ダイヤル 


ハロゲンヘッドランプ装着ま 
ヘッドランプが点むしているときに使用 
でぎます。 

お員数や積載量によって車両の姿勢がを 
化し、ヘッドランプの光軸（化の照5す 
ち向）ガ上に向いた場合、ダイわルを回 
すことで光輔を下向きに調整すること巧 
でぎます。 

通常はブイわルを" 0" (光輔が一番上 
向きの位置）で使用します。 

fe アドバイス _ 

HID ランプ装着ま 

•ヘッドランプの光軸は自動的に調整 
されるため、光軸調整ダイヤルは装着 
されていません。 


fe アドバイス _ 

•乗員数などに応じて、下表を目安にダ 
イヤルを調整してください。 


乗車や荷まの 
積載巧況 

ダイヤル位置 

2 WD 

4 WD 

運転おのみ乗車時 

0 

0 

運転席と助手席に乗車時 

0.5 

0.5 

5名乗車時 

2 

2 

5名乗車で荷室満載時 

3.5 

2.5 

運転席のみ乗車で 
荷室満載時 

4 

3 


•乗員や荷物を降ろしたあとは、ダイヤ 
ルを "0" に戻してください。 

• 車検などで光軸の調整をするときは、 
ダイヤルを "0" にしてから行ってく 
ださい。 


▼ 操作方を 

グイわルを回転ちせると、ヘッドランプ 
の光軸な上下にをわります。 

グイわルの数字な义きいほど下向き I こな 
U ます。 
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3 まを運おするにあたつて 

ご I スイツチの巧いかた 


方巧指不レバー 


▼ 操作ちミ去 

しバーを①の位置まで上下じ操作すると、 
方向指示なおよびベーター巧の方向指示 
器表示な巧点滅します。しバーはハンド 
ルを戻すと自動的 I こ戻ります。車線を更 
などのときには、しバーを②の位置まで 
軽<上下 I こ押すと点滅し、手を離すと消 
むします。 



堅アドバイス _ 

•ハンドルの切れちが小さいと、レバー 
が自動的に戻らないときがあり ます。 
手で戻してください。 

•点滅が異常に早くなったときは、方向 
指示‘なの電球切れがちえられます。す 
ベての方向指示なが点滅するか確認し 
てください。 


非常点滅なスイッ 


▼ 操作方法 

^ィ、ソチを 押すと左ち の 方向指示打げ点 
滅します。ちう一度押すと元に戻ります。 



A 注意 _ 

• 故障などの非常時に、やむを得ず路上 
駐車するとき外はむやみに使用しな 
いでください。 

• 使用後はスイッチを確実に戻してくだ 
さい。スイッチを戻さないと方向指示 
灯がはたらきません。 

• エンジンを止めた状態で長時間使用し 
ないでください。バッテリーあがりの 
原因となります。 
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まを運おするにあたつてにる 

スイツチの巧いかた^ 



A ま意 _ 

• 空ぶきはガラス面に傷を付けますの 
で、ウォッシャー液を噴がさせてから 
ワイパーを作動させてください。 

•ぎ;令時、または長時間ワイパーを使用 
しなかったときは、ワイパーゴムが 
ガラスに張り付いていないことを確認 
してください。張り付いたまま作動さ 
せるとワイパーモーターが損傷し、 
故障の原因になります。 

• 積雪などの障害物によりワイパーが途 
中で止まってしまうときは、障害物を 
取り除いてからワイパーを作動させて 
ください。無理に作動させるとワイパ 
ーモーターに負担がかかりが障の原 
因となります。 

• ウォッシャー液を連続して20秒な上 
噴射させないでください。またウォッ 
シャー液が出ないときはウォッシャー 
スイ ッチを作動させないでください。 
モーターに負担がかかり故障の原因と 
なります。 

•寒;令時は、ガラスが暖まるまで、ウォ 
ッシャー液を吹き付けないでくださ 
い。吹き付けられた液が凍結し、視界 
をさまたげることがありますので、た 
にガラス面を暖めてください。 


フロント 

エンジンスイツチ巧 " ON " の位置のと 
き使巧できます。 


〇ワイ パーの 使いかた 

しバーを下げると、フイパー巧作動しま 



MIST 

一時作動 

OFF 

停止 

INT 

間か作動 

LO 

低速作動 

HI 

高速作動 


fe アドバイス _ 

• MIST (-時作動）はレバーを " OFF " 
から押し上げている間、ワイパーがほ 
速作動します。手を離すと " OFF " に 
戻ります。 
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まを運おするにあたつて 

スイツチの巧いかた 


〇ウォッシャー液の噴射 

レバーを 手前に引<ヒウ オッシわ一液 巧 
噴射します。 



堅アドバイス _ 

•フロントウォツシャーを作動させる 
と連動してフロントワイパーがほ速 
作動します。 


リャ 

エンジンスイツチヴ " ON " の位置のと 
き使田できます。 


〇ワイ パーの 使いかた 

スイ'ソチを " ON " の位置に回すと、リわ 
ワイパーび作動します。 

ON 


OFF 


〇ウォツシャー液の噴射 

UP フイパー作動中にウォツシゎ一液を 
噴射ちせるときは、スイツチを " ON " の 
位置な5上側の"ウォツシゎ一液噴射位 
置" I こ回します。 

また、スイ、ソチを " OFF " の位置巧己下 
側の"ウオッシわ一液噴射位置"に回し 
てち噴射します。 




スイッチ 


ウォッシャー液 
噴射位置 
ON 
OFF 

ウオツシヤーお 

噴射位置 
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まを運おするにあたつてにる 

スイツチの巧いかた^ 


リヤウインドゥ 
デフ ォツ ガースイ ツ 


UP ウイツドウガラスの曇りを取るヒ 
きに使巧します。 

▼ 操作方を 

スイッチを押すと作動表示む巧点むし、 

I 」わウインドウ方'ラス巧暖め己れ曇り 
巧取れます。作動を停止するときは、ス 
イッチをちラー度押して<ださい。作動 
表示むも消むします。 


fe アドバイス _ 

• エンジンを止めた状態で長時間使用し 
ないでください。バッテリーあがりの 
原因になります。 

• リヤウインドゥガラス内面を清掃す 
るときは、電熱線を傷付けないでくだ 
さい。 

オートエアコン 装着き 
• スイッチを押すと約15分間作動しま 
す。 



オート エアコン 装着車 
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3 まを運おするにあたつて 

ご I スイツチの巧いかた 


ワイパーデアイサー 
スイツチ 


フ□ントウインドウガラスヒフ□ント 
ワイパーの凍結を防ぎます。 

▼ 操作方を 

スイッチを押すと作動表示む巧点なし、 
フ□ットウインドゥガラス下部巧暖め 
5れます。 

作動を停止するときは、スイッチをもラ 
一度押して<ださい。作動表示むち消む 
します。 



フ□ントフォグランプ 
スイツチ 


夜間の雨、震のよラな天候のときにご利 
巧 < ださい。 

▼ 操作方ま 

車幅む巧点むしているとき、スイッチを 
" ON " I こすると、ベーター巧のフロット 
フォグランプ表示む巧点むし、フ□ント 
フォグランプ巧点なします。 

消口するときは、スイ、ソチを " OFF " に 
して<ださい。フ□ントフオブランプ 
表示むち消むします。 



フ□ントフォグランプスイッチ 


fe アドバイス _ 

• エンジンを止めた状態で長時間使用し 
ないでください。バッテリーあがりの 
原因になります。 

• スイッチを押すと約15分間作動しま 
す。 
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オプション/グレード別装備 


雨や露などで視界好悪いとき、後続車に 
自分の車の存在を巧5だるときにご利用 
<ださい。 

▼ 操作ちま 

ヘッドランプ巧点むしているとき、スイ 
、ソチを 押すとリわフォグランプ表示む 
巧憧色 I こ点むし、 I 」わフォグランプな 
点なします。消むするときは、スイッチ 
をちラー度巧して<ださい。 I 」わフォグ 
ランプ表示むち消むします。 



まを運おするにあたつてにぶ 

スイツチの巧いかた W 

fe アドバイス _ 

• 視界が悪いとき JU 外に使用すると、後 
続まの迷惑になる場合があります。お 
要なとき LU 外は使用しないでくださ 
い。 

•リヤフォグランプが点なしていると 
きに、ヘッドランプを消'’なさせて 
も、ま幅灯が点灯していれば（ライテ 
イングスイッチをの位置にす 
る）、リヤフォグランプは消'なしま 
せん。 

•リヤフォグランプが点’灯していると 
きに、車幅なを消‘なさせると（ライテ 
ィングスイッチを " OFF " の位置にす 
ると）、リヤフォグランプも消'‘なし 
ます。 

•リヤフォグランプが消‘’なしたあと 
に、再度点なさせるためには、リヤ 
フォグランプスイッチの操作が必要 
です。 
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3 まを運おするにあたつて 

ご I スイツチの巧いかた 


ホー ンスイツ 


ハンドルの►〇■マーク周辺部を巧すとぶ一 
ツヴ鳴 U ます。 

fe アドバイス _ 

• 緊急時、非常時 LU 外は、むやみに使用 
しないでください。 
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まを運おするにあたつてにミ! 

運拓装置の巧いかた W 


運拓装置のほいかた 



エンジンをかけるときや才ーデイオを聞 
<ときなどに使巧します。 

A 警告 


•走巧中は、エンジンスイッチにさわ 
らないでください。誤って操作し、エ 
ンジンが停止すると、思わめ事故につ 
ながるおそれがあり危険です。 


A ま意 _ 

•エンジン始動後は、すぐにエンジン 
スイッチから手を離してください。 

" START " の位置にしたままでいる 
と、エンジンを損傷するおそれがあり 
ます。 

•エンジンを止めた状態で、エンジン 
スイッチを " ON " または " ACC " の 
位置にしたまま長時間放置しないでく 
ださい。バッテリーあがりの原因にな 
ります。 


アンテナな5発する電波をアク tz スキー 
ガ感知することによって、エンジンスイ 
ツチの□ツク好解除ちれ、キーの差し化 
み操作なしで、エンジンの始動、停止を 
巧ラことガできます。 

•アク t スキーを所持して作動範囲に 
入ると、エンジンスイツチを 
" LOCK " せら " ACC " の位置に回す 
こと巧できます。 



LOCK 

メインキー、メカこカルキーを抜き 
差しする位置です。ハンドルが□ッ 
クされ、キーレスアクセスの通信を 
開妾台します。 

ACC 

エンジンを止めたまま、才ーディオ 
が聞ける位置です。キーレスアクセ 
スの通信は解除されます。 

ON 

エンジン回転中の位置です。キーレス 
アクセスの通信は解除されます。 

START 

エンジンを始動するときの位置で 
す。手を離すと自動的に "ON" の 
位置に戻ります。 
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S まを運おするにあたつて 

運拓装置の巧いかた 


〇作動範囲 
車室内です。 


作動範囲 



fe アドバイス _ 

•インストルメントパネルの上や中 
(グローブボックス内など）-荷 
室•ドアポケット内など、電波を感 
ミロしない場所があります。 

•まかでもドアやドアハンドルに近付 
きすぎた場合は、エンジン始動が可能 
になることがあります。 


〇エンジンの始動 

/. アク tz スキーを携帯し、運転席に座 
ります。 

之エンジンスイ、ソチを巧します。 

3 . エンジンスイ、ソチを押したまま回し 
ます。 

エンジンスイツチを " ACC " の位置 
I こすると、 t キユリティ表示む巧消 
なします。 

(tZ キユリテイ表示む一 106 ぺージ） 
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まを運おするにあたつてにミ! 

運拓装置の巧いかた W 


fe アドバイス _ 

■エンジンスイッチを押したとき、七 
キュリティ表示灯がミ肖なせず、高速で 
点滅したときは、アクセスキーが作 
動範囲かにある可能性があります。ア 
クセスキーを確認してください。 

■エンジンスイッチを回すときは、必 
ず巧したままゆっくり回してくださ 
い。押してすぐに回すと引っかかるお 
それがあります。 

•エンジンスイッチが " LOCK " から 
" ACC " の位置に軽く回らないとき 
は、ハンドルを左右に動かしながらエ 
ンジンスイッチを回してください。 

• 通信エラーなどでエンジンの始動がで 
きないことがあります。その場合は、 
いったんエンジンスイッチを 
" ACC " の位置に戻してから、巧度始 
動し直してください。 

•アクセスキーによるエンジン停止 
時、エンジンスイッチが " ACC " の 
位置でドアを開けると、ブザー（断続 
音）が鳴り、エンジンスイッチの戻 
しちれを警告します。 


〇メカニカルキーによるエンジンの 

始動 

電ミ也の消耗などじより、アク t つキーで 
エンジンザ始動できない場合、アク t ス 
キーに内蔵ちれているべカニカルキーを 
使用して < ださい。 

(アク t スキーで操作できない場合 
一80ぺージ） 

▼ 操作方ま 

/. アク t ス キー 裏面のスバ ルマーク 
付近をエンジンスイッチ I こ接軸ちせ 
ます。 

之ベカニカルキーをエンジンスイツ 
チのキー挿入□に挿入します。 



fe アドバイス _ 

•キーは確実にエンジンスイッチに差 
し込んで操作してください。 
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まを運おするにあたつて 

運拓装置の巧いかた 


屈 


3エンジンスイツチを押します。 

4 . エンジンスイツチを巧したまま回し 
ます。 



氏 エンジンスイ、ソチを " ACC " の位置 
にすると、 tz キユリティ表示む巧消 
なします。 

(t キユリテイ表示む一 106 ぺージ） 


〇メインキーによるエンジンの 

始動 

アク tz スキーを紛失、または破損したと 
きなど、ベカニカルキーも使用できない 
場合は、巧属のべインキーを使用して< 
ださい。 


▼ 操作方ま 

/. ベイン キーをキー 挿入□に挿入し、 
エンジンスイ、ソチを巧します。 

之エンジンスイ、ソチを押したまま回し 
ます。 

エンジンスイツチを " ACC " の位置 
I こすると、 t キユリティ表示む巧消 
なします。 

(t キユリテイ表示幻■一 106 ぺージ） 
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まを運起するにあたつてにミ! 

運拓装置の巧いかた W 


fe アドバイス _ 

メカニカルキー、メインキーを使用するときは 

•確実にメインキー、またはメカニカ 
J レキーを奥までしっかりと差し込ん 
でください。 

確実にキーが差し込まれていない状態 
でも、エンジンスイッチが回る場合 
があります。この場合、エンジンス 
イッチの位置に関係なく、キーが抜け 
るおそれがあります。 

キーが巧けてしまった場合は、 
" LOCK " 外の位置でキーを差し込 
むことはできませんので、いったん、 
車を交通のさまたげにならない安全な 
場所に停車し、エンジンスイッチを 
" LOCK " の位置まで戻してから、再 
度キーを差し込んでください。 


キーインターロック 

誤操作防止のため、 tZ しクトしバーが固 
しンジ政外のとき(こ、エンジンスイツチ 
が " LOCX " の位置まで回5ないよラにす 
る装置です。 

▼ 操作方法 

エンジン：:^イツチを " ACC " 行ら 
" LOCK " の位置 I こするときは、 tz しクト 
しバーを回しンジじして巧5行います。 

A ま意 _ 

•セレクトレバーが 回 レンジな外で 
も、 " ACC " から左 （" LOCK ") 側 
に回りますが、 " LOCK " 位置の手前 
で止まり、 " LOCK " 位置まで回すこ 
とはでまません。 

また、キーを挿入しているとき、この 
位置 （" LOCK " 位置の手前）では、 
キーをほくことができません。 
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S まを運おするにあたつて 

運拓装置の巧いかた 


イモビライザー機能 

車両の盗難防止のため、アク tz スキーお 

よびべインキーには信号アツテナ巧内蔵 

ちれており、あ己なじめ登録ちれたキー 

じIかではエンジンの始動ができません。 

▼ 操作ちま 

•エンジンスイ'ソチを " ACC " な5 
" LOCK " ①位置にすると、イ t ビラ 
イヴー機能巧作動し、 tz キユリテイ表 
示む巧点滅します。 

( tz キユリテイ表示む一106ぺージ） 

•エンジンスイ’ソチを " LOCK " な5 
" ACC " の位置にすると、イ t ビライ 
ヴー機能巧肖?除ちれ、 tz キユリテイ表 
示むヴ消むします。 

fe アドバイス _ 

• アクセスキー、メインキーに登録さ 
れた信号はキーごとに異なります。 

•メインキーでエンジンの始動、停止 
を行う場合、下記のような状態では、 
車両がキーからの信号を正確に受信で 
きず、エンジンの始動ができない場合 
があります。 

• キーグリップに金属製のリングをの 
せたままのとき 



fe アドバイス _ 

•キーグリップにほかのキーの金属部 
が接しているとき 

X 識 

•キーグリップに金属製の物が接して 
いるとま 



•メインキーがほかの車両のイモビラ 
イザー機能用キー（信号アンテナ内蔵 
の物）と近いとき 



•メインキーがほかの車両のイモビラ 
イザー機能用キー（信号アンテナ内蔵 
の物）と重なっているとき 

xf 
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まを運おするにあたつてにミ! 

運拓装置の巧いかた W 


駐車ブレーキ 


A ま意 _ 

•走行するときは、駐車ブレーキを完全 
に解除してください。また、ブレーキ 
警告‘なが消‘‘なしていることを必ず確認 
してください。 

駐車ブレーキをかけたまま走行する 
と、ブレーキが熱を持ち、ブレーキの 
効きが悪くなったり、思わめ事故につ 
ながるおそれがあります。 

▼なけるとぎ 

•ち足でブしーキペダルを踏みな巧己、 
左足でパーキングペグんをいっぱい 
まで踏み込みます。 

• エンジンつイツチ巧 " ON " の位置の 
ときは、ブしーキ警告むな点むします。 

▼解除するとき 

•ち足でブしーキペダルを踏みな巧己、 
左足でパーキングペグんを踏み込み 
ます。「カチツ」といラ音巧した5パ 
ーキングペグルをゆっ<リ戻します。 

• エンジンスイ、ソチ巧 " ON " の位置の 
ときは、ブしーキ警告む巧消むします。 


A 注意 _ 

• 駐車ブレーキをさらに強くかける必要 
がある場合はブレーキペダルを しつ 
かり踏み、一度駐車ブレーキを解除さ 
せ、完全にパーキングペダルを戻し 
てからもう一度駐車ブレーキをかけ直 
してください。 

•駐車ブレーキをかけるとき、解除する 
ときは必ずペダルの位置を目で確認し 
てから操作してください。 


fe アドバイス _ 

• 駐車ブレーキが完全に解除されていな 
い状態（警告なが点なしている状態） 
で、約 5 km/hU 上で走行すると、警告 
ブザーが鳴ります。 

(ブレーキ警告な一109ぺージ） 


坂道に駐車するとき 

▼ 操作方ま 

坂道 I こ駐車するときは、駐車ブしーキを 
なけるととちじ、 tz しクトしバーを回し 
ツジに入れます。ち己に輪止めちして< 
だちい。 
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S まを運転するにあたつて 

運拓装置の巧いかた 


4 WD ま 

オプション/グレード別装備 


A ま意 



• 4WD 車はどのような所でも走れる万 
能車ではありません。アク七ル、ハン 
ドル、 ブレーキの 操作は 一般の 車と同 
じく慎重に行い、常に安全運転にムが 
けてください。 

また、オフロード走行や、ラリー走行 
を目的とした車ではありません。タイ 
ヤがはまり込むような深い砂地、海 
水、水たまりなどに乗り入れないでく 
ださい。やむを得ず走行したときは、 
走巧後各部を念入りに洗ってくださ 
い。 

• ミ度河などの水中走行はしないでくださ 
い。渡河などの水中走行をすると、エ 
ンストするだけでなく、電装品のシヨ 
ート、エンジンの破損などの重大な車 
両故障につながるおそれがあります。 
万一、水中に浸かってしまったとき 
は、必ずスバル販売店で点検を受けて 
ください。 

• 4WD 車は雪道や水たまりなどの滑り 
やすい路面ですぐれた走行性能を発揮 
しますが、極端な急ブレーキ、急ハン 
ドルはさけて、十分に余裕を持って走 
行してください。 


_フルタイム4 WD システム_ 

fe アドバイス _ 

• フルタイム 4 WD システムは、 2WD 
と4 WD を切り替えるモード切り替え 
スイッチはありません。また 4WD 表 
示灯もありません。 


4 WD 車のタイヤ交换 

4 WD 車は4 つの タイわに駆動力がなかる 

ため、タイわの状態げ車の性能に大きく 

影響します。 

タイわの状態には細/らのミ主意をしてタイ 

わの点検は忘れすIご巧ってくださし、。 

A 注意 _ 

• タイヤはおず指定サイズのタイヤを使 
用してください。指定サイズ 1U 外の夕 
イヤを使用すると安全性を損ない大変 
危険です。 

• タイヤ交換をするときは、4輪とも同 
ーサイズ、同ーメーカー、同一銘柄、 
および同ートレッドパターン（溝模 
様）のタイヤを装着してください。 

• 摩耗差の著しいタイヤは使用しないで 
ください。 


fe アドバイス _ 

•タイヤ空気圧の点検は最低でも月に1 
回行ってください。タイヤの空気圧が 
前輪と後輪で大きく異なるときは、車 
の性能が十分に発揮できません。（夕 
イヤの指定空気圧は運転席側ドア開口 
部に記載しています） 

• タイヤの口ーテーシヨンは5000 km ご 
とに巧ってください。タイヤ間で摩耗 
差があると車の性能が十分に発揮でき 
ません。 

• タイヤチ： L ーンは必ず前輪に装着し 
てください。 
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まを運おするにあたつてにる 
エンジンのかけかた CSbJ 


エンジンのかけかた 


オートマチックま 


エンジン始動の準備 

▼ 操作方を 

/. 駐車ブしーキをなけ、 t しクトしバ 
一巧回しンジ①位置にあることを確 
認します。 

2. ペダル類巧確実に踏め、/\ンドル操 
作巧楽 I こできるよラにシートの位置 
を調整します。 

5アク tz ルペダルおよけブしーキぺ 
ダルをち足で踏み位置を確認します。 



エンジンをかけるとき 

▼ 操作方ま 

/. ブしーキペグルをしつなりと踏みま 
す。 

之ブしーキペダルを踏んだまま、エン 
ジンスイツチを " START " の位置ま 
で回します。 

A ま意 _ 

• エンジン始動時は、必ず運転席に座つ 
てエンジンをかけてください。窓越し 
からエンジンをかけるとまが急に動き 
出すおそれがあり危険です。 

• エンジン;令が水温が化い間は、急激な 
空ぶかし、急加速、高ま走行はしない 
でください。 
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ra まを運おするにあたつて 

^エンジンのかけかた 


fe アドバイス _ 

•バッテリーあがりを防ぐため、エンジ 
ンスイッチを連続して10秒な上 
" START " の位置にしないでくださ 
い。 

• エンジンの始動性を良くするためにラ 
ンプ、リヤウインドゥデフォッガ 
-、ヒーターフアンなどのスイッチ 
は " OFF " にしてください。 

•外気溫が -10° CJ ； l 下のとき、エンジン 
スイッチを " START " 位置にしてから 
エンジンを始動させるまでの時間が長 
くなります。確実に始動させるには、 
かかったと思っても、さらに3抄程 
度、手を離さず " START " の位置で保 
持してください。 

•エンジン始動後は、各警告灯が消‘灯す 
るのを確認してください。（ただしブ 
レーキ警告灯は除きます） 

■エンジン始動後は、自動制御装置のは 
たらきによリエンジン回転が高くなり 
ますが、暖機完了後、自動的にアイド 
リング回転に下がります。 

• アクセスキーを使用してエンジン始 
動する場合、通信エラーなどでエンジ 
ンの始動ができないことがあります。 
そのときは、いったんエンジンスイ 
ツチを " ACC " の位置へ戻してから、 
巧始動してください。 


エンジンを止めるとき 

▼ 操作方ま 

エンジッを止めるときは、アイドリンブ 
回転 I こして巧己エンジンスイ、ソチを 
" ACC " または " LOCK " の位置にします。 
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まを運おするにあたつてにミ! 

オートマチックまの運拓 W 


才ート7チックまの運起 


オー トマチッ 
トランスミツシ 


才ートマチック車は、ギわチェンジやク 
ラッチペダルの操作な5お放ちれ、運転 
は大変楽になりますガ、い<つなの特性 
があ U ます。オートマチック車の運転の 
基本を S 醒し、正し<操作する習慣を身 
に付けて < ださし、。 


才ートマチックまの特性 

〇クリープ現象 

エンジンがなかっているとき、 tz しクト 

しパ’ーザ回、回しンジ Lil 外の位置で、動 

力がつながったが態になりアク t ルぺブ 

ルを踏まな<てちゆっ<リヒ動き化す現 

象のことをいいます。 

fe アドバイス _ 

•停ま中は、平坦路であっても車が動か 
ないように、ブレーキペダルを しっ 
かりと踏み、必要に応じて駐車ブレー 
キをかけてください。 

• エンジン 始動直後や エアコン 作動時な 
ど、自動的に エンジンの 回転が上がり 
(アイドルアップ）、クリープ現を 
が強くなりますので、ブレーキぺダ 
ルはしっかりと踏んでください。 

•巧浦や狭い場所での移動は、クリープ 
現象を利巧し、アクセルペダルを踏 
まずにブレーキ操作のみで速度を調整 
するとスムーズに行えます。 


〇キックダウン 

走巧中にアク t ルペダルを踏み込むと、 
自動的に低速ギわに切り营わり、エッジ 
ンの回お数巧上昇して強<加まちせるこ 
と巧できます。これをキックグウンとい 
し、ます。 

A ま意 _ 

• 滑りやすい路面やカーブ走行中では、 
急激なアクセルペダルの操作はさけ 
てください。車がスリップするおそれ 
があります。 


fe アドバイス _ 

• 追い越しなど強い加速を必要とすると 
きや、高速道路での合流が楽に行えま 
す。 
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にミ]まを運おするにあたつて 

W 才ートマチックまの運拓 


七 レクト レバー 

tz しクトしバーの操作はお実に巧って< 
だちい。 


〇シフトロック装置 
誤操作防止のため、シフト□ック装置ガ 
巧いています。 

▼シフト□ック隅除ちま 
シフト□ックを解除する場合は、エンジ 
ンスイツチを " ON " または " ACC " の 
位置じし、ブしーキペダルを踏むとわし 
クトしバーの操作巧できます。 



•七レクト レバーは ブ レー キペダルを 
踏みながらでないと、回レンジからほ 
かのレンジへは動きません。 

•エンジンスイッチが " LOCK " の位置 
では、ブレーキペダルを踏んでも七 
レクトレバーは回レンジからほかの 
レンジへは動きません。 

•化にセレクトレバーボタンを押した 
状態で、ブレーキペダルを踏むと、 
七レクトレバーが動かない場合があ 
ります。一度ボタンから手を離し、ブ 
レーキペダルを先に踏んでから操作 
してください。 


各シフト位置での上限速度 
A ま意 _ 

• エンジンの回転があがりすぎないよう 
に、上限速度を守って走行してくださ 
い。エンジンが損傷するおそれがあり 
ます。 

•特にシフトダウンを行うときは、上 
限速度を超えることのないように十分 
速度を落としてください。 

各シフト位置での上限速度は下表を参考 
にして < ださし、。 





D 

シフト位置 

L 

2 

0 /D 

0 /D 




OFF 

ON 

2 WD 

55 

100 

155 

— 

4 WD 

45 

95 

145 

— 
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まを運おするにあたつてにミ! 

才ートマチックまの運拓 W 


七 レクト レバーの 操作 


コラムシフト式 
電子制御式4速オートマチック 

トランスたツンヨン 

t しクトしパ'-部には、 tz しクトし A 
一を動かすときに使用する tz しクトしバ 
ーボタンが装着ちれています。 



〇各位置のはたらき 


图レンジ 

駐車するとき、エンジンを始動 
するとき、および キーを おくと 
きの位置 

面レンジ 

車を棲退させるときの位置 
(車が完全に止まってから入れ 
てくださし、） 

圆レンジ 

一時停止などで動力を伝えない 
位置 

回レンジ 

通常の走行をする位置[前進] 

(1 速から4速#まで自動的に変 
速されます） 

回 レンジ 

下り坂走行するときの位置[前進] 
(エンジンブレーキが必要なとき 
の位置） 

正]レンジ 

急な下り坂走行するときの位置[前進] 
(強いエンジンブレーキがか要なと 
きの位置） 


* 才ーパ'-ドライブが OFF のときは3ま 


▼操作をする前 I こ 

A 警告 _ 

•回レンジから回レンジへセレクトレ 
バーを動かすときは、ちがまが動き出 
し思わめ事故につながるおそれがあり 
ますので、 ブレーキ ペダルを踏みな 
がら、セレクトレバーボタンを押し 
て動かしてください。 
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にミ]まを運おするにあたつて 

W 才ートマチックまの運拓 


〇セレクトレバーの動かしかた 



セレクトレバーボタンを巧して 
、 動かしまず。 

An セレクトレバーボタンを巧して 
uV 動かしまず。 

舍> そ®まま動わ、しまず。 


A 警告 _ 

•吟の操作は誤作動を防ぐため、七レク 
トレバーボタンを押さずに動かし 
てください。常にセレクトレバーボ 
タンを押して操作していると、 回. 
回-囚レンジに思いがけず入ることが 
あり、その場合、思わぬ事故につなが 
るおそれがあります。 

• 車が完全に止まらないうちに 回 レンジ 
に入れないでください。また、走行中 
に 画 レンジ、前進走行中に 回 レンジ、 
および後退走行中に ◎•回-因 レンジ 
に入れないでください。トランスミツ 
シヨンに重大な損害をあたえると共 
に、まがコント ロールを 失い おわめ 事 
故につながるおそれがあります。 


A ま意 _ 

•車が完全に止まるまでセレクトレバ 
-は回レンジにしないでください。巧 
理な力がかかりトランスミツシヨンの 
故障の原因となります。 


fe アドバイス _ 

• 走行開始直後でトランスミッション 
オイルの温度が低いとき、3速、4速 
へ自動変速しないことがあります。卜 
ランスミッションオイルの温度が上 
がれば自動変速するようになります。 
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まを運おするにあたつてにミ! 

才ートマチックまの運拓 W 


〇才ーパードライブスイッチ 
通常走行時はスイッチを巧して " ON " の 
状態じしておいて<ださい。4速オート 
7チックトランス5ッションとしてはた 
5き、燃費性能と静肅性を高めます。 
オーバードライブスイッチをちラー度 
巧して " OFF " のが態にすると3ま才一 
卜 7 チック トランス吉ッションとしては 
たらきます。 この場合は、ベーター内の 
0 /D OFF 表示む巧点むします。 

4ま才ートマチックトラ ッスミッション 
に戻すときは、スイッチを " ON " の状態 
にして < ださい。 




] 

ON 

4 速才ートマチック 


n 

OFF 

3速才ートマチック 


fe アドバイス 


•長い坂道を走行するときは、オーバー 
ドライブスイッチを押して " OFF " 状 
態にしてください。 

下り坂ではエンジン ブレーキの 効き 
が良くなり、上り坂では変速回数の少 
ないなめらかな走巧ができます。 
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にミ]まを運おするにあたつて 

W 才ートマチックまの運拓 


運転のしかた 


エンジン始動前 

▼ 操作を巧ラ前じ 

アク tz ルペダルおよ o ' ブ しーキ ペダル 
の位置をち足で確認します。 



A ま意 _ 

•踏み誤りを防ぐため、ブレーキぺダ 
ルは右足で踏む習慣を身に付けてくだ 
さい。左足でのブレーキ操作は思わめ 
事故につながるおそれがあります。 


エンジン始動時 

▼ 操作手順 

/. 駐車ブしーキなななっていることを 
お認します。 

之 t しクトしパー巧回しンジにあるこ 
とを確認します。 

3. ブしーキペグルをしっなりと踏みま 
す。 

4. ブしーキペグルを踏んだまま、エン 
ジンスイ'ソチを " START " の位置 I こ 
します。 
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まを運おするにあたつてにミ! 

才ートマチックまの運拓 W 


発進時 

▼ 操作を巧ラ前じ 

A 警告 _ 

•回レンジから回レンジへセレクトレ 
バーを動かすときは、ちがまが動き出 
し思わめ事故につながるおそれがあり 
ますので、 ブレーキ ペダルを踏みな 
がら、セレクトレバーボタンを巧し 
て動かしてください。 

• アクセルペダルを踏んだままセレク 
トレバーの操作をしないでくださ 
い。急発進して思わぬ事故の原因にな 

_ります。_ 

▼ 操作手順 

/. ブしーキペグルをち足で踏んだまま 
t しクトしバーを前進であれば◎し 
ンジに、状況 I こ応じて回•回しンジ 
に、また後退のときは回しンジに入 
れます。 

么駐車ブしーキを戻したあと、徐々 I こ 
ブしーキペグんけ己足を離し、アク 
t ルペグルをゆつ<りと踏み込み発 
進します。 


A ま意 _ 

• セレクトレバーがどの位置にあるか 
をメーター内のインジケーターで確認 
してください。 

•セレクトレバーが回、圆レンジ LU 外 
の位置にあると、アクセルペダルを 
踏まなくても動こうとする特性を持っ 
ています。（クリープ現象） 

•始動直後およびエアコン使用時は、自 
動的にエンジン回転が高くなり（アイ 
ドルアップ）、動こうとする力が強 
くなります。発進時にセレクトレバ 
-操作をするときはしっかりとブレー 
キを踏んでください。 

• マニュアル 車は発進のスピードを半ク 
ラッチ操作とアク七ル操作を併用して 
調整しますが、オートマチック車では 
アク七ル操作のみで巧いますので、ア 
クセル操作は特に慎重に巧ってくださ 
い。 
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にミ]まを運おするにあたつて 

W 才ートマチックまの運拓 


A ま意 _ 

• 切り返しなどで◎レンジから回レン 
ジ、回レンジから◎レンジと何度も七 
レクトレバー操作をするときは、そ 
のつ どブレーキペダルをしっかり踏 
み、完全に車を止めてから行ってくだ 
さい。 

トランスミッションに負担がかかり故 
障の原因となります。また必ずシフト 
位置も確認してください。 

• 急発進を防ぐために 回 レンジから 回 レ 
ンジ、 画 レンジから◎レンジ、 回 レン 
ジから 回 レンジに七レクトレバー操 
作をするときもブレーキをしっかり踏 
んでから行ってください。 

•坂道発進時などアクセルペダルとブ 
レーキペダルを同時に踏んで発進し 
ないでください。故障の原因となりま 
す。 


fe アドバイス _ 

•七レクトレバーを 回 レンジに入れる 
と 警告 ブザーが鳴り、運転者にセレク 
トレバーが回レンジにあることをミロ 
らせます。 警告 ブザーは車外の人には 
聞こえませんのでを 意 してください。 


▼ 坂道発進する場合 

/. 駐車ブしーキ巧しっなり巧巧ってい 
ることをお認しなな5、 t しクトし 
バーを◎しンジ'に入れます。 

么ち足でアク tz ルペグルをゆっ<り踏 
み、車な動き出す感幽をお認してな 
白、駐車ブしーキを解除し、発進し 
ます。 


走行時 

▼ 操作手順 

/. 通常は◎しンジ'で走行します。 

之強い加ま巧む要な場合は、アク tz ル 
ペダルを踏み込わとギわは自動的に 
低速ギわに切り替わります。（キツ 
クダウン） 

3. 長い下り巧や急な下り坂など、強い 
エンジンブしーキをむ要とする場合 
は、路面が態やスピードに応じて回 
しツジ'、または囚しンジ'に切り菅え 
ます。 

A 警告 _ 

•坂道などでは、セレクトレバーを 
◎ ■回 レンジ、または 因 レンジに入れ 
たまま惰性で後退したり、 回 レンジに 
入れたまま情性で前進することは絶対 
にやめてください。 

エンストを起こし、ブレーキの効きが 
悪くなったり、ハンドルが重くなるな 
ど、思わめ事故や故障の原因となるお 
それがあります。 


A ま意 _ 

• 走行中は 画 レンジに入れないでくださ 
い。エンジンブレーキが全く効かな 
くなり、思わめ事がの原因になりま 
す。 

•走行中に 回 レンジ、また前進走行中に 
回レンジに入れないでください。トラ 
ンスミッションに重大な損傷をあたえ 
る原因となります。 
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まを運おするにあたつてにミ! 

才ートマチックまの運拓 W 


A ま意 _ 

• 上り坂などでスピードを保つために、 
アクセルペダルを踏み込んでいく 
と、意に反してキックダウンし、急 
にエンジン回転数が高くなることがあ 
りますので、急激なアクセルペダル 
の操作はしないでください。 

• 滑りやすい路面やカーブ走行中では、 
急激なアクセルペダルの操作はやめ 
てください。キックダウンにより回 
転が高くなり急加まをするため、スリ 
ップをしたり、カーブを曲がりきれず 
に思わめ事故につながるおそれがあり 
ます。 

•各レンジでの速度は、必ず上限ま度を 
守ってください。 

(各シフト位置での上限速度 
一138ぺージ) 

• 長い下り坂や急な下り坂を◎レンジの 
まま走行するとスピードが出すぎてし 
まうことがあります。 

このようなときに、フットブレーキ 
を使いすぎるとブレーキの効きが悪く 
なるおそれがあります。 

シフトダウンしてエンジンブレーキ 
を併用してください。また、より強い 
エンジンブレーキが必要な場合は、 
因レンジに入れてください。 

•ブレーキペダルに足をのせたまま走 
行しないでください。ブレーキ部品が 
早く摩耗したり、ブレーキが過熱し、 
効きが悪くなるおそれがあります。 


fe アドバイス _ 

•渋浦や狭い場所での移動は、クリープ 
現象を利用し、アク七ルペダルを踏 
まずに、ブレーキ操作のみで速度を調 
整するとスムーズに巧えます。 
•上り坂でスピードを保つために、アク 
セルペダルを踏み込んでいくと、意 
に反してキックダウンし、急にエン 
ジン回転数が高くなることがありま 
す。 

このようなときは、あらかじめ回レン 
ジにしておくと、エンジン回転数の変 
化が少なく、なめらかな走行ができま 
す。 
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にミ]まを運おするにあたつて 

W 才ートマチックまの運拓 


~時停止時 

▼ 操作手順 

/. t しクトしバーは走行位置のままで 
ブしーキペグんをしっけりと踏み続 
けます。 

么停車巧長 a < ときは、ブしーキペグ' 
ルを踏んだままで駐車ブしーキをな 
け、 t しクトしバーを画しンジ'に入 
れます。 

5発進するときは、 t しクトしパーの 
位置を確認したあと、アク tz ルペグ' 
ルをゆっ < りと踏み込みます。 

A 注意 _ 

• 上り坂での停車はクリープ現象で前へ 
進もうとする力よりも車が後退しよう 
とする力の方が大きくなり、車が後退 
することがあります。ブレーキぺダ 
ルを踏み、駐車ブレーキをかけてくだ 
さい。 

•平坦路であっても、停車が長びくとき 
は、必ず駐車ブレーキをかけてくださ 
い。 

• エアコン作動中は自動的にエンジン回 
転が高くなり、急にクリープ現象が強 
くなりますので、特にしっかりとブレ 
ーキペダルを踏んでください。 


後退時 

▼ 操作方ま 

車巧完全に止まってな5ち、ブしーキぺ 

ダルをしっなりと踏み続け、 tz しクトし 

バーを回しンジ' I こ入れます。 

A ま意 _ 

• 後退するときは体をひねった姿勢とな 
るため、ペダルの操作がしにくくなり 
ます。ブレーキ操作が確実にできるよ 
うを意してください。 

• 少し後退したあとなどは 回 レンジに入 
れたことを忘れてしまうことがありま 
す。後退したあとはすぐ 回 レンジに戻 
すよう習慣付けましょう。 

• 切り返しなどで◎レンジから 回 レン 
ジ、回レンジから◎レンジと何度もセ 
レクトレバー操作をするときは、そ 
のつどブレーキペダルをしっかり踏 
み、完全にまを止めてから行ってくだ 
さい。また、シフト位置も忘れずに確 
認してください。 


fe アドバイス _ 

•セレクトレバーを圓レンジに入れる 
と 警告 ブザーが鳴り、運転者にセレク 
トレバーが回レンジにあることを知 
らせます。 警告 ブザーは車外の人には 
聞こえませんのでご注意ください。 
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まを運おするにあたつてにミ! 

才ートマチックまの運拓 W 


駐車時 

▼ 操作手順 

/. 車を完全に止めます。 

么ブしーキペグんを踏んだままで駐車 
ブしーキをなけ、 t しクトしバーを 
回しンジに入れます。 

3. エンジンスイ、ソチを " LOCK " ①位 
置まで回してキーを抜きます。 

A ま意 _ 

• 必ず駐車ブレーキをかけてください。 

• エンジンをかけたままで車から離れな 
いでください。 

•まから離れるときはエンジンスイッ 
チを " LOCK " の位置にしてキーをほ 
いてください。バッテリーあがりの原 
因となります。 

•回レンジではま輪が固定されます。駐 
まするときは必ず回レンジにあること 
を確認してください。 

• まが完全に止まらないうちに回レンジ 
に入れないでください。トランスミッ 
シヨンに負担がかかり故障の原因とな 
ります。 

•キーインターロック装置により、七 
レクトレバーが回レンジ];1外のとき 
は、エンジンスイッチを " LOCK " の 
位置まで回すことができません。 

(キーインターロックー131ぺージ) 
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装備品のほいかた 

まの装備品の巧いかたについて説明しています。 


■ 空調 

7ニユアルエアコン-1已〇 

ブートエアコン-1已7 

プラブマクラスター®-166 

■ 才-ディォ 

ルーフアンテナ-167 


■ 室内装備品 

室内照日月-168 

アク tz サリーソクッ I -170 

カップホルタ''-170 

サンバイヴ-171 

ブ□-ブボックス-172 

ボトルホルタ''-172 

シヨ'ソピンブフック-173 

アシストブ'」'ソプ-173 

シートアングートしイ 

(助手席）-174 

コインボックス-174 

マルチポク、ソ I -175 

tz ンターアームしスト 

ポク'ソト&大型ボックス-175 

コインポク、ソト（運転席）——176 
デ、ソキアングーボックス——176 

カードホルタ''-177 

力ーコ' フック-177 

イルミネーシヨツシステム——178 
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a 装備品の巧いかた 


空調 



オプション/グレード別装備 


室内の;ち暖房、除湿、曇り取りなどを巧ラことガできます。 

コント□-ルバネルの操作により、吹き出し□な5冷風、またはお風が吹き化します。 
▼吹き出し□の位置 



マニュアルエアコンコントロールパネル 



⑤ 温度調整ダイヤル 


③内が気切り曽えダイヤル 
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装偏品の巧いかた 

mm 



〇各ダイヤル/スイツチの使いかた ②ミ品度調整ブイわル 

① 吹き出し□切り营えブイわル 風の吹き出し温度を調整します。 


イラストの方向へ風巧化てきます。風量 
は吹き出し□によって異なります。 



ダイヤル 

♦ ♦ 





吹き出し口 

@ 

® 

贷 

© 

(®) 

© 



() は風量の少ないものを示します。 



▼ 操作方ま 

ダイわルを左ち I こ回して、調整します。 


▼ 操作方る 

グイわルを左ち I こ回して、切り曽えます。 

fe アドバイス 


USE 

WITH 



• このマークはガラスが量ったときに使 
用するみ、哺^の位置で、"外気導入" 
を使用していただくためのものです。 

"内気循環"にすると量りが取れにく 
くなる場合があります。 

• "外気導入"への切り替えは、内外気 
切り替えダイヤルで操作してくださ 
い。 

• このマークの位置でもダイヤルは止ま 
りますが、この位置での使用はおすす 
めできません。ダイヤルはツ、‘ツ、 
んな、 W の位置に合わせて使用して 
ください。 



M401F- 0003609 M411F- 0001144- 


151 













a 装備品の巧いかた 


⑤内外気切り营えグイわル 

内気宿環、外気暮入①切 U 替えを巧いま 

す。 



内気循環 

な 

か 気をしゃ断しているが 
態です。トンネルや渋滿 
など か 気が汚れていると 
きや早く冷暖房したいと 
き、 か 気;思度が高いとき 
の冷房効果を高めたいと 
きにお使いください。 

外気導入 


外気を導入しているが態 
です。通常はこの位置で 
お使いください。 


④風量調整グイわル 

吹き出し□な5①風の強ちを切り誓えま 
す。 

スイッチにより4段階の切り替えができ 
ます。 



▼ 操作方ま 

スイッチを左ち I こ回して、操作します。 

fe アドバイス _ 

• "0" の位置にすると、ファンが停止 
します。 


▼ 操作ちミ去 

ダイわルを左ち I こ回して、切り替えます。 

A 注意 _ 

• "内気循環"を長時間使用しないでく 
ださい。ガラスが曇りやすくなりま 
す。通常は、"外気導入"を使用して 
ください。 

•渋滞に巻き込まれたときや、トンネル 
内は、"内気循環"にして付近の排気 
ガスが室内に入るのを防いでくださ 
い。 

•①のダイヤルが W ’、 與または 硕 のとき 
"内気循環"にしないでください。ガ 
ラスが曇りやすくなります。 
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装偏品の巧いかた 

mm 



⑤ A / C スイツチ 

ち房、除湿機能の作動と停止を巧います。 



▼ 操作方を 

フアン巧'作動中のとき、スイッチを一度 
押すとエアコンび作動し、作動表示む巧 
点むします。 

ちラー度押すとエアコンな停止し、作動 
表示む灯'消むします。 

fe アドバイス _ 

• 停ま時の;令房効まを向上させるため 
に、エンジンアイドリング回転を少 
し高くするアイドルアップ装置が付 
いています。アイドルアップ装置作 
動中の発進、停止時の運転操作にま意 
してください。 

冷房中、一時停止する場合はブレーキ 
ペダルをしっかり踏んでください。 
(オートマチックまの運転一137ページ) 
• 外気;品が0で近くまで下がると、エア 
コンの除湿機能が作動しない場合があ 
ります。 


風向きの調整 

左ちおよび中央の吹き化し□か白の風向 
きの調整を巧ラこと巧できます。 

fe アドバイス _ 

•冷房時、まれに吹き出し口から霧が吹 
き出したように見えることがあります 
が、これは湿った空気が急に;令やされ 
たときに発生するものであり異常では 
ありません。 


〇中央吹き出し □ 

▼ 操作方ま 

タブを動けして調整します。 
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装備品の巧いかた 

Ml 


〇左右かき出し □ 

▼ 操作方を 

カバーを動けして調整します。 

カバーを一番下まで動なすと、吹き化し 
□を閉めることなできます。 



マニュアルエアコンの使いかた 

代表的な使用例におけるブイわル、スイ 
、ソチの t 、 ソト位置を説巧します。 

〇通常の;令房 

室内をおやしたいときに使巧します。 


⑥④② 



吹き化し□を開けるときは、<ぼみ部分 
を巧します。 



①ク ④ お好みの位置 

③ ほ温側 ⑥ ON 

③列気導入 

fe アドバイス _ 

急速にを房したいときは 
• @のダイヤルを最低温に、感のダイヤ 
ルを"内気循環"に、感のスイッチを 
作動させてください。 

ただし"内気循環"で長時間使用する 
と車内の空気が巧れます。換気のため 
ときどき"外気導入"にしてくださ 
し、。 

冷えてきたら®のダイヤルを高温側に 
回し、お好みの温度に調整してくださ 
い。 

ま内の温度が高いときは 
• 駐車のあと車内の温度が高いときは、 
窓を開けて熱気を逃がしてからェアコ 
ンを作動させてください。 
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装偏品の巧いかた 

mm 



〇通常の暖房 

室内を暖めたいときに使用します。 



の* 一‘ ® お好みの位置 

霞 高温側 ⑥ OFF 

感 列気導入 

fe アドバイス _ 

急速に暖房したいときは 
• 感のダイヤルを最高温に、感のダイヤ 
ルを"内気循環"にしてください。 
ただし"内気循環"で長時間使用する 
と、ガラスが曇りやすくなりますので 
一時的にご使用ください。 

暖かくなってきたら®のダイヤルを低 
温側に回し、お好みの温度に調整して 
ください。 


〇ガラスの曇りを取るとき 


寒冷時や、雨のときなどガラスげ曇った 
ときに使巧します。 



①而^ ® お好みの位置 

® お好みの位置 (DON 
® 外気導入 

A ま意 _ 

• ②のダイヤルを最低ミ品にしないでくだ 
さい。を風がガラスに当たるとガラス 
の外側が量ることがあります。 


fe アドバイス _ 

•外気温が0で近くまで下がると、エア 
コンの除湿機能が作動しない場合があ 
ります。 

•①のダイヤルを與にすると、曇り取り 
と同時に足元にも送風されます。 
•フロントドアウインドゥの曇りを取 
るときは、左右の吹き出し口をドア 
ウインドゥに向けてください。 

外気が巧れているときは 
•一時的に®のダイヤルを"内気循環" 
にしてください。 

より早くガラスの曇りを取る場合 
•ガラスの曇りを取る操作と併せて、下 
記の操作を巧います。 

•感のスイッチを操作して、風量を増す 
•@のダイヤルを操作して、設定温度を 
上げる 
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装備品の巧いかた 

Ml 


〇除湿暖房するとき（曇り止め） 

雨の曰など湿気がを<、ガラスが曇 U や 
すいときに使用します。 


〇換気するとき 

暮入されたか気が中央および左ちの吹き 
出し□か己吹き化します。 








①*パ’ ® お好みの位置 

霞お好みの位置 (DON 
感列気導入 


①ツ ® お好みの位置 

® お好みの位置 ⑥ OFF 
® 列気導入 


fe アドバイス _ 

• 外気;品が0で近くまで下がると、エア 
コンの除湿機能が作動しない場合があ 
ります。 
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装備品の巧いかた 

mm 




オプション/グレード別装備 


室巧の冷暖房、除湿、曇り取りなどを巧ラことげできます。 

コント□ールパ^ルの操作じより、吹き出し□な5冷風、または温風げ吹き出します。 


▼吹き出し□の位置 




才ートエアコンコント□—ルパネル 


® 風量調整ダイヤル—— 

霞フ□ントデフ□スター 
スイッチ 


©MODE スイッチ 

(のを出し口切り曾え用) 


⑦ A/C スイッチ 




® OFF スイッチ 
③溫度調整ダイヤル 


④ AUTO スイッチ 


® 巧粉、除去スイッチ 
⑥ 内が気切り曾えスイッチ 
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装備品の巧いかた 

Ml 


〇各ダイヤル/スイツチの使いかた 
① MODE (吹き出し□切り营え用） 

スイツチ 

吹き出し□を選択します。 

選択ちれた吹き出し□が表示部に表示ち 
れます。 

選択ちれた表示のちへ風ヴ化てきます。 

風量は吹き出し□によって異なります。 



表示 

吟 ■ 


* バ 

辟 

巧き出し口 


® 

贷 

© 

(®) 

贷 


() は風量の少ないものを示します。 

▼ 操作方を 

スイッチを押すごと I こ、吹き化し□が 
「ツ ー•ジー*パーみ」の順 I こ切り替わりま 
す。 


②フ□ツトデフ□スタースイ、ソチ 
ガラスの曇りを取ります。 



▼ 操作方ま 

スイッチを押すと作動し、作動表示む巧 
点むします。 

ちラー度巧すと元の状態 I こ戻り、作動表 
示むな消むします。 

•フアン 巧停止中のとき、スイツチを押 
すと、 フアン 巧自動的 I こ作動します。 

• エアコン巧自動的に " ON " になります。 

A 警告 _ 

• 湿度が高いときにエアコンを作動させ 
ている場合は、フロントデフロスタ 
-スイッチを巧さないでください。 
外気とウインドゥのミ品度差でウインド 
ゥ外側表面が曇り、視界をさまたげる 
場合があります。 
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装偏品の巧いかた 

mm 



③ 温度調整ブイわル 
室内の温度を調整します。 

設定温度が表示部に表示ちれます。 



グイわルを左ちじ回して、調整します。 

堅アドバイス _ 

• 設定;品度を18で〜32での間で調整す 
ることができます。最大を房にすると 
" L 0" 、最大暖房にすると" HI " の表 
示になります。 


④ AUTO スイツチ 

スイッチを押すと、吹き出し□の位置と 
風量が自動的に調整ちれ、エアコン巧 
" ON " になります。 



▼ 操作方ま 

スイ’ソチを押すと " ON " になります。 

• 作動表示む巧点むしている状態巧 
" ON " 

• 作動表示な巧消むしている状態巧 
" OFF " 

fe アドバイス _ 

• AUTO スイッチが " ON " のときは、下 
記のようになります。 

•かき出し口、または風量を手動で調整 
すると、作動表示灯が消'灯しますが、 
調整した機能な外は自動調整のままと 
なります。すべての機能を自動調整に 
戻すときは、再度 AUTO スイッチを押 
してください。 

•かき出し口が•ツまたは•パで、を場な 
どのぎいときには、温風の準備が出巧 
るまで、中央、左右、足元吹き出し口 
から風は出ません。 

•かき出し口がツまたは•ツで、夏場な 
どの暑いときには、：令風の準備ができ 
るまで、数秒間ファンが"弱"で作動 
します。 
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装備品の巧いかた 

Ml 


⑥内外気切り营えスイッチ 

内気宿環、外気暮入①切 U 替えを巧いま 

す。 


⑥風量調整グイわル 

吹き出し□な5の風の強ちを調整します。 
風量巧表示部に表示ちれます。 



• 内気宿環 

か気をしや断している状態です。トン 
ネ J レや巧蒲など外気ザ巧れているとき 
や早<ち暖房したいとき、外気温度好 
高いときの)ち房効果を高めたいときに 
お使い < ださい。 

• 外気暮入 

外気を暮入しているが態です。通常は 
この位置でお使い < ださい。 


▼調整方ま 

ダイわルを左ち I こ回して、調整します。 
フアンを停止ちせたいときは、〇厅スイ 
ツチを押します。 


▼ 操作方を 

スイッチを押して内気循環、外気導入を 

切り營えます。 

• 作動表示む巧点むしている状態巧'"内 
気循環" 

• 作動表示む巧消むしている状態巧"外 
気暮入" 

A ま意 _ 

• "内気循環"を長時間使用しないでく 
ださい。ガラスが量りやすくなりま 
す。ほ常は、"外気導入"を使用して 
ください。 

•巧浦に卷き込まれたときや、トンネル 
内は、内外気切り替えスイッチを"巧 
気循環"にして付巧の排気ガスが室内 
に乂るのを防いでください。 

•設定;互度や室内ミ品度などにより、自動 
的に"内気循環"または"外気導入" 
へ切り替わることがあります。 
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装備品の巧いかた 

mm 



⑦ A / C スイツチ ⑧ OFF スイツチ 

冷房、除湿機能の作動と停止を巧います。空調機能の停止を巧います。 



▼ 操作方を ▼ 操作方ま 

フアン巧'作動中のとき、スイッチを一度 スイ’ソチを押します。 
押すとエアコンび作動し、作動表示む巧 
点むします。 

• 作動中は、表示部じ " A / C " ヴ表示ち 
れます。 

fe アドバイス _ 

• 停ま時の;令房効まを向上させるため 
に、エンジンアイドリング回転を少 
し高くするアイドルアップ装置が付 
いています。アイドルアップ装置作 
動中の発進、停止時の運転操作にま意 
してください。 

冷房中、一時停止する場合はブレーキ 
ペダルをしっかり踏んでください。 

(オートマチックまの運転一137ページ） 

• 外気;品が0で近くまで下がると、エア 
コンの除湿機能が作動しない場合があ 
ります。 
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a 装備品の巧いかた 


⑨巧粉除去スイッチ 

中央、運転席側、助ま席側吹き出し□な 
5フイルターを通ったきれいな風を顔の 
周辺に送風し、乗降時やドアガラスを開 
けて走巧したときなどに車に入った巧粉 
を早期に除去します。 



▼ 操作方を 

エンジンスイ、ソチ巧 " ON " の位置のと 
き、スイ、ソチを一度押すと巧粉除去 t 一 
ドじなり、作動表示む巧点むします。 

ちラー度押すと花粉除去 t ー ドの作動は 
停止し、作動表示むび消むします。 
fe アドバイス _ 

•ま内の巧粉が除ちされると、自動的に 
花粉除去モードの作動は停止されま 
す。（通常は約3分後、外気温がほい 
ときは、約1分後に巧粉除モモードの 
作動は停止されます） 

•花粉除モスイッチを押すと、下記のよ 
うに作動します。 

• ファンが作動します。 

• "内気循環"に切り替わります。（外 
気;品がほいときは、切り替わりませ 
ん） 

•かき出し口はジに切り替わります。 

• 雨天時に花粉除モスイッチを押すと、 
ガラスが量ることがあります。そのと 
きは、フロントデフ ロスター スイツ 
チを押してください。 

• 巧粉除モモードの作動が停止されてい 
るが態でも、フィルターを通ったきれ 
いな風が送風されます。 


風向きの調整 

左ちおよび中央の吹き化し□か白の風向 
きの調整を巧ラこと巧できます。 

fe アドバイス _ 

• ;令房時、まれに吹き出し口から霧が吹 
き出したように見えることがあります 
が、これは湿った空気が急に;令やされ 
たときに発生するものであり異常では 
ありません。 


〇中央吹き出し口 

▼ 操作方ま 

タブを動灯して調整します。 
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装備品の巧いかた 

mm 



〇左右かき出し □ 

▼ 操作方を 

カバーを動けして調整します。 

カバーを一番下まで動なすと、吹き化し 
□を閉めることなできます。 



吹き化し□を開けるときは、<ぼみ部分 
を巧します。 



才ートエアコンの使いかた 

代表的な使用例におけるブイわル、スイ 
、ソチの t 、 ソト位置を説巧します。 

〇通常の使いかた 

室内温度を一定に保ちたいときに使用し 
ます。 


①② ⑥④ 



③ お巧みの位置⑦操作不要 

④ ON ⑥操作不要 

⑨ OFF 
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装備品の巧いかた 

Ml 


fe アドバイス _ 

•④のスイッチを " ON " にすることによ 
り、状況に応じて①のスイッチが最適 
な状態に自動的に選択されます。 

急まじ;令房したいときは 
•①のスイッチをジに、③のダイヤルを 
ほ温側に、⑥のスイッチを"内気循 
環"に、⑦のスイッチを作動させてく 
ださい。ただし"内気循環"で長時間 
使用すると車内の空気が巧れます。換 
気のためときどき"外気導入"にして 
ください。：令えてきたら④のスイッチ 
を " ON " にして、③のダイヤルを高温 
側に回しお好みのお度に調整してくだ 
さい。 

急速に暖房したいときは 
•①のスイッチを*パに、③のダイヤルを 
高温側に、⑥のスイッチを"内気循 
環"にしてください。ただし"内気循 
環"で長時間使用すると、ガラスが量 
りやすくなりますので一時的にご使用 
ください。暖かくなってきたら④のス 
イッチを " ON " にして、③のダイヤル 
をな;品側に回しお好みのミ品度に調整し 
てください。 


〇ガラスの曇りを取るとき 

寒を時や、雨のときなどガラスヴ量った 

ときに使巧します。 



① 操作不要 ⑥ 操作不要（巧気導入） 

② ON ⑥ お好みの位置 

③ お巧みの位置 ⑦ 操作不要 

® OFF ⑧ 操作不要 

⑨ OFF 

A ま意 _ 

• ③のダイヤルを最低ミ品にしないでくだ 
さい。：令風がガラスに当たるとガラス 
の外側が量ることがあります。 


fe アドバイス _ 

•外気温が0で巧くまで下がると、エア 
コンの除湿機能が作動しない場合があ 
ります。 

•フロントドアウインドゥの曇りを取 
るときは、左右の吹き出し口をドア 
ウインドゥに向けてください。 

外気が巧れているときは 

•一時的に"内気循環"にしてくださ 
い。 

より早く ガラスの 曇りを取る場合 

•ガラスの曇りを取る操作と併せて、下 
記の操作を巧います。 

• 感のダイヤルを操作して、風量を増す 
•感のダイヤルを操作して、設定温度を 
上げる 
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装備品の巧いかた 

mm 



〇換気するとき 

曇入された外気が中央およ左ちの吹き 
出し□な5吹き出します。 


①③ ⑥④ 



①ツ ⑥外気導入 

⑨ OFF CD お好みの位置 

③ お好みの位置 ③ OFF 

④ OFF ® 操作不要 

® OFF 


温度調節センサー 

才ートエアコンじは、自動的に温度調節 
を巧ラためじ、曰射 tz ンサーと内気 tz ン 
ヴーげ取り付け5れています。 

fe アドバイス _ 

• 日射七ンサーの上に物を置いたり、内 
気センサーをシールなどでふさぐなど 
すると、センサーが正常に作動しなく 
なることがあります。 


〇日射七ンサー 
日射量を検知します。 

インストルベントパネル上部に取り付け 
5れています 



〇内気センサー 
室内温度を検巧します。 

インストルベントパネル中央部（運転席 
側）に取り巧け5れています。 
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装備品の巧いかた 

Ml 


プラズマクラスター®* 


オート エアコン 装着ま 
運転席ち側の吹き出し□な己の送風にプ 
ラブマクラスターイオン®を含ませ、車 
巧の空気質を整えます。 

▼ 作動条件 

フアン巧'作動中、下記の条件で効果を発 
揮します。 

• 吹き化し□切り曽えスイッチをッまた 
は•ッ①位置じする 

• 運転席ち側の吹き化し□巧開いている 
とぎ 

▼ 操作方を 

フアン巧作動すると、自動的 I こプラブマ 
クラスター好作動します。 

•クリーン亡ード、イオンコント□一 
ル亡ード巧自動的に切り營わります。 
• エアコン表示部 I こ t ー ド巧表示ちれま 
す。 



▼ 作動停止 

OFF スイッチを押します。 


A 警告 _ 

•プラズマクラスターイオン発生器は 
高電圧を利用しています。危険ですの 
で、修理などは必ずスバル販売店にご 
相談ください。 


A ま意 _ 

•運転席右側の吹き出し口には、スプレ 
一（洗;争剤、整髪料など）の噴霧、ま 
たは棒などの異物を挿入しないでくだ 
さい。故障の原因となります。 

• 運転席右側の吹き出し口付巧に巧れが 
付着することがあります。この場合 
は、フアンを OFF にしてから清掃して 
ください。 


fe アドバイス _ 

•プラズマクラスターイオン発生器作 
動時には、微少な作動音が発生する場 
合がありますが、これはプラズマクラ 
スターイオン生成時に電子が電極に 
衝突する際に発生するもので、故障の 
原因ではありません。 


▼クリーン亡ード ( CLEAN ) 

同量のプラスイオンと7イナスイオン 
を放出して、車内に澤遊するカビ菌①活 
動を巧制します。 

▼イオンコント□-ル t - ド （ ION ) 
マイナスイオンの比率を高<放出して、 
空気中のイオンバランスを整えます。 


「プラブマクラスター」-「プラブマクラス 
夕ーイオツ」.「円 asmacluster」 はシわープ 
株式会社の商標です。 
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装偏品の巧いかた 

才-デイオ 



オーディオ 


ルーフアンテナ 


アンテナは、倒すことと取り外しげでき 
ます。 

▼剧しなた 



▼取り外し、取り付け 

アンテナを回して行います。取り付けは 
しつなりと固定させてくだちい。 



A ま意 _ 

• アンテナは横方向への調整はできませ 
ん。 

•下記のようなときは、アンテナを取り 
外してください。破損したり、変形し 
たりする場合があります。 

• 自動洗車機を使用するとき 
•ボディカバーをかけるとき 
• 降雪時に長時間駐車するとき 

• 立体駐車場など屋おの低いガレージな 
どに入れるときは、アンテナを倒して 
ください。 

• 洗車時などアンテナを取り外したとき 
は、アンテナを紛失しないようにま意 
してください。また、走巧前には必ず 
アンテナを元どおりに取り付けてくだ 
さい。 
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装備品の巧いかた 

ま巧装備品 


室巧装備品 



スイッチの位置によって、点む、消むの 
切 U 营えができます。 

▼スイッチヴ " ON " のとき 
ドアの開閉に関係な<点むします。 

▼スイッチヴ " OFF " のとき 

ドアの開閉に関係な<消むします。 

▼スイッチヴ " DOOR " のとき 

ドア連動機能じより、点む•消むします。 

(ドアま動機能一169ページ） 



フロントマップランプ 


運起席、助ま席のず元を照己すときに使 
用します。 

▼ 操作方を 

フ□ントマップランプを押し込わと点 
むします。 

ちラー度押し込むと消むします。 


力ーゴルームランプ 


ドアの開閉と連動して点む-消むします。 
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装備品の巧いかた 

室巧装備品 



ドア連動機能 

•室内照日月（ルームランプは、スイツ 
チが " DOOR " のとき）は、ドア連動 
機能により、点む-消打します。 
•イル5は、 エン ジツスイツチが 
" LOCK " ①位置のとき、ドア連動機 
能じより、点む•消むします。 


〇タイマー機能* 

▼ ドアの開閉 


ドア 

エンジンスィッチ 

室内照明 

イルミ 

全開 


消灯 

いずれか開 


点灯 

いずれか開 

ON 

点な 

すぐに消灯 

— 

全閉 

ON なか 

点打 
i 

約15抄後消灯 


▼ ドアの施結-お結 

エンジツスイツチ巧 " LOCK " の位置で、 
すべてのドアが閉まっているとき、下記 
①作動にな U ます。 


運転席 

ドアロック 

室内照明 

イルミ 

解錠 

点灯 

施錠 

減光し、その後消灯 

施錠 

消灯 

解錠 

約15秒間点灯 


▼エンジンスイツチの操作 

すべてのドア好閉まっているとき、下記 

の作動にな U ます。 


エンジンスイッチ 

室内照明 

イルミ 

ACC 

点灯 


1 

ON 

すぐに消灯 


ON 

消灯 

LOCK にしてキ-を巧く A 

約15巧間点灯 


* 2巧た i 内に斤ってください。 


〇バッテリーあがり防止機能 
バッテリーあガリ防止のため、自動的に 
室内照明-イル5を消むする機能です。 

•エンジンスイ、ソチ巧 " LOCK " または 
" ACC " (イルミは " LOCK ") の位 
置で、ドアを開けたまま約10分巧経 
過すると、自動的に消なします。 

•再度、点むちせるには、すべてのドア 
を閉める巧、エンジンスイッチを 
" ON " (イルミは " ACC ") の位置 I こ 
して <だちし、。 


実際には、い<つなの条件な同時1こ成立する 
こと I こより、表中の作動と異なることなあり 
ます。 
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装備品の巧いかた 

ま巧装備品 


アク七サリーソケッ 




ップホルダー 


電化製品の電源巧ソクットとして利巧す ▼症巧するときは 

ることができます。 ず前じ引き出して使用します。 


▼ 使用方を 

カバーを外し、電化製品の電源プラグを 
差し込んで使用します。 



A ま意 _ 

• 電気容量は、 DC 12 V で最大電流 10 A 
(最大消‘費電力 120 W ) です。 この 容 
量]; I 上の電化製品を使用しないでくだ 
さい。最大電気容量を超える電化製品 
を使用すると、ヒューズが切れるおそ 
れがあります。 

• エンジンを停止した状態で使用しない 
でください。バッテリーあがりのおそ 
れがあります。また、エンジンがかか 
っていても、アイドリング状態で長時 
間使用すると、バッテリーがあがるこ 
とがあります。 

•アクセサリーソケットを使用しない 
ときは、カバーを閉めておいてくださ 
い。異物がソケットに入ったり、飲料 
水などがかかったりすると、故障した 
り、 シヨー トするおそれがあります。 



A ま意 _ 

•使用しないときは、カップホルダー 
を必ず収納して ください。 急ブレーキ 
などの激しい運転の際に、カップホ 
ルダーに体が当たるなど、思わめけが 
をするおそれがあります。 

• やけどを防ぐためにミ品かい飲み物には 
フタをしてください。 

•カップホルダーには、カップや飲料 
ち 1 U 外の物を置かないでください。急 
ブレーキを かけたときや、衝突したと 
きなどに置いていた物が飛び出し、け 
がをするおそれがあります。 

また、下記のような異物が入ると、力 
ップホルダーの開閉機構が損傷する 
おそれがあります。 

•の楊枝-ヘアピン等の小さいもの、細 
かいもの 
• タバコの灰 
• 芳香剤の液体 

• ジュースをこぼしたときは、ただちにふ 
き取ってください。カップホルダー開 
閉機構が損傷するおそれがあります。 


fe アドバイス _ 

• カップ ホルダーに 宙 ジュース などを 
置いているとき、振動で中身がこぼれ 
るおそれがあります。注意してくださ 
い。 
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装備品の巧いかた E 



室巧装備品1 

圖 

サンバイザー 

1 

チケット ホルダー 


直射日光などでまぶしいときに使用しま 
す。側面に移動ちせて使田することちで 
ぎます。 

▼使用するときは 

國中の矢印の方向 I こ動なします。 



fe アドバイス _ 

•サンバイザーと天井の間に物を挟ま 
ないでください。発進時などに物が落 
ちるおそれがあり危険です。 


チクツト類を収納することができます。 



fe アドバイス _ 

• チケットホルダーにチケット類 LU 外 
の物を入れないでください。発進時な 
どに物が落ちるおそれがあり、危険で 
す。 


バニテイミラー 

鏡として使用できます。 


▼使用方ま 

カバ'一を矢印!の方向 I ご：^ライドちせます。 



A 注意 _ 

•走行中は使用しないでください。思わ 
ぬ事故につながるおそれがあります。 
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装備品の巧いかた 

ま巧装備品 


グ□—ブボックス 


物入れとして利巧できます。 

▼ 開閉方ま 

• タブを引いて開けます。 

• 閉めるときはそのまま閉めます。 



A 注意 _ 

•走行中はグローブボックスを必ず閑 
めておいてください。急ブレーキなど 
の激しい運転の際に開いたカバーに体 
が当たるなど思わぬけがをするおそれ 
があります。 


トルホルター 


ペットボトルなどを置 < ときに便利です。 
フ□ントドア•リわドアにあります。 



fe アドバイス _ 

• 飲み物が入った栓をすることができな 
い容器（ちやカップなど）を入れない 
でください。また、飲み物が入ったま 
ま栓をしていないペットボトルを入 
れないでください。 

ブレーキ時に、飲み物がこぼれるおそ 
れがあります。 
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装偏品の巧いかた 

き巧装備品 



ッピング 



アシス 


軽量の荷物や、袋をなけてお<のに便利 

fe アドバイス _ 

•特に重たい物や、大きな物をシヨッピ 
ングフックにかけないでください。 
(最大荷重量約3 kg) 

フックが巧れたり、走行中に外れたり 

_するおそれがあります。_ 

▼使用ちま 

• フックの下部を押ちえ、反転ちせて使 
用します。 

• 元 I こ戻すときは、そのまま反転ちせフ 
、ソク格納して <だちい。 



走行中、車体ヴゆれたときなどにご使用 
<ださい。 



fe アドバイス _ 

• 特に重たい物や、大きな物をアシスト 
グリップにかけないでください。アシ 
ストグリップが巧れたり、走行中に 
外れたりするおそれがあります。 
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装備品の巧いかた 

ま巧装備品 


シートアンタートレイ 
(巧手席） 


か物入れとして利用できます。 

▼ 使用方を 

卜しイをみし上 I こ上げてな己引き化して 
使用します。 


インボックス 


小物入れとして利巧できます。 
▼使用するときは 
手前 I こ引き出し使用します。 
▼取り外すときは 
そのまま引き扳きます。 



A 注意 _ 

•走巧中に引き出し、戻し操作をしない 
でください。思わぬ事故につながるお 
それがあります。 

• 走行時はトレイを一番奥まで確実に戻 
してください。 

•重さが約 I . OkgJU 上ある物を入れると 
急ブレーキをかけたときなどに飛び出 
すおそれがあります。 


A ま意 



•コインボックスは灰皿ではありませ 
ん。タバコの灰を落としたり、吸いが 
らや火のついたマッチなどを入れない 
でください。 
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装偏品の巧いかた 

き巧装備品 



マルチポケツ 


助ま席の背当ての後5側にあ U ます。 

箱入 U ティッシュ（薄型）などを入れて 
お < ことができます。 

▼箱入りティッシュ（募型）を入れる揚合 
/. 上のファスナーを開けて、箱入りテ 
ィッシュ を入れます。 

2 . 下①フアスナーを開けて、テイ、ソシ 
ュを 取り化します。 



堅アドバイス _ 

• 食べ物や飲み物を入れなぃでくださ 
い。 


七 ン ターアーム レスト 
ポケット&大型ボックス 


フ□ツトシートの大型アームしストを 
倒すと、小物入れとして利巧できます。 

▼ 使巧方ま 

/. アームしストを倒します。 

(大型アームしストー39ぺージ） 
之大型ボックスはタブをつまんで、上 
に開けます。 



堅アドバイス _ 

•センターアームレストポケットに 
物を入れているとき、シートのリクラ 
イニング調整やスライド調整を行うと 
アームレストも同時に動きますの 
で、中に入れている物が落ちる場合が 
あります。を意してください。 
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装備品の巧いかた 

ま巧装備品 


インポケット（運転席) 


小物入れとして利用できます。 

▼ 開閉方ま 

• 、ソマ ミを押す と 開きます。 

• 閉めるときはそのまま閉めます。 



A 注意 _ 

•走行中はコインポケットを必ず閉め 
ておいてください。急ブレーキなどの 
激しい運転の際に開いたフタに体が当 
たるなど思わぬけがをするおそれがあ 
ります。 


^ッキアンダーボックス 


収納スペースとして利田できます。 

また、ジゎッキ、工具など①巧納場巧に 
なっています。 

アンダーボックスは取り外すこと巧でき、 
デッキアングーボックスの下側にスぺ 
アタイわを巧納しています。 

(巧納場所一182ページ） 


fe アドバイス 



▼ 拒用ちま 

ストラップを引いて、後（下）側デ、ソキ 
ボードを持ち上げて使用します。 



A ま意 _ 

•ラゲージルームでの作業時は、リヤ 
シートをスライドさせないでくださ 
い。手を挟むなどけがをするおそれが 
あります。 


176 


M401F- 0003609 M411F- 0001144- 






















装偏品の巧いかた 

き巧装備品 



—ドホルター 


力ード類を収納することザできます。 
運転席インストルベントパネルち側にあ 
U ます。 




ラヴージ ルー ムにあります。 

ネットや□-プ（別売）を使用して、荷 
物を固定することができます。 



A ま意 _ 

•力ーゴフックを使用しないときは、 
格納しておいてください。指を巧むな 
どして思わめけがをするおそれがあり 
ます。 


fe アドバイス _ 

• 力ーゴフックは4力所あります。 
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装備品の巧いかた 

ま巧装備品 


イルミネーシヨンシステム 


オプション/グレード別装備 



〇イルミネーシヨンスイッチ 



スイツチを押すヒイル5な点む巧能状態 
I こなり、ちラー度押すとイん5は点むし 
ないが態になります。 


〇イルミの点灯-消'灯 

•エンジン スイ、ソチを " LOCK " な己 
" ACC " の位置にすると点なし、 エン 
ジン スイ’ソチを " ACC " な5 
" LOCK " の位置にすると消むします。 
•エンジン スイ、ソチ巧 " LOCK " の位置 
のときは、ドア連動機能 I こより、点 
む-消むします。 

(ドア連動機能一169ページ） 
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MEMO 
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MEMO 
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いざといラとまに 

ま載工具の巧いかたや、車を運拉するラえで 
いざといラときの処置の方法について 
説明しています。 


■ 工具類_ 

格納場戸斤-182 

ジわ、ソキの使いなた-183 


■ いざといラときの処置 


エンジン巧なな己ないとき-186 

故障したとぎ-186 

けん弓 I -188 

パンクしたとき-190 

応急用スペアタイわ-191 

タイわ交換-192 

バッテリーあ巧りのの置-196 

ブーパ'—ヒートの赃置-198 

ヒューブ①交換-199 

電球（バルブ）交換-202 

キー①電池交換-217 

キーを閉じ込めたとき-219 

事故巧起きたとき-219 
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S いざといラとぎに 

工具類 


巧納場所 



工具は上國のよラに工具袋に格納し、ブラクットの中にしっかりと固定ちれるまで（け 
ん引フックのネジ部ガブラクットに通るまで）巧しのんで<ださし、。 

A ま意 _ 

•応急用スペアタイヤ、ジャッキ、工具は所定の位置にしっかり固定してください。 
室内などにが置すると、急ブレーキ時などに工具が体に当たるなど、大変危険です。 
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いざといラとをに 



ジャッキの使いかた 


A 警告 _ 

• ジャッキアップした車の下には絶が 
にもぐらないでください。万ージャッ 
キが外れると大変危険です。 

•ジャッキアップするときはジャッキ 
の上や下に物を挟まないでください。 

•ジャッキアップするときは、必ず、 
駐車 ブレーキを かけ、 七 レクトレバ 
-を回レンジに入れて、輪止めをして 
ください。車が動き出すおそれがあり 
危険です。 

• ジャッキは砂や石ころのない安定した 
平らなかたい場所を選んで七ットして 
ください。ジャッキアップしたと 
き、車が動き思わぬ事故につながるお 
それがあります。 

•車に備え付けのジャッキは、タイヤの 
交換およびタイヤチ:!:ーンの脱着 LU 
外には使用しないでください。 

•ジャッキアップするときは、交換す 
るタイヤと対角線上にあるタイヤの前 
後に輪止めをしてください。 

•ジャッキは、七ット位置 LU 外にかけな 
いでください。外れたり、車を損傷す 
るおそれがあります。 

• ジャッキアップするときは、人や荷 
物を車から降ろしてください。 

•ジャッキは、伸ばすほど不安定になり 
ます。タイヤが地面から 3 crnLU 上離れ 
ないようにしてください。 

• ジャッキアップしているときは、エ 
ンジンをかけないでください。 

•タイヤのローテーション時などに、車 
載のジャッキを用いて、両車輪同時に 
上げるようなことはしないでくださ 
い。接地しているタイヤが動き、車体 
がずれるおそれがあります。 


A ま意 _ 

•まに備え付けのジャッキは、お客様の 
お車専用です。ほかの車に使用した 
り、ほかのまのジャッキをお客様のお 
車に使用しないでください。まを損傷 
したり、思わぬ事故につながるおそれ 
があります。 


ジャッキを七ットする位置 

ジわッキはむす'ジわ、ソキ tz ット位置に tz 
ットして < だちし、。 

▼ b ットする位置 

取り曽えるタイわ I こ近いジわ'ソキ tz ' ソト 
位置じ tz ットします。 



A ま意 
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いざといラとぎに 

iMl 


fe アドバイス 



ジャッキのかけかた 


▼ 操作手順 

/. ジ 'わ、 ソキをずで回して、 tz 、 ソト位置 
まで上げます。 



之ジわ、ソキ巧確実に tz ット位置 I こ巧な 
つていることをお認し、ジ わ、 ソキハ 
ンドルを使って、タイわ巧地面な己 
みし離れる位置まで車を持ち上げま 
す。 



fe アドバイス 
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いざといラとをに 


_ガレージジャッキ（巿販品）を使用する場合_ 

fe アドバイス _ 

•ガレージジャッキを使用する場合は、ラジェーターサポートに当てないよう図のガ 
レージジャッキ位置にセットをして、ジャッキアップを行ってください。詳しくは 
スバル販売店にごネ目談ください。 


2 WD 車（車両の下か5見た位置) 
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S いざといラときに 

いざといラときの処置 


いざというときの処置 


] 

1ンジンがかからないとき 


故障したとき 

燃料カットシステム 

エンスト 


外部な5強い衝撃を受けてエンジンヴ止 
まってしまった場合、燃おカットシステ 
ムが作動している可能性ヴあります。燃 
料カットシステムはエンジッへの燃料の 
供給を停止ちせることによ U 义災などの 
二巧災害を防止する装置です。 


を全な場所まで移動して < ださい。 

付近に人ザいる場合は押してち5つて< 
ださい。 

A 注意 _ 

•車を押す場合、セレクトレバーは圆 
レンジに入れてください。 


▼ エンジンを再始動するには 
エンジンを再始動する際にはエンジンス 
イッチを " LOCK " または " ACC " の位 
置に戻してな5行って < ださい。 

A 警告 _ 

•燃料漏れのおそれがあるとき、また、 
燃料のにおいがするときは、エンジン 
を再始動せずに、お近くのスバル販売 
店にご連絡ください。 


fe アドバイス _ 

• 緊急を要する場合は発炎筒で合図して 
ください。 


〇踏切内の場合 

踏切巧で動かな<なった U 、 脱輸などで 
す<動かせない場合は、ただちに踏切の 
非常ボタンを巧して < ださい。 
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いざといラとまじ 


いざといラときの処置 


スタック（立ち往生） 

脱輪や、めなるみでタイわな’空起して動 
なせな<なったときは、下記のち法で脱 
出します。 

▼ 脱出方を 

タイわの下に石や木などをあて巧い脱化 
します。または前進、後退を繰り返し慣 
性を利用して脱化します。 

A 注意 _ 

• 布きれなどをタイヤの下に挟んで脱出 
するときは、巧きれがタイヤにからま 
ないように注意してください。 

• タイヤを高速で回転させないでくださ 
い。バースト（破裂）したり、異常過 
熱を起こし危険です。 

• タイヤの後方に立たないでください。 
あてがった石や木が飛んでくるおそれ 
がありを険です。 


発炎筒 

発お筒は高速道路や踏切内での故障など、 
非常事態が発ちしたときに使用する非常 
信写巧具です。 

▼ 設置揚巧 

ブ□ーブボックス左下に設置ちれていま 
す。 



A ま意 _ 

• 非常用信号としてのみお使いくださ 
い。 

• お子さまに絶対触らせないでくださ 
い。いたずらなどにより発炎筒が発火 
し、思わめ事故につながるおそれがあ 
ります。 

•発炎筒を使うとき、顔や体に向けると 
やけどの危険があるのでさけてくださ 
い。 

• ガソリンなどの可燃物のそばで使用す 
ると、火災をまねく危険がありますの 
でさけてください。 

• トンネル内では使用しないでくださ 
い。トンネル内では非常点滅灯や懐中 
電なで合図してください。 


fe アドバイス _ 

• 使用方まは、発炎筒に記載されていま 
す。あらかじめよく読んでください。 

•発炎筒を使うときは、が常点滅なも点 
滅させてください。 

• 発炎筒には有効期限がありますので、 

_事前に確認しておいてください。_ 
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S いざといラときに 

いざといラときの処置 


けん引 


お障車の移動は、スバル販売店、スバル 
指定サービスエ場、または専門業者に依 
頼し、車両積載車で4輸とも持ち上げて 
運搬して < ださい。 

(スバル販売店、スバル指定サービスエ 
場と JAF □—ドサービスの連紹先は、別 
冊の「スバルサービスネットワーク」 

I こ記載ちれています。） 

A 警告 _ 

•後輪だけを持ち上げたけん引は、車両 
が不安定になるので、行わないでくだ 
さい。 

• 4 WD 車の場合、前輪、または後輪だ 
けを持ち上げたけん引は絶がにしない 
でください。 

前輪、または後輪だけを持ち上げて運 
搬すると、駆動装置が損傷したり、車 
がレッカー車（台車）から飛び出すお 
それがあります。 


やおを得す、□-プによるけん弓 I をする 
ときは、下記のを意にしたガつて<だち 
い。 

▼けん弓 I を巧う前区 

A ま意 _ 

• 口ープによるけん引を巧う前に、駆動 
系に故障がないことを、スバル販売 
店、スバル指定サービスエ場にご確認 
ください。 

駆動系に故障の可能性がある場合は、 
口ープによるけん引はしないでくださ 
い。 


A ま意 _ 

• 口ープによるけん引をするときの速度 
は 30 km / hjy 下、けん引距離は SOkmJU 
内にしてください。このを度-距離を 
超えると、トランスミッションに悪影 
響をおよぼし、損傷するおそれがあり 
ます。 

•エンジンスイッチ回転機構がが障し 
たときは、ステアリングロック機構 
が解除できないため、口ープによるけ 
ん引はできません。 

•けん引される車は、下記の事項を守つ 
て慎重に運転してください。ほ常と同 
じ感覚で運転すると、事故につながる 
おそれがあります。 

•できるだけ人や荷物をおろし、車体を 
軽くしてください。 

•エンジンスイッチはハンドルロック 
を解除させるために " ACC " の位置 
にし、セレクトレバーは回レンジに 
してください。 

•エンジンが停止していると、いつもよ 
りハンドル操作が重くなりますので、 
できるだけエンジンを始動してくださ 
い。 

また、ブレーキの効きが悪くなります 
ので、通常より強めにブレーキぺダ 
ルを踏んでください。 

•長い下り坂では、ブレーキが過熱し 
て、効かなくなるおそれがありますの 
で、けん引しないでください。 
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いざといラとまじ 


いざといラときの処置 


A ま意 _ 

けん引する場合 

■けん引フックは、一般路上で故障した 
化ま（故障車）をやむを得ずロープに 
よりけん引するための物です。けん引 
する場合は、下記のま意事項をお守り 
ください。 

• 自まより重いまをけん引することはで 
きません。自まより重い車をけん引し 
ようとすると、駆動系に悪影響を与え 
たり、けん引フックやま体が破損する 
おそれがあります。 


けん引の方法 

前の車の制動打にミち意して、常にけん引 
□-プをたるまだないよラに気を付けて 
<ださい。 

また、けん引□-プにはむす'白い巧 
巧 Ocm 四ち lil 上）を化けて<ださい。 



ロープを かける位置 

□-プはむす'車体巧端のフックになけて 
<ださい。 

▼ けん弓 I フックの取り付けなた 
/. 傷巧き防止のため、先端に巧などを 
巻いた、カバーとバンパーのすき間 
に入る程度の建巧の©ドライバーな 
どを用意します。 

之用意した©ドライバーなどをカバー 
の溝の部分に差し込み、 カバーを外 
します。 

けん引されるとき 
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S いざといラときに 

いざといラときの処置 


3けん引フックを矢印の方向に回しな 
巧 5 差し込み、ホイールナットし 
ンチでしつ巧りヒ固定します。 



パンクしたとき 


高速走行中にバンクやバースト（破裂） 
したときは、 A ンドルをしっかり持って、 
な々にブしーキをなけてつピードを落と 
して<ださい。急ブしーキをなけると" 
ンドルを強<取5れ后険です。 
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いざといラときに 
いざといラときの 処置と S 


応急用スペアタイヤ 


応急田スペアタイわは、タイわガパンク 
したときの応急苗としてのみ使ラタイわ 
です。応急巧スペアタイわは標準タイわ 
に比べて、空気圧ガ高<、直径がややか 
ち<できています。お使いになるときは 
ま意事頃をお守 u < ださい。 



A ま意 _ 

•応急用スペアタイヤを装着した場合 
は lOOkm / hJU 下で走行し、できるだけ 
早く標準タイヤに交換してください。 

• この応急用スペアタイヤは型式、車 
種によって違います。ほかのタイヤや 
ホイールと組み合せたり、ほかの型 
式、車種の車に使わないでください。 
走行に悪影響が出て、思わめ事故につ 
ながるおそれがあります。 

•前輪がパンクしたときには、応急用ス 
ペアタイヤを前輪に使用しないでく 
ださい。前輪がパンクしたときには、 
応急用スペアタイヤを後輪に装着 
し、外した後輪タイヤを前輪に付けて 
走行してください。 


•応急用スペアタイヤにタイヤチェー 
ンを装着しないでください。 タイヤ 
チェーンがま体側に当たったり、走行 
に悪影響をおよぼすおそれがありま 
す。 

雪道、凍結路で前輪がパンクした場合 
は、応急用スペアタイヤを後輪に装 
着し、外した後輪タイヤを前輪に付け 
てからタイヤチェーンを装着してく 
ださい。 

•応急用スペアタイヤを装着して突起 
物などを乗り越えるときは、標準タイ 
ヤを装着しているときと同じ感覚で運 
おしないでください。応急用スペア 
タイヤ装着時はま高がほ下します。同 
じ感覚で運転するとぶつけるおそれが 
あります。 

•応急用スペアタイヤの点検は、最低 
でも月1回行ってください。 

空気圧が不足している状態で走行する 
と思わぬ事故につながるおそれがあり 
ます。（空気圧はフロントドア開口 
部に記載しています。） 
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S いざといラときに 

いざといラときの処置 


タイヤ交換 


▼交換作業を巧ラ|こあたって 

A 警告 _ 

• ジャッキアップした車の下にもぐら 
ないでください。万一、ジャッキが外 
れると大変危険です。 


A ま意 _ 

• この 車専用に I 外のホイールを使用しな 
いでください。専用 JU 外のホイールを 
使用すると、走行装置やブレーキ装置 
に支障をきたし、ま全な走行ができな 
くなります。 


_交換の準備_ 

A 注意 _ 

• 車を交通のさまたげにならず安全に作 
業できる平らな場所に移動させて、作 
業を巧ってください。 

•パンクなどにより路上で作業を行うと 
きは、交通のさまたげにならない場所 
によせ、非常点滅むを点滅させ、停止 
表示板を使用してください。 

•人は車から降り、重い荷物は車から降 
ろしてください。 


フルホイールキャップ装着車 

傷付き防止のため、先端じ巧などを巻い 
たジわ、ソキハンドルを巧の開いていなし、 
部分（リブ部） I ご差し込み、タイわを支 
点じしてフルホイールキわ、ソプを外し 
ます。 


リブ部 



A 注意 _ 

• キャップは手で外さないでください。 
けがをするおそれがあります。 

• ホイールキャップを外すとき力を入 
れすぎないでください。けがをした 
り、ボディなどを傷付けるおそれがあ 
ります。 

• ジャッキハンドルは必ず穴の開いて 
いない部分（リブ部）に差し込んでく 
ださい。ホイールキャップが割れる 
おそれがあります。 
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いざといラとまじ 


いざといラときの処置 


交换の手順 

/. 駐車ブしーキを十分に巧け、 エン ジ 
ンは停止し、 t しクトしバーを回し 
ンジの位置じします。 

交換するタイわと巧角線上にある夕 
イわの前後に輪止めを置きます。 



堅アドバイス _ 

• 輪止めは車載されていませんので、必 
要に応じて準備してください。なお、 

輪止めは、タイヤを固定できる大きさ 
_の石などで代用できます。_ 

2工具、ジゎ、ソキ、スペアタイわを取 
り化します。 

(巧納場所一 182 ぺージ） 

(ジわツキの使いなた一 183 ぺージ） 

(応急用スペアタイわ一 191 ページ） 

3 . ジわツキ巧外れた場合の后お防止の 

ため、スペアタイわは交換するタイ 6 . 
わの近 < の車体の下に置きます。 


4 . ホイーんナットしンチでホイール 
ナットを左に回し、手で回る<己し、 
までゆるめます。 


5 . タイわと路面好みし離れるまでゆつ 
<りとジゎッキアップし、車体を上 
げます。 

(ジ わ、 ソキの使いなた一 183 ぺージ) 


4個のホイールナットを外し、タイ 
わを外します。 





タイわを地面に置<ときは、傷巧付 
巧ないよラじ、ホイール意匠面を上 
向きに置いて < ださい。 
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S いざといラときに 

いざといラときの処置 


ス交換するタイわのホイールの接醜面 
の汚れをみき取ります。 



A ま意 _ 

• タイヤを取り付けるときに、ホイール 
の取り付け部やホイール裏側の取り付 
け面がほこりなどで巧れていると、走 
行中にナットがゆるみ、タイヤが外れ 
_るおそれがあり危険です。_ 

8 . 交換するタイわを取り付けます。 

9 . ナットのテーパー部巧ホイールのシ 
-卜部じ軽<あたるまで、ナットを 
ちに回して仮締めします。 



A ま意 _ 

•ナットやボルトにオイルやグリースを 
めらないでください。ナットがゆるん 
でタイヤが外れ、思わぬ事故につなが 
るおそれがあります。また、必要山上 
に締め付けられて、ナットやボルトが 
破損するおそれがあります。 


10 . タイわが地面 I こつくまで車体をお5 
し、ホイールナットを巧等じあ!角線 
の順 I こホイールナットしンチで2、 
3度にわたり十分締め付けます。 



A 注意 _ 

• ホイールナットレンチを足で踏んだ 
り、パイプを継ぎたしたりしないでく 
ださい。必要 LU 上に締め付けると、ボ 
ルトが破損するおそれがあります。 
•締付力（ホイールナットレンチ先端 
にて）： 440〜 590 N {45 〜 60 kgf } 
•締付トルク： 103 N.m {1050 k 呂 f . cm } 

//.工具、ジわ、ソキ、タイわを所定の位 
置に確実に収納します。 
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いざといラとまじ 


いざといラときの処置 


12 . 走行後ホイールナットのゆるみがな 
いことを点検します。 

A 注意 _ 

•パンク時に限らず、タイヤを脱着した 
ときは、しばらく走行したあと、再度 
ホイールナットにゆるみがないこと 
を確認してください。 

• タイヤは必ず指定サイズのタイヤを使 
用してください。指定サイズ LU 外の夕 
イヤを使用すると安全性を損ない大変 
危険です。 

•タイヤは4輪とも指定サイズで、同一 
サイズ、同ーメーカー、同一銘柄およ 
び同ートレッドパターン（溝模様） 
の物を装着してください。 

• 摩耗差の著しいタイヤは使用しないで 
ください。 

•走行中、ハンドルや車体に振動が出た 
場合は、タイヤのバランスの点検をス 
バル販売店で受けてください。 

•アルミホイール装着車は、専用品 LU 
外のナットは使用しないでください。 
走行中にナットがゆるみ、タイヤが外 
れるおそれがあり危険です。 


標準タイヤに戻すとき 

タイわ交換の手順と同じです。 

A ま意 _ 

•傷、変おがある物は再使用しないでく 
ださい。 

• タイヤの空気圧を確認してください。 
(タイヤの空気圧は運転席側ドア開口 
部に記載しています。） 

• タイヤを新品に交換する場合は、必ず 
指定のサイズのタイヤに交換してくだ 
さい。 


フルホイールキャップ装着車 

フルホイールキわ’ソプを取り付けます。 
• タイわのバルブとフルホイーんキわ 
ップの切り欠き部を合わせ、フルホ 
イールキわップの外周部を押して取 
りが■けます。 
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S いざといラときに 

いざといラときの処置 


リーあがりの処置 


下記のよラなをがヴ見5れるとバッテリ 

一あヴ U がをえ己れます。 

• スターター巧 回5なし、。 

• スターターガ回ってち回転が弱<、な 
ななかエンジンガかか5なし、。 

• ヘッドランプがいつちよ U 暗い。 

• 巧ーンの音が小ちい、または鳴5ない。 

• アク tz スキーでドアが解錠しなし、。 

fe アドバイス _ 

• バッテリーあがりを防ぐために下記の 
ことをお守りください。 

• エンジンを止めたままランプをつけた 
り、オーディオを長時間使用しない。 

• エンジン回転中でもミさ浦などで長時間 
止まっている場合は、ときどきエンジ 
ンの回転を上げる。 

•バッテリー液量が減っていると充電能 
力が低下して寿命が短くなります。と 
きどき点検して液の補充をしてくださ 
い。 


▼ 化置を巧ラ前1こ 

A 警告 _ 

• 火気をバッテリーに近付けないでくだ 
さい。バッテリーから発生する可燃ガ 
スにより爆発するおそれがあり危険で 
す。 

• バッテリー液が万一皮膚や目に付いて 
しまったら、その箇所をを量の水で十 
分洗ミ争して、ただちに医師の診断を受 
けてください。パッテリー液にはを硫 
酸が含まれており、毒性、腐食性があ 
ります。 

•処置の手順で ブー スターケーブルを 
バッテリーあがりまのバッテリーの© 
端子に接続しないでください。火花が 
発生し、バッテリーから発生する可燃 
ガスに引火する危険があります。 

• バッテリーの液量がバッテリー側面に 
表示されている下限 （LOWER 
LEVEL ) J ； i 下になったまま使用または 
充電をしないでください。バッテリー 
の破裂 (爆発）の原因となるおそれが 
あります。 
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いざといラとまじ 


いざといラときの処置 


▼ 処:置の手順 

/. バッテリーの®端子のカバーを外し、 
ブー:: I タークーブルを图①番号順で 
接続します。 

① バッテリーあ巧り車の©端子 

② 他車の®端子 

③ 他車の©端す 

④ 下記の箇所（アースにつなく') 



2 . 電源側の車（他車）を始動し、みし 
エンジン回転を高めに保ちます。 

5バッテリーあ巧り車のエッジンを始 
動します。 

4 . ブースタークー ブルを接続順序の逆 
で外します。 


A ま意 _ 

• 押しがけによる始動はできません。 
•必ず 12 V バッテリーまと接続してくだ 
さい。 

• ケーブル接続の際には、©端子をボデ 
ィ金属部や©端子に接触させたり、逆 
に接続しないでください。 

• ケーブルが;令去 P ファンやベルトに卷き 
込まれないように、接続には十分を意 
してください。 
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S いざといラときに 

いざといラときの処置 


才ーバーヒートの処置 


下記の状態が才ーバーヒートです。 

• 化温警告む巧点滅-点むしたとき 
•ボンネットか 5 壽気ヴ立ちのぼり、エ 
ンジンの出力が化下したとき 
車をを全な場所に止め、下記の姐置をし 
て < だちい。 

▼ 姻置を巧ラ前Iこ 

A 警告 _ 

•水温が高いときは、：令ちい k を入口を外 
さないでください。：令ちわ k の圧力が;令 
ち！]水;主入口にかかっているので、蒸気 
や熱湯がかき出し、大変危険です。 

• ;令ち!]ファンに絶対に触れないでくださ 
い。突が、ファンが回転するため、大 
変危険です。 


▼ 処置の手順 

/. ボンネットな5黒気巧出ていた5、 
エンジッを止めて、薰気巧化な<な 
るまでボンネ、ソトを開けないで<だ 
ちい。黒気巧出な<なった己エンジ 
ンを始動しボンネットを開け、風通 
しを良 < します。 

2ボンネットな5黒気な出ていなけれ 
ば、エンジンを巧けたままボッネ、ソ 
卜を開け、風通しを良<します。 


3 . 1または2の迎 f 置を行ったあと、エ 
ンジンルームをチェックします。エ 
ンジンルーム内巧下記のよラな状態 
であれば、ただちにエンジンを止め 
てス/ \'ル販売店にご連絡 < ださい。 
•を苗!フアン巧回転していないとき 
• ホース類などな5薰気や熱湯巧漏 
れているとき 

•冷な水リヴーバータンク 
の水巧ないとき 

•フアンベルトな切れているとき 

4 . 水温警告むけ消なした5エンジンを 
止めます。 

5 . エンジン巧十分に)ちえてな白)ち却水 
の量、フアンベルトのゆるみ、ラジ' 
エーターのコア（放熱部）の著しい 
汚れゃコ‘5①付着の有巧などを点検 
します。 

6 . 冷却水巧不足しているときは、浦給 
します。冷却水の補給は、別冊の 

「ベンテナンス y — 卜」を参照して 
<ださい。 

fe アドバイス _ 

•才ーパーヒートを防止するため、日 
頃から:令な水の量と:令な水の漏れがな 
いかを点検するようにんがけてくださ 
い。 （; 令な装置、をが水の点検は別冊 
の「メンテナンスノ ート」参照） 
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いざといラとまじ 


いざといラときの処置 


ーズの交換 


ランプヴ点むしない場合や、電気系統の 
装置ガはた5かない場合は、ヒューブ切 
れが考え5れます。点検、交換を巧って 
<ださい。ヒ ユーブ についてはスバル販 
売店にごネ目談 < ださい。 


ヒューズボックス 

ヒューブボックスのカバーのラベルに各 
ヒューブのアンペア数と受け持つ装置の 
召称を表のしてし''ます。 

ヒユーブは、ラベル表示にしたヴつて交 
換して < ださし、。 


ヒューズの 位置 

〇インストルメントパネル 
ヒューズボックス 

ブ□-ブボックス左下に設置されてし、ま 
す。 



〇インストルメントパネル 
ヒューズボックス 
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いざといラとぎに 

いざといラときの処置 


〇エンジンルームヒューズボックス 


’ ハロゲンヘッドランプ装着車： 10A 



▼インストルベント パ タルヒューブボック 
ス 

I エンジンスイ、ソチを " LOCK " の位 
置じします。 

之ブ□ーブボック3を開けます。 

3 . ダンパー又テーを取り外します。 



4 . ブ□ーブボックス全体を上方に引き 
上げます。 

▼エンジン ルー ム ヒューブ ボックス 

1 . エンジン：イッチを " LOCK " の位 
置じします。 

2 . わバ'一横の、ソ:>(を押しな巧5、カバ' 
一を開けます。 








ヒユーズカバーの外しかた 


io) 


110 > _ 
WTOP 


Hm>D 
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いざといラとまじ 


いざといラときの処置 


ヒューズの点検と交换 

/. 備え付けのヒューブプラーを使用し 
て、ヒューブを挟んで外します。 

ヒューズプラー 



fe アドバイス _ 

ヒユーズプラーの 位置 
•インストルメントパネルヒューズ 
ボックス内にあります。 



之取り外したヒューブを点検し、切れ 
ている場合は、規定容量のヒューブ 
と交換して<ださい。ヒューブ巧切 
れていないときはほな I こ原因巧をえ 
5れます。スバル販売店で点検を受 
けて < ださし、。 



A ま意 _ 

• 交換してもすぐに切れてしまうとき 
は、スバル販売店で点検を受けてくだ 
さい。 

• 規定容量 JU 外のヒューズを使用しない 
でください。配線が過熱、損傷し、火 
災につながるおそれがあり危険です。 
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S いざといラときに 

いざといラときの処置 


電巧（バルブ）交換 


ヒューブガ切れていないにち関わ5す、ランプガ点むしないときは、電球切れが考え5 
れますので、電疎を点検し、切れている場合は電球を交換して<ださい。 

• 電疎の交換作業に不慣れなちや、部品などの破損が/ら配な場合は、スバル販売店にご 
相談 < ださい。 

• 電疎の交換作業をするときに I 必要な工具は、力一用品店などでご購入することザでき 
ます。 


ハロゲンヘッドランプ装着ま 

ブしードの違い、ベーカーオプションち記載しています。 

①⑤ ③④ ⑤⑥ ⑦ 
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いざといラときに 

いざといラときの処置と S 


ランプ 

電王掌（バルブ） 

W (ワット）数 

タイプ 

① 

ハイマウントストップランプ 

16 

T 16 

② 

後退灯 

16 

T 16 

③ 

後面ち向指示灯兼非常点滅灯 

21 

下20 (アンバー） 

④ 

制動灯/尾灯 

21/5 

T 20 

⑥ 

フロントマップランプ 

8 

T 10 

⑥ 

ルームランプ 

8 

T 10 

⑦ 

力ーゴルームランプ 

5 

T 10 

⑧ 

番号灯 

5 

T 10 

⑨ 

リヤフォグランプ 

21 

S 25 

⑩ 

前面ち向指示灯兼非常点滅灯 

21 

S 25 (アンバー) 

⑩ 

フロントフォグランプ 

35 

H 8 

⑩ 

串幅灯 

5 

T 10 

© 

前照灯 

60/55 

H 4 

@ 

側面方向指示灯兼非常点滅灯 

5 

T 10 
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S いざといラときに 

いざといラときの処置 


HD ランプ装着ま 

ブしードの違い、ベーカーオプションち記載しています。 


①② ③④ ⑥⑥ ⑦ 
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いざといラときに 

いざといラときの処置と S 


ランプ 

電球（バルブ） 

W (ワット）数 

タイプ 

① 

A イマウントストップランプ 

16 

T 16 

② 

後退灯 

16 

T 16 

③ 

後面方向指示灯兼非常点滅灯 

21 

T 20 (アンパー) 

④ 

制動灯/尾な 

21/5 

T 20 

⑥ 

フロントマップランプ 

8 

T 10 

⑥ 

ルームランプ 

8 

T 10 

⑦ 

力ーゴルームランプ 

5 

T 10 

⑨ 

番号灯 

5 

T 10 

⑨ 

リヤフォグランプ 

21 

S 25 

⑩ 

前面方向指示な兼非常点滅灯 

21 

S 25 (アンバー) 

⑩ 

フロントフォグランプ 

35 

H 8 

⑩ 

車幅灯 

5 

T 10 

⑩ 

前照灯/ハイビーム（ハロゲン） 

55 

H 7 

@ 

側面方向指示灯兼非常点滅な 

5 

T 10 


下記の電球の交換は、つ/りレ販売店にご相談<ださい。 

颇前照む/□ー ビーム （ HD ランプ） 

fe アドバイス _ 

• HD ランプは、高電圧を使用しているため、お客さまご自身による電球の交換はでき 
ません。スバル版売店にご相談ください。 
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S いざといラときに _ 

いざといラときの処置 


A 警告 _ 

•電巧を交換するときは、ランプを消‘灯 
させ電球が冷えてぃる状態で巧ってく 
ださぃ。電球が熱ぃ状態で、電球やそ 
の周辺を触ると、やけどをするおそれ 
があり危険です。 

• 電巧および電巧固定具の取り付けが不 
完全な場合、発熱や発火、および水入 
りなどによる故障、レンズ内面の曇り 
につながるおそれがあります。 

• 電巧、ソケット、電気回路、および構 
成部品を修理、分解しなぃでくださ 
ぃ。感電による重大な傷害の原因とな 
ります。 

HID ランプ夏着ま 

• HD ランプのバルブ- コネクター ■電 
源回路-光軸調整部分を分解したり、 
取り外したりしなぃでくださぃ 。 HD 
ランプは高電圧を使用しており、不適 
切な取り扱ぃをすると、感電するおそ 
れがあり危険です。 

ランプを交換-修理-廃棄するとき 
は、必ずスバル販売店にご相談くださ 
い。 


A 注意 _ 

• 同じワット数の電球 LU 外は使用しない 
でください。過熱などによりさ女障の原 
因になります。 

• 同じバルブをの電球 lu 外は使用しない 
でください。異なるをで点灯します。 

• ©ドライバーなどを使用するときは、 
布などを卷いてください。クリップ、 
レンズなどに傷が付くおそれがありま 
す。 

• ランプ本体やレンズを取り外すとき 
は、ボディに傷を付けないようにま意 
してください。 

• ネジなどでレンズを取り付けるとき 
は、締めすぎないようにしてくださ 
い。レンズを破損するおそれがありま 
す。 

• ハロゲン電球はガラス巧内部の圧力が 
高いため、落としたり、物をぶつけた 
り、傷を付けたりすると破損して、ガ 
ラスが飛び散る場合がありますので、 
十分ま意して取り扱ってください。 

•電球のガラス部は、素手で触れずにき 
れいな手袋を着用してください。特に 
前照灯用（フォグランプ含む）の電 
球は油脂が付着すると、発熱による早 
期電球切れを起こします。 

• 電球を交換しても点なしない場合は、 
電球切れ 1 U 外の理由が考えられます。 
スバル販売店で点検を受けてくださ 
い。 
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いざといラとまじ 


いざといラときの処置 


fe アドバイス 


•ヘッドランプ、制動ななどのランプ 
は、雨天走行や洗車などの使用条件に 
よりレンズ内面が一時的に曇ることが 
あります。これはランプ内部と外気の 
温度差によるもので、雨天時などに窓 
ガラスが曇るのと同様の現象であり、 
機能上の問題はありません。 

ただし、レンズ内面に大粒の水滴が付 
いているときやランプ内に水がたまつ 
ているときは、スバル販売店にご相談 
ください。 

クリップの取り付け、取りかしについて 
•取り外すときは、©ドライバーで中央 
部を浮かしたあと、クリップ全体を引 
っ張ります。 




fe アドバイス 
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S いざといラときに 

いざといラときの処置 


〇前照灯 

ハロゲンヘッドランプ装着ま 


▼取り外し手順 

I コネクターを取り外したあと、カバ 
一を取り外します。 



▼ 取り付け手順 

7. パルブの突起部をヘッドランプ本体 
の溝にはめ込みます。 
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o 前照灯/ハイビーム 

HD ランプ装着ま 

A 警告 _ 

■ハイビームバルブを取り外すとき 
は、 HID ランプ（口ービーム）が消‘な 
していることを確認してください。 

■ HD ランプ（口ービーム）が,ちな中 
は、高電圧が発生するため、 HD ラン 
プのコネクターなどに触れる と、 感電 
により重大な傷害を受けるおそれがあ 
り危険です。 


▼取り外し手順 

/. カバーを 回して外します。 



2. コネクター①ツベを押して、コネク 
ターを 取り外します。 



いざといラときに 

いざといラときの処置と S 

3 . クリップを失印のち向に外します。 
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S いざといラときに 

いざといラときの処置 


▼ 取り巧け手順 

/. バルブのを起部をヘッドランプ本体 
の溝にはめ込みます。 



ます。 

5コネクターを 取り付けた あと、 カバ 
一を確実に取り付けます。 


〇ま幅灯 

▼取り外し手順 

/. ソクツトを回して取り外します。 




▼ 取り巧け手順 
逆の手順で行います。 
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いざといラとまじ 


いざといラときの処置 


〇前面方向お示けまが常点滅な 
▼取り外し手順 
/. A ンドルを 

ち偵!]の電 I 求を交換する場合は左に、 
左側の電巧を交換する場合はちに、 
いっぱいまで回します。 

么クリップ （4 個）を取り外し、バン 
パーとマッドガードの間 I こ手巧入る 
<5い7、ソドガードをめ<ります。 




A 注意 _ 

•ソケットを外すときは、マッドガー 
ドなどの先端でけがをするおそれがあ 
りますので、ま意して巧ってくださ 
い。 


4 . 電球を押しな好'5回して、ソク、ソト 
な5抜き取ります。 



▼ 取 U 付け手順 

逆の手順で行います。 
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S いざといラときに 

いざといラときの処置 


〇フォグランプ 
▼取り外し手順 
/. A ンドルを 

ち偵!]の電 I 求を交換する場合は左に、 
左側の電巧を交換する場合はちに、 
いっぱいまで回します。 

么クリップ （4 個）を取り外し、バン 
パーとマッドガードの間 I こ手巧入る 
<5い7、ソドガードをめ<ります。 



3 . コネクターのツベを押して、コネク 
ターを 取り外します。 


4 . バルブを回して取り外します。 



▼ 取り巧け手順 

逆のず順で行います。 



ジメ 


A 注意 _ 

•ソケットを外すときは、マッドガー 
ドなどの先端でけがをするおそれがあ 
りますので、注意して巧ってくださ 
い。 
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いざといラとまじ 


いざといラときの処置 


〇側面方向お示灯まが常点滅な 
▼取り外し手順 

/. ランプ本体を車両後側に押して外し 
ます。 




5ソク、ソトな己電 J 求を引き抜きます。 



〇リヤコン ビネーシヨ ンランプ 
▼取り外し手順 

/. ボルト （1 本）を取り外します。 

之車両後方にランプ本体を引いて、車 
両ヴ己ランプ本体を取り外します。 



A ま意 _ 

• ランプ本体を必要な上に引っ張ると、 
クリップと勘合しているランプ本体の 
ツメが巧れるおそれがあります。 


3 . 交換する電球のソクツトを回して取 
り外します。 



4 . ソクットな己電巧を引き巧きます。 


▼ 取り巧け手順 
逆の手順で巧います。 




▼ 取り巧け手順 
逆の手順で行います。 
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S いざといラときに 

いざといラときの処置 


〇香号灯 
▼取り外し手順 

/. ツイを矢 E 日の方向じ押して、ランプ 
本体を取り外します。 



ジメ 


2 . ソクツトを回して取り外します。 



5ソク、ソトな己電球を引き抜きます。 



▼ 取り巧け手順 
逆の手順で巧います。 


〇ハイマウントストップランプ 
▼取り外し手順 
/. I 」わヴートを開けます。 

2突起物を押しな巧5カバーを矢印の 
ち向にスライドして、カバーを取り 
外します。 




4 . ソクットな己電球を引き巧きます。 

参 
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▼ 取り巧け手順 
/. 電球を取り付けます。 

2 . ソクットを取り付けます。 

3 . カバーのツイを確認して、矢印の方 
向に::ライドちせて、取り付けます。 



いざといラときに 

いざといラときの処置と S 

〇リヤフォグランプ 
オプション/グレード別装備 
▼取り外し手順 

1 . ネジ ' (2 個）を取り外し、ランプ本 
体を取り外します。 



之ソク'ソトを回して、取り外します。 



3 . 電®を押しなヴ己回して、ソクツト 
巧白抜き取ります。 



▼ 取り巧け手順 
逆の手順で行います。 
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S いざといラときに 

いざといラときの処置 


〇ルー ムランプ 
▼取り外し手順 

/. ©ドライバーを差し込んで、カバー 
を取り夕七します。 




▼ 取り巧け手順 
逆の手順で行います。 


〇 フロントマップランプ 
▼取り外し手順 

/. ©ドライバーを差し込み、ツイに 
力所）を外してランプ本ホを取り外 
します。 

©ドライバーなど 



么交換する電球のソクツトを回して取 
り外します。 




▼ 取り巧け手順 
逆の手順で行います。 
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いざといラとまじ 


いざといラときの処置 


〇力ーゴルームランプ 
▼取り外し手順 

/. ©ドライバーを差し; iZ^ み、ツイ （1 
力巧）を外してランプ本体を取り外 
します。 



2. 電球を引き抜きます。 


▼ 取り巧け手順 
逆の手順で行います。 


キーの電池交換 


• インジクーターガ点滅しな<なった場 
合は、電ミ也の消耗巧考え 5 れます。 

• 電ミ也は、お客様自身で交換できますが、 
破損などのおそれがあるため、スバル 
販売店での交換をおすすめします。 

▼使巧 電池I こついて 

使用電ミ也は rCR1632 巧 V) 」です。 

▼ 交換方ま 

7. アク tz スキーのタブを矢印の方向に 
スライドちせたまま、アク t スキー 
ねら 、ベカニカルキーを引き抜きま 
す。 



之アク tz スキーの y ブを矢印の方向に 
スライドちせたまま、カバーを外し 
ます。 



カバ— 
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S いざといラときに 

いざといラときの処置 


3小ちい©ドライバーで、ネジ ' (4 
本）を外して、フタを外します。 



4 . ©ドライバーを差し込み、電池を取 
り化し、新しい電池と交換します。 



▼ 交換したあと 

/. フタとカバー、およびイカニカルキ 
一を逆の手順で取り付けます。 

2 . つイツチを押したとき、インジクー 
ター巧点滅することをお認します。 


A 注意 _ 

• 電池交換をする場合は、必ず身体や衣 
類に帯電している静電気を放電してく 
ださい。静電気によりアクセスキー 
が損傷するおそれがあります。静電気 
を放電する場合は、静電気が除去でき 
る物をあらかじめ用意しておくか、金 
属部分などに手を触れてください。 

•電池および取り外した部品は、お子さ 
まが飲み込まないように特にご注意く 
ださい。 


fe アドバイス _ 

•液漏れなどを防ぐため、電池の®極と 
©極は正しく取り付けてください。 

♦故障の原因となりますので、下記のこ 
とをお守りください。 

• 端子部分などを曲げない 
•水、油などでめらさない 
• ゴミなどの異物を入れない 

• 電池はスバル販売店または時計店、力 
メラ店などでお求めください。 

• 電池交換はスバル販売店に依頼するこ 
とをおすすめします。 

• 電池は新品を使用してください。 

•電池交換後はアクセスキーの機能が 
正常であることを確認してください。 

•ボタン電池を廃棄する場合は、テープ 
などで端子部を絶縁してください。電 
池が重なり合ったり、他の金属製品を 
混ぜたりすると電池がショートして、 
漏液、発熱、破裂するおそれがありま 
す。また、自治体が条例などを定めて 
いる場合は、その条例にしたがってく 
ださい。 
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キーを 閉じ込めたとき 


キーを閉じ込めをときは、 」 AF などを呼 
んで < ださし、。 

別冊の「スバルサービスネットワー 
ク」 に記載ちれています。 

▼キーをな<した場合 

保管していたべインキー（またはアク t 
つキー）とキーナッバープしートを最 
寄 U ①スバル目反売店にお持ち<ださい。 

fe アドバイス _ 

• アクセスキー使用時は特にキーを閉 
じ込めやすくなります。ドアを施錠す 
る際は、必ずアク七スキーを携帯し 
ていることを確認するか、電波式リモ 
コンドアロックで施錠を行ってくだ 
さい。 


いざといラときに 

いざといラときの処置と S 


事がが起きたとき 


交通事故ヴ起きたときはあわてす'じ下記 

の姐置を取りましよラ。 

▼ 化置の方ま 

/. ただち I こ車を止めます。車を道のは 
しじ停車し、昼夜問わす'ホ常用表示 
板を立てるなどの必要な迴置を取り 
ます。 

之負傷者を救護します。人命救助巧第 
一です。負傷者巧あれば救急車を呼 
んだり、最寄りの救急病院などへ運 
周などして救護します。 

3. 警察へ事故の報告をします。最寄り 
の警察署または派出所へ事故を報告 
して警察官の指示 I こした巧います。 
この届出はま令で義務付け白れてい 
ます。 

4. 相手方の確認とィ t をします。氏名、 
住所、電話番号などをベ t しておき 
ます。 

5. 購入した販売会社と保険会社へ連絡 
します。 
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a 

車のお手入れ 

まの壁倫、お手入れの方巧について 
説巧しています。 


■ をのおホ入れ_ 

エンジンルーム-222 

消耗品の補給、交換-223 

タイわの点検-226 

室内のお手入れ-228 

エアコンの お手入れ-229 

ボディ、塗装面のお手入れ-229 

フイ パーの 交換-232 



M401F- 0003609 M411F- 0001144- 


221 

















a まのお手入れ 

まのお手乂れ 


まのお手入れ 

まを安全、快適にご使用いただくには、日頃のお手入れが大切です。点 
検方法などは、別冊の「メンテナンスノート」に記載していますので、 
参照してください。 



ブしードの違い、ベーカーオプションち記載しています。 

I - ブ レー キ フルー ド リザーパー タンク r - バッテリー 



L - オイルレベル ゲージ ち却水 リザーバー タンク 

ち却水おま入口 

ー ウインドウウオッシヤー液ミち入口 
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車のお手入れ 

まのお手入れ 


圈 


消'耗品の補給、交換 


消耗品の浦給、交換などは、別冊の「ベ 

ンテナンスソート」じ記載していますの 

で、参照して<ださい。 

A 警告 _ 

•エンジンルームは 大変高温に なって 
いることがあるため、下記のことをお 
守りください。 

• やけどをするおそれがありますので、 
点検するときは、十分に冷めてから行 
ってください。 

•点検したあとは、エンジンルーム内 
に工具や巧を置き忘れていないことを 
確認してください。点検や清掃に使用 
した工具や巧などをエンジンルーム 
内に置きちれていると、故障の原因と 
なったり、車両火災につながるおそれ 
があり危険です。 

•オイルを点検■交換するときは、オイ 
ルがオルタ ネー ターなどに付着しない 
ように行ってください。 

オイルが付着したときは、ただちにお 
き取ってください。オイルが付着して 
いると、車両火災につながるおそれが 
あり危険です。 


A ま意 _ 

•エンジンルームを点検するときは、 
フロントガラス下部周辺に物を置か 
ないでください。エンジン内部に物が 
落下し、故障につながるおそれがあり 
ます。 
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a まのお手入れ 

まのお手乂れ 


エンジンオイル 

エンジンオイルの量を定期的に点検して 
<ださい。なお、高ま走巧を巧ラ前には、 
むす'点検して < ださい。 


r 

つ 

〇 




適量節囲 


fe アドバイス _ 

•エンジンオイルはエンジン内部の潤 
滑、：令ななどをするはたらきがありま 
す。通常の運転をしていてもピストン 
および吸気、排気バルブを潤滑してい 
るオイルの一部が燃焼室などで燃える 
ためオイル量は走行とともに減少しま 
す。また、減かする量は走行条件など 
により異なります。 

•外気温がほいときに、エンジンオイ 
ルを入口の裏側や、オイルを入口にエ 
ンジンオイルが白いクリーム状にな 
つて付着していることがあります。こ 
れは、エンジン内部の水熬気が;令なさ 
れて水滴になり、エンジンオイルと 
混ざることにより発生するもので、外 
気温の上昇、エンジンの暖機等で水分 
が蒸発すると解消'します。この現象に 
よるエンジンオイルの変質はなく、 
そのまま使用しても、問題はありませ 
ん。 


冷が水 

▼ を却水の点検 I こついて 
ち卸水リザーバータンクの側面の目盛 U 
で巧って < ださし、。 

詳し<は別冊の「ベンテナンスノート」 
を参照して < ださい。 

A 警告 _ 

•水温が高いときは、：令が水を入口をか 
さないでください。：令な水の圧力が;令 
ち P 水を入口かかっているので、蒸気や 
熱湯がふき出し、大変危険です。 

• :令がファンに絶対に触れないでくださ 
い。ファンが回転するため、大変危険 
です。 


ウインドゥウォッシャー液の 

^ 

ウォッシわ一液の量を定期的に点検して 
<ださい。ウォッシわ一液巧不足してい 
るときは、スバル指定ウインドウウォッ 
シわーミ夜を浦給します。 

fe アドバイス _ 

•ウインドゥウォッシャー液はスバル 
指定品をおすすめします。ウォッシャ 
一液の濃度の使い分けとを意事項はウ 
ォッシャー液の容器に記載されていま 
す。 

• ウインドゥウォッシャータンクはフ 
ロント、リヤ兼用です。 
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車のお手入れ 

まのお手入れ 


圈 


▼ 点検のしなた ▼ 巧給のしなた 

ウオツシわータンクのキわ、ソプを外し、 ウオ 、ソシ わータンクのキわツプを外し、 


tz、 ソトしてあるしベルヴージを引き巧き ウォ 、ソシ わ一液容器じ表示してある凍結 

ます。 温度を参考に希釈して補給します。 


"NORMAL" 〜 "LOW" の点検巧すベて 
Iこ膜巧張っている巧を確認します。 



アドバイス 


点検巧すべてに膜がおっていない場合 
• ウォッシャータンクの " FULL " まで 
ウォッシャー液を補給してください。 

〇 〇 




A 警告 _ 

• エンジンが熱いときやエンジンがかか 
つているときはウォッシャー液を補給 
しないでください。ウォッシャー液が 
エンジンなどにかかると、出火するお 
それがありを険です。 


A 注意 _ 

• ウォッシャー液のかわりに石けん水な 
どを入れないでください。塗装のしみ 
や目づまりになるおそれがあります。 


fe アドバイス _ 

• ウオッシヤー液をあふれるほど入れな 
いでください。 
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a まのお手入れ 

まのお手乂れ 


タイヤの点検 


タイヤ空気圧の点検 

タイわの空気圧の点検は、最低でも月に 
1回巧って < ださい。 

タイわ巧)ちえているときに、タイわ ヴー 
ジでを気圧が規定值にあるなを点検して 
<ださい。また、スペアタイわの空気圧 
ち点検して < だちい。 

空気圧巧適正でない場合は、むす指定空 
気圧に調整して < ださい。 

(タイわの指定を気圧は運転席側ドア開 
□部に記載しています） 

A 警告 _ 

• 指定空気圧より低いと車両のま定性を 
損なうばかりでなく、タイヤが偏摩耗 
や早期摩耗します。高速走行時にスタ 
ンデイングウ X - ブ現象*によりタイ 
ヤがバースト（破裂）するなど、思わ 
め事故につながるおそれがあり危険で 
す。 


fe アドバイス _ 

•タイヤが;令えているときとは、一般道 
路で走行距離がル mjy 下の場合、また 
は3時間 LU 上駐車しているが態のこと 
をいいます。 

•タイヤが暖まっているときは、タイヤ 
の中の空気が膨張しているので、約20 
〜 30 kPa (0.2 〜 0.3 { k 呂 f / crrf }) 空気 
圧が高くなっています。この場合、誤 
って空気圧を下げないようにしてくだ 
さい。 


タイヤの亀裂、損傷 

タイわの側面や接化部全周に亀裂や損傷 

ぜないなを点検してください。 

また、お、石、その他の異物が刺さった 

り、かみ込んでいないかを点検してくだ 

さい。 

A 警告 _ 

• タイヤの側面などに傷や亀裂のあるよ 
うな異常なタイヤを装着しないでくだ 
さい。 

• 異常があるタイヤを装着していると、 
走行時にハンドルが取られたり、異常 
な振動を感じることがあります。 

また、バースト（破裂）など修理でき 
ないような損傷をタイヤにあたえた 
り、タイヤが横滑りするなど、思わぬ 
事故につながるおそれがありを険で 
す。走巧中、異常な振動を感じた場合 
は、スバル販売店で点検を受け、正常 
なタイヤに交換してください。 

• 異常があるタイヤを装着していると、 
車の性能（燃費-車両の安定性-制動 
距離など）が十分に発揮できないばか 
りでなく、思わめ事故につながるおそ 
れがあり危険です。また、部品に悪影 
響をあたえるなど故障の原因となるこ 
とがあります。 


高速で走巧しているときじ、タイわげ波つつ 
現象。 
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車のお手入れ 

まのお手入れ 


圈 


タイヤの溝の深さ、異常な摩耗 

タイわの溝の;果ちじ不足がないなをスリ 
ップヴイン（摩耗限度表示）により点検 
して <だちし、。 

また、タイわの接 i 也面全局に極端にすり 
減っている箇所がないかを点検して < だ 
ちし、。 


ス U ップヴイン 



A 警告 _ 

• 摩耗限度を超えたタイヤは使用しない 
でください。タイヤの溝の深さがかな 
いタイヤやスリップサイン（摩耗限 
度表示）が出ているタイヤをそのまま 
使用すると、制動距離が長くなった 
り、雨の日にハイドロプレーニング 
現を t により、ハンドルが操作できなく 
なったり、タイヤがパースト（破裂） 
したりして、思わめ事故につながるお 
それがあり危険です。摩耗限度を超え 
たら、すみやかに正常なタイヤと交換 
してください。 


タイヤの□—プ■—シヨン 

タイわは同じ位置で長<走ると、それぞ 
れ異なった減りなたをします。これを防 
<ために、タイわの位置を□- テーシヨ 
ンして <だちし、。 

□-テーシヨンは5,000 km 走行ごとに巧 
って < だちし、。 

▼ □—テーシヨンのしなた 

図の順 I こ□- テーシヨッ して<ださい。 

(タイわ交換一192ぺージ) 

A ま意 _ 

•応急用スペアタイヤは口ーテーシヨ 
ン用タイヤとしては使用しないでくだ 
さい。 


14インチホイール装着車 



水のたまった道路を高速で走巧すると、タイ 
わと路面の間1ご水巧入り込み、タイわな'路面 
な5淳いてしまい、ハンドルやブしーキが効 
なな < なる現象。 
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a まのお手入れ 

まのお手乂れ 


15インチホイール装着ま 



□-テーシヨン のとき、タイわの取り付 
け 方向 I こを意して <ださい。 

化す'タイわの側面に付いているマーク 
卜 ROTATION) 巧車両前進方向側 I こな 
るよラじ tz ' ソトして<だちし、。 

▼タイわ回転方向指示7-ク 



A 注意 _ 

• タイヤの取り付け方向を間違えると、 
片减リしたり、操縦安定性が悪くなり 
ます。 


fe アドバイス _ 

• タイヤの 口ーテー シヨンを行うとき 
は、スバル販売店にご相談ください。 


室内のお手入れ 


ビニール、しザー、プラつチック、巧が 
のちれ落としじは、中性洗剤の水溶液を 
柔5ない巧に程<含ませてお使い<だち 
い。洗ミき後、残った洗剤分は真水を含ま 
だた柔5ない巧でよ < 落として < ださし、。 
室内側のウインドウガラスち、こまめに 
みいておきましよラ。ちれたままじして 
お<と、取れに<<なる場合があります。 

A ま意 _ 

•ベンジン、ガソリン、シンナーなどの 
有機溶剤は変色、しみなどの原因とな 
るので使わないでください。 

特にシートベルトについては、必ず 
中性洗剤を溶かしためるま湯を使用し 
てください。中性洗剤 JU 外を使用する 
と、ベルトが弱くなり万一のときに正 
常なはたらきをしないことがありま 
す。 

•乾燥は直射日光をさけ、風通しが良 
く、ほこりのなたない日陰で行ってく 
ださい。素材のいたみを早める原因と 
なります。 


fe アドバイス _ 

• リヤウインドゥガラス内面を清掃す 
るときは、電熱線を傷付けないでくだ 
さい。 
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車のお手入れ 

まのお手入れ 


圈 



エアコンガスは新）ち媒 HFC 134 a 
( R 134 a ) を使用しています。 i 也巧環境 
保全のため、大気放出しないで<ださい。 

fe アドバイス _ 

•エアコンガスの補充、エアコンの修 
理をする場合はスバル販売店にご相談 
ください。 


クリーンエアフィルター 

エア コンには、 車外な5を入する巧粉や 
紛じんなどを除ちし、車内を快適な空気 
に保つクリーンエアフイルター巧取り 
巧け己れています。快適にお使いいただ 
<ため定期的な交換をおすすめします。 

• フィルターの交換については、スバル 
販売店じご相談 < ださい。 

• 交換の目をは20,000 km (大都巿、寒 
お i 也など交通量や粉じん巧るい場所は 
10,000 km ) です。 

堅ァドバィス _ 

•ェアコンの風量が著しく減少したり、 
ガラスが量りやすくなったときは、フ 
ィルターの目詰まりが考えられます。 
フィルターを交換してください。 


ボディ、塗装面のお手入れ 


窒装面など車体の外観を美し<保つため 
に、洗車、ワックスガけを月1回程度の 
割合で定期的に巧って<ださい。また、 
長時間屋外で駐車するときは、ボディカ 
バーを巧けるよラに&ヴけましよラ。 
まがにほこりや異物などを付けたままに 
しておきますと、塗装面の劣化や車体、 
部品の腐食を早めたり、化学変化じよる 
塗装面の変色やはん点の発生などの原因 
になります。 

下記の場合は早めに洗車をして<ださい。 
• 凍結防止剤を散巧した道路を走行した 
とぎ 

• ばい煙、粉じん、鉄粉などの降下のを 
い場所に駐車したとき 
• コールタール、巧粉、鳥の a 3、/ v 、 虫、 
樹液など巧付いたとき 
• フェリー I こ乗船したときや、海岸化帯 
を走巧したとき 

• I まこり、ミ尼などで著し<汚れたとき 

堅アドバイス _ 

• 塗装の巧石傷やかき傷は、腐食の原因 
となります。見付けたら早めにペイン 
卜で補修してください。 

•保管、駐車は風ほしの良い車庫や屋根 
のある場巧をおすすめします。 
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a まのお手入れ 

まのお手乂れ 


^ 

▼ ミ先車の手順 

/. 十分に水をなけなな己スポンジまた 
は tz — ム皮のよラな柔5ない物で洗 
います。汚れのひどい箇所はカーシ 
ゎンプーミ夜または中性洗剤で洗い、 
水で完全にミホい落とします。 

之水巧乾なないラちに/るき取ります。 

A ま意 _ 

•故意に空気取り入れ口やエンジンル 
-ム内の電気部品に水をかけないでく 
ださい。エンジンの始動不良や電気部 
品の故障の原因になります。 

• 洗車後や水たまり走行後はお速でブレ 
-キペダルを軽く踏んでブレーキが 
正常にはたらくことを確認してくださ 
い。効きが悪い場合は、周囲のを全に 
十分ミち意して効きが回復するまで数回 
ブレーキペダルを軽く踏んでくださ 
い。 

• 高温の湯で洗ますると樹脂部品などが 
損傷するおそれがあります。 

• 下回り足回りを洗うときは手をけがし 
ないように;主意してください。 

• ランプのレンズ表面をワックス-ベン 
ジンやガソリンなどの有機溶剤でふい 
たり、硬いブラシでこすらないでくだ 
さい。レンズが破損したり、劣化を早 
めるおそれがあります。 


〇自動洗車機を使用するとき 

A 注意 _ 

•ミラーは格納し、アンテナを取り外し 
て、前側から洗車してください。ま 
た、走行前には必ずアンテナを元どお 
りに取り付けてください。 

• ときによりブラシの傷が付き、塗装の 
光沢が失われたり劣化を早めることが 
あります。 


〇高圧洗車機を使用するとき 

A ま意 _ 

•ドアガラスやドア周りなどの開閉部 
分に洗車ノズルを向けると、ま内に水 
が入ることがあります。 

キーレスアクセス装着ま 
•運転席ドアハンドルのスイッチ周辺 
に洗まノズルの先端を近付けすぎない 
ようにしてください。水圧によりスイ 
ッチが破損するおそれがあります。 
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車のお手入れ 

まのお手入れ 


圈 


ワックスがけ 

月に一回程度または水をはじかな<なっ 
たときに巧って < ださい。 

▼ワックスをなける前に 
塗装面の汚れを水ないし、水分を十分に 
岛き取ってな白日陰または車体表面好'体 
温じ(下になっているときじ巧って < だち 
し、。フックスはスバル指定力ーワックス 
をおすすめします。 

A ま意 _ 

キーレスアク七 ス篇着ま 
•運転席ドアハンドルのスイッチ周辺 
にワックスが付着したときは、鋭利な 
もので清掃しないでください。スイッ 
チが変おして操作のさまたげになるお 
それがあります。 


fe アドバイス _ 

• 塗装されていない樹脂部品にワックス 
を使用しないでください。ワックスが 
付着すると、白くなったリムラになる 
ことがあります。 


樹脂部分のお手入れ 

樹腹塗装部品（バンバーなど）にガソリ 
ン、オイル、ラジェーター液、パッテリ 
一液などガ巧着すると、しみの発生や塗 
腹巧はがれる原因となります。十分にか 
洗いをしたあとただちに柔5かい巧でみ 
き取って < ださい。 

fe アドバイス _ 

• 樹脂塗装部品の傷の補修をする場合 
は、スバル販売店にご相談ください。 
不適当な塗料を使用すると塗膜をいた 
めます。 


アルミホイールのお手入れ 

オプション/グレード別装備 
アルミホイールはボディの洗車と同じ要 
領で巧い、ボディと同じワックスでワッ 
クつヴけをして < ださい。 

A ま意 _ 

•アルミホイールにワックスがけをす 
る際は、ホイールナットの座面にワ 
ックスを付着させないように注意して 
ください。必要 1 U 上に締め付けられ、 
ボルトが破損するおそれがあります。 
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a まのお手入れ 

まのお手乂れ 


ワイ パーの 交換 


A ま意 _ 

• ワイパーブレード、ラバーはスバル 
指定品をおすすめします。スバル指定 
な外を使用すると、適切に装着できな 
い場合があります。 

•傷んだワイパーブレードラバーを使 
用し続けると、ウインドゥガラスを 
傷付けるおそれがあります。拭きむら 
がある場合は、早めに交換してくださ 
い。 

• ワイパーブレード、ラバーを取り外 
したときは、ワイパーアームを倒さ 
ないでください。ウインドゥガラス 
やボンネットに傷が付くおそれがあり 
ます。 

•起こしたワイパーアームを戻すとき 
は、手を添えながらゆっくりと戻して 
ください。離れた位置から戻すと、ワ 
イパーアームが変おしたり、ウイン 
ドゥガラスに傷が付くおそれがあり 
ます。 

• 確実に取り付けられていることを確認 
してからワイパーを作動させてくださ 
い。ウインドウガラスに傷が付くお 
それがあります。 


フロントワイ パー 

〇ワイパーブレード 

▼取り外しなた 

/. アームを起こします。 

之ブしードを、ソ^巧見える角度まで傾 
けます。 

3 . ツイを押しなヴ己、ブしードを矢印 
①①方向に引いたあと、失印②①方 
向に抜き取ります。 



▼ 取り巧けなた 

• ブしードをアームに取り付けます。 

• ブしー ドと アーム 巧 お 実に固定ちれて 
いることをお認して < だちし、。 
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車のお手入れ 

まのお手入れ 


圈 


〇ワイパーブレードラバー 

▼取りかしなた 

/. ラバーのストッパー巧ブしードのツ 
ベ巧5外れるまで引きます。 



4 . ストッパーな'ない側巧己ラバーをブ 
しードに挿入します。 

5 . 取り付けたとき、ストッパーのある 
側ヴ運転席側じなるよラにして<だ 
ちし、。 

A ま意 _ 

• ラパーのストッパーにブレードのツメ 
を確実に挿入してください。ウインド 
ウガラスに傷が付くおそれがありま 
す。 


2 . そのままラバーをブしードな5引き 
抜きます。 

▼ 取り巧けなた 

/. ラバーな5プしートを取り外します。 
之ラパーを取り替えます。 

5プしートの反りの向き I こを意して、 
プしートをラバーに差し込みます。 
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a まのお手入れ 

まのお手乂れ 


リヤワイ パー 

〇ワイパーブレード 
▼取り外しなた 
1 . アームを 起こします。 

ぶブしードを矢印の方向に回し、アー 
ムと垂直じします。 



3ブしードを矢印の方向に引いて、ア 
ーム巧5ブしードを引き抜きます。 



〇ワイパーブレードラバー 
▼取り外しなた 

1 . ラバ'一を手前に引いて、ブしードの 
先端部のストッパー巧5取り外しま 
す。 


ストッパー 




▼取りがけなた 
逆の手順で巧し、ます。 
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車のお手入れ 

まのお手入れ 


圈 


▼ 取り巧けなた 

/. ラバーな5プしートを取り外します。 

2 . ラパーを 取り替えます。 

3 . プしートの反りの向きにミち意して、 
プしートをラバーに差し込みます。 



4 . ブしードの中央のツベな己ラバーを 
挿入します。 

5 . ブしードの後端部のツイにラバーを 
通し、ち己 I こラバーを挿入して、後 
端部のつトッパーを通過ちせます。 

6 . 先端部のツイ I こラバーを通し、先端 
部のストッパーまで挿入します。 

ス後端部のツイ I こラバーび確実に挿入 
ちれていることを確認して <ださし、。 


先端部のストッ A ’一 



A 注意 _ 

• ラバーにブレードのツメを確実に挿入 
してください。ウインドウガラスに 
傷が付くおそれがあります。 
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積雪、寒冷時の巧 y 扱い 

積雪時、寒み時に化要となる 
運おが識について説巧しています。 


■ 積雪、寒を時の取り扱い 


冬 I こ向なってのお手入れ-238 

走行前点検と準備-238 

積雪、寒冷時の走わ 239 

走巧中の点検とミ主意-241 

走行後の取りない-242 
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積雪、寒を時の巧 y 扱い 

積雪、寒冷時の取 y 扱い 


積雪、寒冷時の巧 y 扱い 


をに向かってのお手入れ ■ 走行前点検と準備 


点検方法などは、別冊の「ベンテナンス 
ノート」に記載していますので、参照し 
て < だちし、。 


バッァリー 

気温な'下がるとパ' ッテリーの性能が低下 
しエンジン始動やキーしスアク t つにち 
障をきたすことがありますので、液量、 
比重の確認をし、む要に応じて液の補給 
や補充電をして < ださい。 


エンジンオイル 

を期はオイルの劣化が激し<なります。 
指定ブしードのエンジンオイルを、早め 
に交換して < ださい。 


冷が水 

冷®水の凍結を防<ためにクーラント 
(不凍液）の濃度の確認をスバル販売店 
に依頼して < ださし、。 


ウインドウウオツンヤーが 

ウオツシわ一液のま結を防 < ために、ウ 
オッシわ一液の濃度を上げて<ださい。 


走行前点検の際に下記の点検ち巧って< 
だちい。 


足回りなどの着氷 

車の下回りをのぞいて、足回りなどに氷 
t 鬼ヴ付着していないなお認して < だちい。 
付着している氷塊は、部品を損傷しない 
よラに十分ミち意して取り除いて < ださい。 
ペダル類やハンドルの動きが円滑などラ 
なちお認して < ださし、。 


ま体への積雪 

屋根に積ちった雪は、走行する前に取り 
除いて < ださい。走な時、ガラス面に落 
下すると視界のちまたげとな U 危険です。 

A ま意 _ 

• 氷結して いる 部分を巧理に取り除くと 
塗装などをいためる場合がありますの 
でを意してください。 


ドアの凍結 

ドアがま結した場合はお遇に開けよラと 
するとドア周りのゴム巧はがれたり、破 
損するおそれヴあ U ます。めるま湯をか 
けて氷をとなして<ださい。開けたあと 
は水分をよ<みき取って<ださい。不十 
分ですとまた凍結することがあります。 
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積雪、寒を時の巧 y 扱い 

積雪、寒冷時の取 y 扱い 



ウインドゥガラスの凍結 

ま系吉しているときは、めるま湯をかけて 

氷をとなし、か分をよ < みき取って <だ 

ちい。 

A ま意 _ 

• 氷をとかすときはぬるま湯を使用し、 
熱湯はかけないでください。ウインド 
ゥガラスが割れるおそれがありま 
す。 

•フロントウインドゥガラスに付いた 
氷を取り除くために、氷をたたいて割 
らないでください。フロントウイン 
ドゥガラスの内側（車内側）が割れ 
るおそれがあります。 


積雪、寒冷時の走れ 


雪道、ま結おを走るときはタイわチェー 
ンまたは冬用タイわ (スタツドしスタイ 
わ）を装着して<ださい。 

A ま意 _ 

•積雪時は、スピードを控えめにしてく 
ださい。路面が;ま結している可能性が 
高く、大変スリップしやすくなり、思 
わぬ事故につながるおそれがありま 
す。 

チェーン装着車、を用タイヤ（スタッ 
ドレスタイヤ）装着ま、また 4 WD 
車、 ABS 装着車であっても慎重な運転 
をしてください。 


ワイパーなどの凍結 

フイバー、ドア5ラー、ドアガラスな 
どが凍ったり、雪ヴ固まって動かないと 
きは、めるま湯をかけて氷や雪をとなし、 
水分をみき取って < ださい。 

A を意 _ 

•凍結したまま、または雪が固まったま 
まワイパー、ドアミラー、ドアガラ 
スなどを巧理に作動させると、ワイパ 
-ゴムを損傷したり、 モー ターなど 
が故障するおそれがあります。 


タイヤナ X — ンの装看 

前輸駆動車ですので、チェーンは前2輪 
に装着します。 4 WD 車ち前2輸に装着 
します。 

タイわチェーンは、スバル純正タイわ 
チェーンを使用して<ださい。詳し<は 
スバル目反売店にご相談 < ださい。 


乗ま時のを意 

靴にこびりついた雪は、乗車時によ<落 
として<ださい。ペダル類を操作すると 
きに滑ったり、室内の湿気がを<なリガ 
ラスが量ったりすることガあります。ま 
た、床面などが加湿状態となり、腐食の 
原因となります。 
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積雪、寒冷時の巧 y 扱い 

積雪、寒冷時の取 y 扱い 


A 注意 _ 

•タイヤチてーンは車のタイヤのサイ 
ズに合った、スバル指定品または指定 
サイズの物を使用してください。サイ 
ズの合わないチ X — ンを使巧すると、 
ブレーキ配管や車体を破損し、危険で 
す。 

•タイヤチェーンの取り付けは各タイ 
ヤチェーン付属の取扱説明書にした 
がって行ってください。 

• タイヤチェーン装着時は 30 km / hiu 上 
で走巧しないでください。タイヤチ 
ェーンにかかる負担が大きくなり、チ 
ェーンが切れやすくなります。 

• 取り付け作業は雪上などをさけ交通の 
さまたげにならない安全で平らな場所 
で巧ってください。必ず駐車ブレーキ 
をかけ、非常点滅なを点滅させ、人や 
荷物は降ろし、停止表示板も使用して 
ください。 

♦作業をするときは、車体端部などでけ 
がをしないように注意してください。 

•応急用スペアタイヤには標準タイヤ 
用のタイヤチェーンは装着できませ 
ん。刖輪がハンクした場合は、応急用 
スペアタイヤを後輪に装着し、外し 
た後輪タイヤを前輪に取り付け、これ 
に標準タイヤ用タイヤチ X —ンを装 
着してください。 


fe アドバイス _ 

•タイヤチ X - ンを装着するとホイー 
ル キャップやアルミホイールに傷が 
付くおそれがあります。ホイールキ 
ャップ装着車はホイールキャップを 
取り外した状態で、タイヤチェーン 
を装着してください。 


を用タイヤ 

(スタッドレスタイヤ）の装着 
A ま意 _ 

•を用タイヤ（スタッドレスタイヤ） 
装着時も、必ず標準タイヤと同じ}旨定 
サイズで、同一種類のタイヤを装着 
し、指定空気圧で走行してください。 
また、を用タイヤ（スタッドレスタ 
イヤ）を装着するときは、4輪とも同 
じ種類の物に交換してください。 

• 化方■により条例の違いがありますの 
で、その地区の条例にしたがってくだ 
さい。 
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積雪、寒を時の巧 y 扱い 

積雪、寒冷時の取 y 巧い 



走行中の点検とま意 


ブレーキのま結 

積雪、寒冷時ではブしーキ装置に付着し 
たかガま結し、ブしーキのタカきが悪<な 
ることヴあります。その際には、前後の 
車に十分ま意して、ブしーキペダルを軽 
<踏みなが己低まで走巧し、ブしーキバ 
ッドのしめりを乾なして<ださい。 

A ま意 _ 

•万一、ブレーキの効きが回復しないと 
きは、ただちにスバル販売店で点検を 
受けてください。 


パンク時の対応 

タイわチェーン装着時、前輸ヴパンクし 
た場合は、応急用スペアタイわを後輸に 
装着し、外した後輪タイわを前輸じ取り 
付け、これにタイわチェーンを装着して 
<ださい。 

応急用スペアタイわにはタイわチェー 
ンは装着できまだん。 


雪道、凍結路の注意 
A ま意 _ 

• 雪道や;ま結路では、急加ま、急減ま、 
急ブレーキ、急ハンドルをさけてくだ 
さい。スリップして方向性を失い事故 
につながるおそれがあります。 


走行中の雪の付着 

雪道走行時、タイわ/\ウス裏側に巧着し 
た雪な'氷結し、巧第にたい積して A ンド 
ルのきれ巧悪<なることヴあります。と 
きどき異常のないことをお認して<だち 
い。ランプ類などは、走行中に雪のため 
に暗<なることがあるので、ときどき異 
常のないことをお認して <だちい。 
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積雪、寒を時の巧 y 扱い 

積雪、寒冷時の取 y 扱い 



屋夕りこ駐車するときは、車の前部を風下 

や曰の当たる方向に向けて止めて<だち 

い。 

エンジンが冷えすぎると、始動しに<< 

なることがあります。 

また、ワイパーアームは起こして < だち 

い。雪の重みでアーム取り付け部がこわ 

れることがあります。 

fe アドバイス _ 

• 寒;令時は駐車ブレーキをかけるとブレ 
ーキ装置が凍結して駐車ブレーキが解 
除できなくなるおそれがありますので 
使用しないでください。セレクトレ 
バーを回レンジに入れておきましよ 
ラ。 

• 串干下や樹木の下での駐車はさけてくだ 
さい。落雪でま体を損傷するおそれが 
あります。 

•降雪時に長時間駐車するときは、ルー 
フアンテナを取り外してください。 

(ルーフアンテナー167ぺージ) 


格的方法 

長時間使わないで屋外に放置してお<と 
きは、塗装面の保護とドア周りのま結を 
防<’ために、ボディカバーを使用して< 
ださい。 

A ま意 _ 

• エンジンの冷えすぎを防ぐためにちホ 
でおおったり、走行時にフロントグ 
リルに段ボールや、新聞紙を挟み込ま 
ないでください。これがもとで燃え出 
す危険があります。 


洗車方法 

ま結防止剤をまいた道路を走行したとき 
は、早めに下回りを洗車して<ださい。 
放置すると腐食の原因となります。洗車 
後は凍結防止のため水分をよ< &き取つ 
て < だちい。 

fe アドバイス _ 

• ドアのキー挿入口やドア周りのゴム部 
の水分は特によくふき取ってくださ 
い。 
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サービスデータ 


項 目 

サービスデータ 

点火プラグ 

メーカー 

DENSO 

NGK 

プラグ型式 

SXU 22 PR 9 
(イリジウムプラグ） 

IKR 7 D 

(イリジウムプラグ） 

フアンベルト 

たわみ量 ( mm ) 

押力98仙0喊}時 

7.0 〜9.5(点検時） 

アイ 

ドリング回転数 ( rpm ) 

700 

ブレーキペタル 

遊び ( mm ) 

0.5-3 

巧あとのすき間 ( mm ) 鹏力 294 N {孤师時) 

70挺上 

駐車ブレーキ 

踏みしろ（操作力245が25喊}時） 

5〜7 ノッチ 

バッテリー 

44 B -20 L 

フューエルタンク 

容量い）（無鈴ガソリン使用） 

40に WD )、38(4 WD ) 

ウォッシャータンク 

容量 U ) 

2.0 
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ヴー ビス データ 


項 


巨 

サー ビス データ 


使用オイル 

アミックス*2モーターオイル SAE 0 W -20 または 5 W -30 
(API 分類 上） 

エンジンオイル 

交換時期 

1年または15,000 km ごと（7,500 km ごとホ 1 ) の 
どちらか早い方 


養 

S 

オイル交換時 

約 2.8 


オイルとオイルフイルター 
(オイルクリーナー）効奥時 

約 3.1 

オイルフィルター 
(オイルクリーナー） 

交換時期 

15,000 km ごと（7,500 km ごと* 1 ) 

トランスミッション 
オイル 

交換時期 

100,000 km ごと 

使用オイル 

アミックス* 2 ATF D 3 -SP 

交あ量 （" 

約2.2(ドレン）、約5.0(全容量） 


交換時期 

100,000 km ごと 

トランスファオイル 

使用オイル 

アミックスがデファレンシャル/バポイドギヤオイル SAE 80 W -90 
(API 分類 GL -5) 


交換量 U ) 

約0.57 

リヤ 

デファレンシャル 
オイル 

交換時期 

40,000 km または2年ごと彻回は3年） 

使用オイル 

アミックスがデファレンシャルハイポイドギヤオイル SAE 加 W - 卵 
(API 分類 GL -5) 

交あ量 （6) 

約 1.2 


*1 シビアコンディション条件での定期交換の場合 

シビアコンディション条件とは、走行距離大に0,000 kmJiLh / 年）や短距離走行の繰り返し 
C 8 kmL ソ下/回）または外気温が氷点下での繰り返し走行が多い場合などに適用します。 
詳しくは別冊の「メンテナンスノ ート」を参照してください。 

*2 「アミックス」または fAMMIXj はダイハツエ業蛛が会社の登録商標です。 

当社は使用許諾に基づき使用しております。 
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サービスデータ 


項 目 

サービスデータ 

ブレーキオイル 

交換時期 

2年ごと（初回は3年） 

使用オイル 

アミックスがブレーキフルード （ DOT 3 相当） 

エアクリ—ナ — I レメント 

交換時期 

40,000 km ごと (20,000 km ごと* i ) 

冷却水 

(除くリザ-パ-タンク) 

交換時期 

2年ごと蝴回は3年） 

使用液 

アミックス* 2 ロングライフクーラント(高防鐘カタイプ） 

規定濃度(グ 0) 

50 

全容量 

U ) 

約 3.25 


*1 シビアコンディション条件での定期交換の場合 

シビアコンディション条件とは、走行距離大に0,000 km 切上/年）や短距離走行の繰り返し 
(8 km 切下/回）または外気温が氷点下での繰り返し走行が多い場合などに適用します。 
詳しくは別冊の「メンテナンスノート」を参照してくださし、。 

本2 「アミックス」または fAMMIXj はダイハツエ業株が会社の登録商標です。 

当れは使用許諾に基づき使用しております。 


タイヤサイズ 

タイヤ空気圧 
(空車時: kPa { kgf / cm }) 

タイヤの溝の 
深さ （ mm ) 

タイヤ位置 
交換時期 

前輪 

後輪 

一般高ま 

一般高ま 

175/65 R 14 

220(2.2} 

上 

5,000 km ごと 

185/55 R 15 

200(2.0} 

T 1 15/70 D 14( 応急用タイヤ） 

420(4.2} 

— 

T 1 05/70 D 1 目(応急用タイヤ） 
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マーし しスト- 39 


マーし しスト- 39 

マーし しストポク'ソI-175 

アイドリンブ回転数-24日 

ァウター（ドァ ）ミラ -96 

アク tz サリーソクッI-170 

ァシストグリップ-173 

足踏み式駐車ブしーキ-133 

アジわスタブルシートベルト 

アン; t) - 51 

ァンダートしィ-174 

アッダーボックス-17日 

アンチ□ックブしーキシステム 

(ABS) - 69 

アンテナ-167 



ウインカー(方向指示）しバ-120 

ウインドウウオツシわーミ夜の 


ウインカー(方向指示）しバ-120 

ウインドウウオツシわーミ夜の 

補給- 224 

ウインドウガラス 

(パフーウィンドゥ）-92 

ウインドウデフオツガー 
スイツチ-123 

ウィンドゥ反転機構-95 

ウオーニングランプ（警告む）----107 

ウオツシゎータンクの容量-246 

ウオッシゎ-スイッチ-121 

運転席 SRS エアパック*-已日 

運転席シートベルト警告な-110 

運転席シートリフタ-39 



ELR シートベル! - 50 

EPS (電動パワーステアリンブ） 


ELR シートベル! - 50 

EPS (電動パワーステアリンブ） 

警告な-113 

EBD - 69 

イブニ'ソシヨン（エンジン） 

スイッチ-127 

イブニッシヨンキ-74 

ISO FIX》 が因 SO FIX 固定バ ー & 

テヴーアンカ-4已 

ィだラィヴ—機能-132 

イル5ネーシヨッシステム-178 

インジクーターランプ 

(表示口）-104 

インター□ック-131 

インナー 0レーム ）ミラ -96 
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エアクリーナーェしベントの 


デー勺 -248 

エアコン 

ブート-157 

7ニユアル-1加 

エアコンガス-229 

エァバッグ 

SRS エアバッグ- 56 

SRS サイドエアパッグ& 

SRS 力ーテンシールドエアバッグ…62 

エアフイルタ-229 

A/T (才ートマチック）車-137 

SRS エアバッグ- 56 

LLC (を却水）のデータ-248 

エンジンオイルのデータ-247 

エンジンオイルしべルヴージ… -224 
エンジン回転計 

(タコベータ ー) -103 

エンジンキ-74 

エンジン警告む-107 

エンジンスイッチ-127 

エンジンフード（ボンネット） -----88 
エンジンルーム-222 



ブイルの交換量-247 


ブイルの交換量-247 

ブイルプしッシわ一警告む-108 

応急巧スペアタイわ-191 

ブートエアコン-1已7 

ブート（パフー)ウインドウ- 92 

ブートマチック車-137 

ブートしべライヴー警告む-113 

ブーパ'-ドライブ (0/ D ) OFF 

表示口-107 


オーバードライブスイ'ソチ-141 

才 ーバー ヒ ー I -198 

オープナー 

フユー; LJ レリツド -91 

ボンネッ I -88 

オドべーター(積算距離計）——102 
オル タネーター （フアン）ベルトの 

点検基準値- 246 

温度言周節 tz ンサ-165 



力ーゴフック-177 


わ-]' フック-177 

力ーゴルームランプ -1巳8 

力ーテンシールドエアバッグ-巳2 

力ードホルダ-177 

鍵（キー）-74 

カップホルダ-170 

巧を□ー ド I 」5’ソター機構付 

シートベル! -52 

間欠フイパー（フイパー- 
ウオツシわースイ'ソチ）-121 



キ-74 


キ-74 

キーインター□ック -131 

キー（エンジン）スイ'ソチ-127 

キー照日月-168 

キ-巧き忘れ警告ブザ-85 

キーの電池交換- 217 

キーしスァク tz ス-75 

給ミ由 □ (フユーエルリツド）-90 
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空気圧-248 

空調-150 

クーラー （エアコン） 

ブートエアコン-1已7 

マニュアルエアコン-1已0 

クーラント（を却化）のデータ-----248 
区間距離計 

(トリ 'ソプベーター）-102 

曇り取り 

フ□ント（オートエアコン） ----- 164 
フ〇ント 

(マニュアルエアコン）-1已已 

IJ わ-123 

クラクシ ヨン （ホーン）スイ ツチ--- -12 已 
クリーナー（ブイルフイルター）の 

デー勺 -247 

つ、）一、」 エアフイルタ-229 

ブ□-ブボックス-172 


コインポク、ソ!-176 

コインボックス- 174 

工具-182 

光軸調整ブイわル-119 

高水温警告む-110 

後席（ I 」わシート）-40 

固定バ-45 

小物入れ 

コインポク、ソ I -176 

コインボックス- 174 

シートアングートしイ- 174 

tz ンターアームしスト ポク ット 

&大型ボックス- 175 

コラムシフト式才ートマチック 

トランスミッシヨン-137 

コンビネーシヨンスイ'ソチ-1巧 

コンビネーシヨンベー タ - 100 



警音器（ホーン）スイ、ソチ-12已 


警音器（ホーン）スイ、ソチ-12已 

計器けータ ー） -100 

警告な-107 

警告ブヴー 

キーなぎをホ!警告ブヴ-8已 

ランプ消し'ちれ警告ブヴ-118 


サー ビス デー タ-245 

サイドエアバッグ-日2 

サイド（ドア ）ミラ -96 

3,有'式 ELR シートベル!-50 

サンバイヴ-171 


けん引 
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シート 


シート 

フロン!- 37 

リわ- 40 

シートアンダートしイ 

(助手席）-174 

シートベルト- 47 

シートベルトアンカ- 51 

シートベルト警告な-110 

シートリフタ-39 

室内照明-168 

シフト （ tz しクト）しバ-139 

シフト□ツク装置-138 

車載工具-182 

ジゎ'ソキの使いヴた-183 

車両盗難防止（イ t ビライヴー） 

機能-132 

集中ドァ□ック- 84 

巧電（チゎ-ジ）警告な-108 

使用ブイル-247 

照度調整-102 

照明-168 

助手席 SRS エァバッグ- 56 

助ず席シートべん卜警告む-110 

ショッピングフック-173 



水温警告む-110 


水温警告む-110 

水温表示む-105 

スイッチ-り已 

ステァリンブ制御警告な-113 

ステアリンブホイール 

(チルトステアリンブ）-97 

スター(タイわ）チェーン -239 

スパーク（点义）プラグの型式----- 246 

スピードベータ-102 

スペアタイわ-191 

スライド調整 

フ□ントシー!-37 

リわシ -I -40 



積算距離計けドベータ ー) ——102 


tz キュリティ表示む-106 

tz しクトインジクータ-106 

tz しクトしバ -139 

な車- 230 

前照む（ヘッドランプ）の 

切り替え-117 

前席（フ□ントシート）-37 

tz ンターアームし ストポクット 
&大型ボックス-175 



速度計（スピードベータ ー) ——102 


ソフトフラツトシート-43 
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ターン シグナルインジ クーター 


(ち向指示表示む）- 

…-104 

ターンシグナル（方向指示） 


しバ- 

…-120 

タイわチェーン- 

…- 239 

わの父換- 

…-192 

わの デー タ- 

— 248 

タイわの□- テーシヨ ン- 

…- 227 

夕〕 乂 一9 - 

…-103 

暖房（エアコン） 


ブートエアコン - 

…-157 

7 ニユアルエアコン - 

— 巧日 



チ ： L ン- 

…- 239 

チェックエンジン警告む- 

-…107 

チェンジ （ t しクト）しバ- 

-…139 

チクッ h ホルダ - 

-…171 

チ^^-ジ警告口- 

—— 108 

チゎイルドシートの取り付け 



ISO FIX 巧脑 so FIX 固定パ ー & 

テヴーアンカ- 

— 4 日 

シートベ J レ!- 

— 53 

チゎイ J レドプルーフ - 

—- 84 

駐車ブ しー キ- 

— 133 

駐車ブしーキの点検基準値— 

— 246 

チ J レトステアリンブ - 

—— 97 



デアイサースイ、ソチ-124 


デァィサースィッチ-124 

ほ水温表示口-105 

ディスクホイール（タイわ）の 

交換-192 

ディスクホイール（タイわ）の 

デ-夕- 248 

ディスチゎージヘッドラップ-----118 

テザーアンカ-45 

デ'ソキアンダーボックス-176 

デッキ（ラヴージ）ルーム 

ランプ-1巳8 

デフアしンシゎルオイルの 

デ-夕 - 247 

デフォツ乃ースイ'ソチ-123 

デフ□スター（曇り取り） 

フ□ント（オートエアコン）-164 

フ〇ント 

(マニュァルェァコッ）-155 

リわ-123 

デュアル SRS エアバッグ-已巳 

点义プラグの型式-246 

電球の交換- 202 

点検整備項目 

けービスデータ）-245 

電子制御式4速ブートマチック 

トランスミツシヨン-137 

電池の交換- 217 

電動巧あ肉式ドアミラ-96 



ツール（工具）-182 
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ドア- 82 


ドア- 82 

ドア（パフー)ウインドウ- 92 

ドア巧- 96 

ドア□ック- 84 

ドーム（ルーム）ラップ-168 

時計-103 

トランスフアオイルのデータ——247 
トランス5ッシヨンオイルの 

デ—夕 -247 

トリップべーター 

(区間距離計）-102 



内気 tz ンヴ-1妨 



日射 tz ツサ-16已 


2,な式シートベル!-已已 



燃料カットシステム-18已 

燃料給ミ由 □ 


燃料カットシステム-18已 

燃料給ミ由 □ 

(フユ—エ J レリツ ド）- 90 

燃料計-102 

燃料残量警告な-111 


燃料（フユーエル）タンクの容量--- -24 日 


八 


パーキング（駐車）ブしーキ-133 

パーキング（駐車）ブしーキの 

点検基準値- 246 

A イビーム/パッシング表示む——104 
A ヴードインジ'クーター 

(非常点滅表示な）-104 

M ヴード（非常点滅な）スイ'ソチ---120 

発お筒-187 

バック（ルーム ）ミラ -96 

パ'ソシング 

(ヘッドランプの切り替え）——117 

バッテリーあ巧り-196 

バッテリ-あ好り防止機能-169 

バッテリーの型式-246 

バニティ ミラ -171 

バルブ（電巧）①交換-202 

n つー ウインドウ-92 

パンク-190 

半ドマ警告口-111 

"ンドル 

(チルトステアリンブ）-97 



ヒーター（エアコン） 


ヒーター（エアコン） 

才ートエァコン-157 

マニユア J レエアコン -1日0 

非常点滅ロスィッチ-120 

非常点滅表示口-104 

ヒ ユーブ ボックス-199 

表示む-104 
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ファンベルトの点檢基準値-24日 

V (ファン）ベルトの点検基準値…-24日 

フイルターのデータ- 247 

フォブランプスイッチ 

フ□ン I -124 

IJ わ -12 巳 

フット（足踏み式駐車）ブしーキー--133 

不凍ミ夜（冷却水）①データ-248 

フユーエルウォーニン ブ 

(燃料残量警告む）-111 

フユーエル タンクの容量-24 已 

フユーエル （燃料）カット 

システム-18日 

フユーエルベーター （燃料計）----102 

フユーエルリツド- 90 

プラグの型式-246 

プラブマクラスタ-166 

プリテンシ ヨナー &可変□-ド 
リミッタ-機構付シートベル!-已2 


ヘッドランプの切り替え-117 

ヘッドしストの調整-38 

ヘッド' しス h の取 U 夕し-42 

ベルトアンカ-已1 

ベルトの点お基準値-246 

ホイール（タイわ）の交換-192 

ホイール（タイわ）①データ-248 

防眩（ルーム ）ミラ -96 

ち向指示器表示な-104 

方向指示しバ-120 

ホーンスイッチ-126 

補給 □ (フユーエルリッド）-90 

ポジシヨン表示 

( tz しクトインジクータ ー） -106 

ボトルホルダ-172 

ボンネツ I -88 


フルタイム 4 WD システム - 134 

ブしーキ ( ABS) -閒 

ブしーキブイルのデータ-248 

ブしーキ警告む-109 

ブしーキペグルの点検基準值——246 

ブしード（ワイパー)①交換-232 

フ□ントシ ー I - 37 

フ□ントシートベル!- 50 



前倒し-42 


前倒し-42 

マップランプ-168 

窓ガラス（パフーウインドウ）——92 

マニユア J レエアコン-1日0 

マルチポク、ソ1-175 


フ□ントドア- 82 

フ□ントフォグラップ 

スイッチ-124 

フ□ントマップランプ--168 


フ □ントフイ パー •ウ オツシゎ一 



ミラー 


5ラー 

ドア ミラ -96 

ルーム呈ラ -96 


スイツチ 


121 
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ベ—夕-100 


ベ—夕-100 

ベカニカルキ-80 

ベンテナンスデータ 
(サービスデータ）-245 



ミ由圧（オイルプし、ソシわ一) 


警告口-108 



4速ブートマチック 


4速ブートマチック 

トランスミッション-137 

4 WD 車-134 



ライテイングスイ、ソチ-117 


ライテイングスイ、ソチ-117 

ライティングスイ、ソチ表示む——10已 

ランプ消し; S れ警告ブザ-118 

ラヴージ（デ'ソキ）アングー 

ボックス-176 

ラジエーター液 （) ち却水）の 

デー勺 -248 

ラバ'-(フイ/\°_)の交換-232 



リクライニング調整 


リクライニング調整 

フ□ントシー!-38 

リわシ ー I -41 

リフタ-39 

'化コンスィッチ-77 

リわウインドウデフォツガー 
スイツチ-123 

リわヴ ー I -犯 

リわシ ー I -40 

リわシートベルト 

3点式 - 己0 

2点式-55 

リわデフアしンシゎルブイルの 

デ-9- 247 

UP ドア-82 

リわフォグランプスイ、ソチ——12已 

UP フイパー•ウォツシゎ一 

スイ'ソチ-122 



J レーフ アンテナ-167 


J レーフアンテナ -167 

ルーム ミラ -96 

ルームランプ -168 



冷却水のデータ- 248 

を肩（エアコン） 


冷却水のデータ- 248 

を肩（エアコン） 

才ートエァコン-1日7 

マニユア J レエアコン -1日0 

しべリンブ警告 ； U -113 

しべリンブスイ、ソチ-119 
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□ー テーシヨン -227 

□-ビーム.才ートしべリンブ 
警告な-113 


□ー テーシヨン -227 

□-ビーム.才ートしべリンブ 
警告な-113 



フイパ ー• ウオツシわ一 


フイパ ー• ウォッシわ一 

スイッチ-121 

フイパーデアイサースイ、ソチ-----124 

フイパーの交換-232 

W 数（電嫩-202 



2,有'式シートベ J レ!-已5 



3,有'式 ELR シートベルト-50 



4 WD 車-134 

4ま才ートマチック 


トフンス S ' ソシヨン-137 
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ABS - 69 


ABS - 69 

ABS 警告な- 112 

A/C (ェァコン） 

ブートエアコン- 1 已 7 

マニュアルエアコン-1已0 

A/T けートマチック）車- 137 



E-4A/T (電子制御式 4 速ブート 
マチックトランスミツシヨン） …-137 


EBD - 69 

ELR シートベル!- 50 


EPS (ステアリンブ制御）警告む---- 113 



SRS エアバッグ-已巳 


SRS エアバッグ-已巳 

SRS エアバッグ警告む- 112 

SRS エアバッグコッピ:！ータ- 67 

SRS サイドエアバッグ& 


SRS 力ーテンシールドエアバッグ-…巳 2 



V (フアン）ベルトの点検基準値--- 246 



W 数（電球）- 202 



ISO 円 X 巧府 SO FIX 固定バ ー & 


テヴーアツカ- 4 已 



LLC (冷却水）①データ- 248 



0/D OFF 表示む- 107 

0 /D けーバー ドライブ） 


スイ'ソチ-141 
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ご意見、ご感想、お問い合わせはお近くのスバル販売店 
または鮮社巧 UBARU お客様センタ ー J へお願いいたしまず。 


ネお乗りのお車に関してお電話などでお問い合わせをいただく際は、お客さ 
まへ正確•迅速にご対応させていただくために、あらかじめ、お手元にお 
まのま検証などをご準備いただきまずよラご協力をお願いしております。 

① 車検証記載事項 

型式-ま台香号-登録香号-登録年月日 

② 走行距離 

⑤販売店-担当者名 


SUBARU お客様センター 
SUBARU コ-ル 0120-052215 

受付時間9:00〜 17:00( 平日)、±日ネ兄は9:00〜12:00、13:00〜17:00 

SUBARU お客様センターでは下記の内容を承っております。 

(1) ご意見/ご感想/ご案内{カタログ、販売店、転居お手続き他） 

(2) お問合せ/ご相談 

※平日の12:00〜13:00および±日祝は （1) のインフオメーシヨン 
サービスのみとなりまず。 

富±重工業株式会社 

スバルカスタマーセンターお客様相談部 

干 160-8316 新宿区西新お 1-7-2 (スバルビル） 


禁複製-転載 


編集発6冨±重工業が式を社 

スバルカスタマー七ンター 
カスタマーセンター企画部 

081007-1 

M401F- 0003609 〜， M411F- 0001144 〜 



